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　　　　　序章　告白




　ジュダ・シェードは困惑していた。

　目の前にいるのは一つ年下の女子騎き士し生せい。亜麻色の長い髪の、楚そ々そとした少女は、騎士学校中庭にジュダを呼び出すと、こう告げた。

「私と婚約を前提にお付き合いしていただけないでしょうか？」

「……」

　思わずジュダは天を仰あおいだ。緊きん張ちようと期待の入り混じった視線を向けられ、しかしジュダは問わずにはいられなかった。

「どうして、俺なんだ……？」

　騎士学校一の嫌きらわれ者ものを自負していた。人間から、悪鬼、魔ま獣じゆうの類たぐいと恐れられるスロガーヴの血をジュダは引いている。騎士学校に通ってはいるが、それは自身の正体を隠し、十年来の目的──母を処刑したこの国の王に復ふく讐しゆうするためだった。だから、こうして『告白』されても、ただただ困惑するしかなかった。

「前々から、ジュダさんが騎士学校で一、二を争う力の持ち主であることは知っていました」

　彼女は言った。

「でも、同時に怖い人だって……周りの騎士生たちは──」

「俺を嫌っている」

「嫌っていた、です。いまは……あなたのことを悪く言う人はいません、きっと」

　否定した女子生の亜麻色の髪が揺れた。

「創立記念祭の時、ジュダさんは恐ろしい亜人たちを前にしても一歩も怯ひるむことなく戦って、国王陛下をお守りし、王子殿下をお助けしました」

「……」

「ジュダさんこそ、騎士生の理想──いえ、その振ふる舞まいは騎士そのものです！　敵を前にしても動じないその精せい悍かんな表情、強く、勇ましい活かつ躍やくぶり……」

　──いったい誰の話をしているんだ？

　ジュダは何ともいえない顔になる。褒ほめられていると思うのだが、どうにも自分とは違う誰かの話のように聞こえて、落ち着かなかった。

「ジュダさんは英雄なんです！　それに心動かされない女性がおりましょうか！」

　国王と王子を救った英雄。亜人解放戦線を撃げき退たいした剛力の戦士。

『お前は決して英雄になってはならない』

　かつて、ジュダの養よう父ふにしてこの国の大臣であるペルパジアは言った。

『その力を決して人に見せてはならない。惨みじめな最期を迎えたくなかったら、な』

　スロガーヴだった母を、目の前で処刑されたジュダである。闇やみの魔ま獣じゆうの血を引く我が身を考えれば、目立つのはとんでもないことだ。英雄など冗談ではない。

　ふと、視線を感じた。それとなく、しかし素早く目を走らせれば、校舎の壁かべの向こうから、こちらを見つめている人ひと影かげが見えた。金色の髪、青い瞳ひとみに端たん麗れいな顔立ちの──騎き士し生せい。

　ジュダは小さくため息をついた。

「君の申し出は嬉うれしい。女性に求められて喜ばない男はいないだろう」

「で、では！」

　亜麻色の髪の女子生は顔をほころばせた。しかしジュダは淡々と告げる。

「ただ、真まことに申し訳ないが、お受けできない」

「……何故なぜ、ですか？」

　落胆されたのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。感情を込めず、ジュダは口を開く。

「先約がある。その人の傍そばにいると約束した」

「約束……婚約者が、いるのですか？」

　それには答えなかった。ただじっと、灰色の瞳ひとみで見つめ続ければ、やがて彼女は頷うなずき、その場を後にした。

　──婚約者、そんなものはいない。

　消沈した様子で去っていく女子生を見送る。気の毒ではあるが、英雄視されることを好まない自身の考え方と合わせてみても、付き合えないと思った。

　願わくば、いまの娘で最後であってほしい──創立記念祭以後、複数の女子生から告白を受けていたジュダである。同期生もいれば後こう輩はいもいたが、どの娘も英雄に恋をしていたようだから、丁重にお断りしたのだった。

　ジュダは校舎の壁の向こうから様子を見ていた人物のもとへと歩み寄る。

「覗のぞきとは趣味が悪いですよ、ラウディ」

「モテモテなんだな、君は。女の子にちやほやされるのはどんな気分だ？」

　王子殿下の機き嫌げんはすこぶる悪そうだった。

「どうして、あなたが怒っているんです？」

　ジュダが言えば、美形の王子様は拗すねたような態度をとった。

　綺き麗れいな金髪の持ち主だ。その髪を後ろでリボンで束たばねている王子様は中性的……というにはやや少女じみてはいるが、整った顔立ちで凜りんとした雰囲気を持っている。女子たちが『白馬に乗った王子様』の理想を抱くに充分な魅力を持ち、実際人気者だ。その深海色の瞳も静かな優しさをたたえ、言動もスマートとあれば、女性のほうが放っておかない。

「何ですか？　俺がモテるとあなたが困るんですか？」

　ジュダは淡々と言う。ラウディに対し、遠えん慮りよはしない。

「あなたには関係ない話でしょう。……王子様？」

「王子様言うな」

　ラウディは口を尖とがらせた。上うわ目め遣づかいで見上げてくるそれは、王子というより──

「では、お姫様？」

「だから、お姫様言うな」

　とても機き嫌げんを損そこねるのである。どう見ても、女の子が拗すねているようにしか見えない。実際のところ、この王子様は女、つまり『お姫様』であるのだが。

　ラウディが『女』であることを知ったのは偶然だが、敵だと思っていた王族の、その娘と知り合ったことで、ジュダの復ふく讐しゆうの人生は変わった。

　十年抱えた恨み、それを果たすべくジュダはこの国の王、ヴァーレンラントを暗殺しようとした。それは事実、寸前のところまでいったが、ジュダは復讐を果たせなかった。王の娘、ラウディのせいで。

　ジュダは彼女と親しくなった。ヴァーレンラント王は母の仇かたきなのだが、ラウディにとっては血を分けた肉親。その父親を失った時に彼女がどれほど傷つくのか。それを考えてしまった結果、ジュダはその場では剣をおさめた。……自身が、母を殺されて深く傷ついた経験があるだけに、そんな苦痛を彼女に与えることに躊躇ためらいを覚えたのだ。それだけジュダは、ラウディのことを大切に思うようになっていた。

「……それで、先約って誰なんだ？」

　ラウディの声に、ジュダは我に返った。ご機嫌斜めの王子様、もとい男装のお姫様はそっぽを向く。

「初耳だ。君と約束を交かわしている人がいるなんて。……いったい誰なんだ。その、約束した人って」

　本気で言っているのだろうか。ジュダは半なかば呆あきれる。

「気になるんですか？」

「気にしたら……いけないのか？」

　ラウディは子供のようにジト目を向けてくる。ジュダはわざとらしくため息をついた。

「将来を約束した相手というのはいません。ただ、どこぞの王子殿下の騎き士しになる、という約束なら、しましたけど。先ほど言った先約とは、それのことです」

「それって……私のこと!?」

　男装のお姫様は目を見開いた。ジュダは皮肉げに口元を歪ゆがめる。

「まさかご自分で言ったことを忘れたわけではないですよね？」

　私の騎士になってほしい、そうお願いしてきたラウディの言葉がまざまざと脳裏に浮かぶ。

「い、いや、ちゃんと覚えてるぞ！　そうだ、君は私の騎士だ」

　ラウディは頰ほおを染めながら、胸を張った。そして腰に手を当て見上げてくる。

「だからその、あまり周りの、特に女子からの誘いに乗らないように！」

　そもそも、と、ラウディは語り出した。

「君に告白してきた女子たちの多くは貴族生だ。彼女らの恋愛には、大抵は家族が絡んでいる。将来の英雄……出世や身分につながるような関係を特に好んでいる」

　──ええ、彼女らの発言からそれは感じました。

　ジュダは心の中で呟つぶやく。

「君がそこで誘いに乗れば……わかるよな？　その女性の騎き士しとなってしまうということだ。ジュダ、君は私の騎士になるって約束したのだから、その……約束は守ってほしいな……」

　甘えるような声、仕草でラウディは言うのだった。その深海色の瞳ひとみは揺れ、この乙女おとめな王子を、ジュダは思わず抱きしめたい衝しよう動どうにかられる。

　だが、それはできない。彼女はレギメンス。闇やみの魔ま獣じゆうを払う黄金の力を持った存在。黄金を嫌きらうスロガーヴであるジュダは、彼女に触れられない。言うなれば、天敵にも等しかった。

　一方で、英雄に片足を突っ込んでいる状態は、ジュダの本意とは程遠く、そうなってしまった境遇には自然とため息がこぼれるのだった。










　　　　　第一章　北方からの来訪者




　英雄王、聖王と呼ばれる男がいる。

　ヴァーレンラント王国の国王、ガンダレアス・ラーレイ・ヴァーレンラント。

　幾たびの他国の侵略に対抗し、国を守った英雄王。魔まを払う黄金レギメンスの力を持つ聖王。魔ま獣じゆうスロガーヴの天敵。母の仇かたき。……ジュダにとって敵である男だ。

　王都エイレンの中心にそびえるヴァーレンラント城、その本城にある空中庭園に、ジュダの姿はあった。

　正直に言えば、あまり気分がよくなかった。よりにもよってレギメンスの王が治める王城に呼び出され、しかも緑豊かな庭園のど真ん中とあれば、場違いすぎて居い心地ごこちは最悪だった。

「ここはプライベートな庭だ」

　重々しい声。ヴァーレンラント王は、草花の咲く花か壇だんに屈かがみ、ジュダのほうは見なかった。

「家族を除けば、庭師とペルパジアぐらいだろう。……客ですら、余の菜園には入らせない」

　ペルパジア──ジュダの養よう父ふである。この王に仕つかえる大臣。孤児となったジュダを引き取り育てた人物だ。同時に、この場違いな場所にジュダを呼び出した男の名前でもある。……養父おやじ殿が言わねば、絶対に来なかっただろう、ここに。

「あなたの庭なのですか？」

　ジュダは王から視線をそらし、草木生い茂る周囲を見やる。

「ああ、手塩にかけた」

　そう言うと、ヴァーレンラント王は立ち上がった。こちらに身体からだを向けた彼、しかしその左腕はなかった。隻せき腕わんの王。……二週間前の戦いの中、落とされた腕だ。

「……お加減はいかがですか？」

「不便ではある」

　王はかすかに顔をしかめる。

「だが片腕にも慣れた。貴様に心配されるほど、落ちぶれてはおらん」

　刺とげ々とげしさを隠そうともしなかった。ジュダは淡々と、自身の右腕を指し示した。

「私が聞いたのは、亜人に食いちぎられた左腕ではなく、私が刺した傷のほうです。……痛みましたか？」

「……ああ、しばらく一人で食事もできなかった」

　ヴァーレンラント王は不快げだった。ジュダは唇を笑みの形に歪ゆがめた。

「それは何よりでした」

　母を殺された恨み。ジュダが抱え続けた十年間の想おもい。──その程度で済んで、王は俺に感かん謝しやすべきだ。もっとも真に感謝すべきなのは、ラウディという娘を持ったことだろうが。彼女がいなければ、ジュダは王を殺していただろう。

「上位騎き士し生せいになったそうだな。おめでとうと言っておく」

「ありがとうございます」

　そのやり取りは、ひどく無感動で、投げやりだった。

「王よ、あなたが私を呼んだのは、そんな心にもないことを言うためですか？」

「むろん違う。正直言えば、貴様が余の庭にいることも不愉快であるし、貴様が我が娘と同じ学校にいて、同じ空気を吸っていると思うだけで吐き気がする」

　国王は俺を挑発しているのだろうか──ジュダは腰の剣に伸びかけた手を抑えた。

「そんなに私が気に入らないのなら、排除すればよろしい。いつでも受けて立ちます」

「貴様と戦争をする気はない。……スロガーヴとの戦争など、二度とごめんだ」

　ヴァーレンラント王は硬質な声で返した。スロガーヴを倒せるのは黄金レギメンスの力か、特殊な黄金の刃やいば、あるいはスロガーヴ並みの剛力でその首を刎はねるしかない。

「そうですか。まあ、あなたは片腕を失なくされた。ですがあなたには黄金装備の近衛このえ騎士たちがいる。彼らを束たばにして差し向ければ、あるいは私に勝てるかもしれませんよ？」

「貴様は余を挑発しておるのか？」

　王は立てかけてあった杖つえを取ると歩き出した。

「まあ、貴様の挑発には乗らんよ。……そんなことをすればラウディに嫌きらわれてしまう」

　娘に嫌われるくらいなんだ、とジュダは王の数歩後を歩きながら思った。一国の王なら、国の敵を討つことを優先すべきではないのか。それで娘に嫌われ……、そこでジュダは自分のことを棚に上げていることに気づき、口を閉ざした。

「気に入らぬのなら、余を刺してもいいのだぞ？」

　王がそんなことを言った。ここには警けい備びもいないし、何者かが潜ひそんでいる気配もない。王を殺すのは簡かん単たんである。その気になれば、いつだって母の仇かたきを討てる。

「むしろ、貴様が余を刺してくれないかと考えたりもする」

「……血迷ったのですか？」

「本気だ。そうなればラウディが貴様を許しはしないだろう」

「ええ、そうですね、きっと。あなたの娘は、俺を許さないでしょう」

　だから、俺はお前を殺さない──王もそれを承知しているのだ。

「ラウディは余の宝だ」

　庭の中ほどに木のベンチがあった。王は難なん儀ぎそうに座ると、立ったままのジュダを見据える。

「この国の、やがては余の跡を継つぎ王となる。……それはこの国のためであり、また多くの血を流さないために必要なことなのだ」

「娘を息子と偽いつわらせて、どんな気分ですか？」

　ジュダは体の向きを変え、王から視線をそらした。どこまでも澄すみ渡る青空。その下に広がる王都、人々が生活する場所。吹き込んだ風に、ジュダの前髪が揺れた。

「貴様には関係のない話だ」

　国王はそっけなかった。

「王族の話だ。人の家の話だ。他人がどうこう言う問題でもあるまい」

　それもそうだ。ジュダは思った。初めてラウディから自分の性別が『女』だと告げられた時、ジュダはその理由を聞かなかった。しかし今では、その時のことをわずかながら後悔していたりする。

「……用件をお伺うかがいしましょうか、ヴァーレンラント陛下」

　挑発するでもなく、また挑発に乗らないのであれば、これ以上の言葉の応酬など無意味だろう。ジュダはさっさと王城に呼び出した理由を問うことにした。

「貴様にこのようなことを言うのは実に腹立たしいことではあるが、ラウディが認めている以上、貴様に頼るしかない」

「用件を」

　ジュダは促うながした。物事には限度というものがある。

「……イベリエ魔ま法ほう国こくから姫が訪れる」

　イベリエ──北方の国の名前だ。ジュダは記憶をたどる。寒冷な地であるが、潤じゆん沢たくな魔石資源を有し、魔法技術を発展させている国だ。ヴァーレンラントが戦った北方蛮族との戦争にも、イベリエは同盟国として参戦し、友好関係にある。

「姫君ですか……」

　要領を得ないジュダ。王はベンチに腰掛けたまま、そこから見える王都の景色を眺める。

「ソフィーニアという名前だ。イベリエ女王の末娘。歳としは……今年十六になる。彼女がこの国にやってくるのだ」

　それで？　と、ジュダは視線を王へと向けた。

「かつてラウディと婚約関係にあった姫だ」

「婚約？」

　ジュダは片方の眉まゆを吊つり上げた。ラウディは公式には王子でも中身は女。そしてイベリエの姫とくれば当然『女』だ。女同士で結婚とか……まさかそのお姫様は公式では女だが、本当は男だったりするのか？

　──いや、それはないな。

　すぐにその考えを打ち消した。王は何と言ったか。かつて、と言ったのだ。

「では、いまは？」

「婚約は破棄されている。公式に発表したわけではないが、両国間でそのようになっている。理由は……まあ察しはつくだろう」

　つまり性別か。ジュダはそう理解した。

「それなら何故なぜ、ラウディと婚約させたんです？　破棄するだろうことはわかっていたのに」

「そうせざるをえなかった。初めから破棄するとわかった上で、親同士が決めたのだ。貴様はラウディが女であることを知っているだろうが、公式では『男』だ。余の弟や他の貴族たちにもラウディは『男』でなくてはならない。そして後継となれば、当然ながら世よ継つぎのこともある。他の王家や貴族が介入する前に『婚約』したという事実を作っておく必要があった……」

　そこまで口にした時、王は我に返ったような顔になった。

「……しゃべりすぎたな。そのあたりの事情は知らぬでもよい。貴様にやってもらいたいのは、ラウディの性別を他の誰にも知られないようにすることと、彼女の身の安全だ」

「……質問しても？」

「無論だ」

　王は頷うなずいた。ジュダは淡々とした口調で聞く。

「性別の件ですが、誰かが疑っているのですか？」

「そうではない。先に言ったイベリエの姫のことだ。聞くところによると、婚約破棄のことは知っているが、彼女はいまだにラウディに好意を寄せているらしい。願わくば、再度婚約を望んでいるようだ」

「イベリエの姫は」

　ジュダは躊躇ためらいがちに言った。

「ラウディの性別を知っているのですか？」

「知らないはずだ。イベリエ女王とも、ラウディの性別の件は他言せぬ約束だ。たとえ実の娘が相手でもな。そしてその約束は守られている」

「何故そう言えるのですか？」

「愚ぐ問もんだぞ、スロガーヴ」

　王は睨にらむような視線を向ける。

「ソフィーニア姫が、いまだにラウディとの婚約を望んでいるからだ。女だと知っているなら、そうはなるまい」

　確かに、とジュダは頷いた。……同性に恋する性せい癖へきでももっていれば別だろうが、深く考えるのはやめた。

「ではもうひとつ、ラウディの身の安全というのは？」

「最近、彼女の周りが物ぶつ騒そうだ」

　創立記念祭、亜人たちの襲しゆう撃げきの前、ラウディは同期の騎き士し生せいによって危うく暗殺されそうになった。コントロ・レパーデ。同じクラスの騎士生だが、その場にいたジュダが防いだものの、身内である騎士生に襲おそわれた事実は無視できない。

「報告によれば、暗殺未み遂すい犯はんである騎士生は催眠魔ま法ほうをかけられていたらしい。つまるところ襲撃者を操あやつっていた者の正体は不明ということだ。いつその者がラウディを狙ねらうとも限らない。備そなえは必要だ。彼女はこの国の未来、希望だ」

「……承知しました」

　ジュダはコクリと頷うなずいた。私の騎き士しになってくれ──ラウディにそう頼まれた。だがたとえ頼まれなくても、ジュダは彼女を守ることに何の躊躇ためらいもなかっただろう。それは──

「あなたに頼まれるまでもなく、彼女を危険にさらす者は全力で退けましょう」

「本気でかかるのはいいが、全力はあまり出さないでくれるかスロガーヴ」

　ヴァーレンラント王はそこで初めて小さく笑みを浮かべた。

「貴様がスロガーヴだと周囲に露ろ見けんするような真似まねもするな。そうなったら余は否いや応おうなく貴様を討たねばならなくなる。お前の──」

　そう言いかけ、王は視線を落とした。厳きびしく口元を引き締しめる王に、ジュダは小首を傾かしげる。

「何か？」

「いや、何でもない。……たとえ娘の騎士でもな、討たねばならなくなる。そんなことはしたくない」

　王はベンチから立ち上がる。ジュダと向き合い、そっと右手を差し出しかけ、すぐに引っ込めた。まるで握手をするかのようなそぶりに見えたが……何だか、前にも見た気がする。

「何をしようとしました？」

「いや……スロガーヴと握手など、我ながらどうかと思ってな」

「まったく同感ですね」

　レギメンスと握手するなど。ジュダは小さく首を振った。

「何故なぜ、あなたはスロガーヴである俺を頼ろうとするのですか？　伝説の悪鬼、魔ま獣じゆう……まともな親なら、実の娘をそんな危険な存在のそばに置こうとは思わない」

「私を狂人扱いしていないか？」

「だってあなたは血迷っておられる……」

　ふは、と王は一いつ瞬しゆん笑い声を上げ、しかしすぐに表情を改めた。

「貴様はラウディを裏切らんだろう？　……まあ裏切ったらただでは済まんが」

「……」

　かくて、宿敵であるはずの両者の間で、奇妙な休戦と協力関係が結ばれることとなった。ジュダにしろヴァーレンラント王にしろ、互いを『敵』であるという認識しかないが、そこにラウディという存在が入ることで衝しよう突とつは回かい避ひされるのだ。

　それは非常に危うい関係といえる。ラウディの存在いかんによっては、両者が血で血を洗う戦争となることは想像に難かたくない。王はスロガーヴを見逃さず、またジュダも心の底ではいつ再度復ふく讐しゆうへと踏ふみ出すかわかったものではなかった。王子を演じるラウディが生きていることが、この平へい穏おんを作り出しているともいえた。

　お互い敵としながらも、ラウディの生存を望んでいるのが一致していることもまた、何とも皮肉な話であった。
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　ジュダが王城から戻ってくると、ラウディは憂ゆう鬱うつそうな顔をして待っていた。

「父上と何を話したんだ？」

　開口一番がそれだった。騎き士し学校の校舎へと歩みながら、ジュダは王の個人庭園に招かれたことを告げた。するとラウディはますます顔をしかめた。王の庭に入るなど、よほどのことであるのを彼女は知っているのだ。

「それで、近衛このえにでも誘われたのか？」

　それはありえない──ジュダの正体をスロガーヴと知る王が、王族警けい護ごの近衛になど誘うはずがない。ただ、それをありのまま話すわけにはいかなかった。何故なぜなら、ラウディはジュダがスロガーヴであることを知らないからだ。だから双方が互いをどう思っているかなどをすっ飛ばし、簡かん潔けつにまとめることにした。

「ラウディをよろしく、と言っておられました」

「私のことをよろしく、って……はぁ!?」

　王子殿下は素すっ頓とん狂きような声をお上げになられた。

「そ、それってどういう意味なのかな!?」

「どういう意味って」

　確かにこれでは意味は伝わらないと思った。ただジュダが気になったのは、ラウディのこの妙なリアクションである。……いったい何を考えたらあんな声が出るのか。

「そのままじゃないんですか」

　試しに反応を窺うかがってみれば、ラウディの顔がみるみる朱に染まっていった。

「……そんな。私とジュダとが……父上がそんなふうに考えて……でも私は王子であるわけで」

　案の定、何かを勘かん違ちがいしているとしか思えないような雰囲気である。もじもじするラウディの言葉は小さく、途切れ途切れでよくわからなかった。何となく皮肉の虫がうずいたが、からかうのはやめにした。いまはそれよりも。

「国王陛下よりお伺うかがいしましたが、ラウディ。あなたは昔、婚約していたそうですね？」

「婚約!?」

　ラウディはさらに驚おどろいた顔になった。完全に顔は真っ赤になっている。

「い、いや、ちょっと待て。私と君で婚約とか──」

「は？」

　どうやら、まだ勘違いから抜け出せていないらしい。

「何を言っているんですか。あなたが婚約といえば、イベリエ魔ま法ほう国こくの姫君でしょうが」

「イベリエの姫って……あ、ソフィーニアのことか」

　ラウディは幾分か落ち着きを取り戻すが、それでもその青い瞳ひとみに浮かぶのは怪け訝げんの色。

「どうして君がソフィーニアの話を？」

「あなたのお父上から頼まれたのです。なんでも、その姫君がこの国にやってくるとか」

「ああ、そうだった。ソフィーニアが来るんだった」

　どこか遠くを見る眼めになるラウディ。ジュダは口を開いた。

「そしてお姫様は、あなたとお付き合いしたいと思っているらしいとも聞きました」

「私に好意を抱いている……うん、その話はフィーリナ……妹から聞いてる」

　ラウディには妹がいる。フィーリナという名前のその姫は、王国一の美姫と評判だが、あいにくジュダはまだ面識はなかった。

「陛下から、そのソフィーニア姫にあなたの性別が発覚するような事態は避さけるよう言われています」

「そういうことか」

　ラウディは納得したようだが、しかしわからないと呟つぶやいた。

「イベリエ女王陛下は、私の性別を知っているはずだ。ソフィーニアに話しても問題ない……ような気がしたが、やっぱりなし。いまのは忘れてくれ」

「ラウディ？」

「うん。そういえば私たちの家族でも、フィーリナと父上、母上は私の性別を知っているが、姉二人は知らないし、他の親族も知らない」

　だからソフィーニアが知らなくても不思議はないか、とラウディは一人頷うなずいた。実の姉も知らないのか、とジュダは思った。

「どのような方なのですか？　ソフィーニア姫は」

「私も幼い頃に会ったきりだ」

　そう前置きし、ラウディは言った。

「ソフィーは……彼女の愛称だけど、素直な子という印象。よく私の後をついてきて、お空が明るいとか銀の木が綺き麗れいとかいろいろ私に見せたがっていた。あと、よく抱きつかれたり、おんぶしてあげたりした」

「ずいぶんと微笑ほほえましい話ですね」

　ジュダは、浮かんだそのままをコメントした。それ以外に特に何も感じなかった。

「でも、確かあなたより一つ年下なんですよね？　おんぶしてあげた？」

「あの頃ソフィーニアはホントに小柄だったんだ。……あとついでに甘えん坊」

　くすっ、と金髪王子は笑ったが、すぐに表情を引き締しめた。

「でも婚約が解消されてからは会っていない。私自身、当時は婚約といってもピンとこなかったのだけれど、あまり会わないほうがいいって話になって。それから私はイベリエには行っていないんだ。もう、十年にもなるのか」

「それでは最近の姫君はご存知ないと」

「うん。けれど、いまでも会いに行っている妹の話だと、あまりいい話は聞かない。部屋に閉じこもりがちとか」

「ご病気とか？」

「そうではないらしいけど」

　ラウディは表情を曇くもらせた。

「よくわからない。仲がよい妹ですら教えてもらえないのだそうだ」

「まさか、そのお姫様は男だったとか？」

「いや、それはない」

　ラウディは真顔で首を振った。ジュダとしては冗談のつもりだったのだが。

「彼女は正真正銘、レディーだよ。フィーリナが実際に王族専用の浴場で彼女と一緒に入って見てるから」

「そうですか」

「ただ、そんな閉じこもりがちなソフィーニアが国を出るなんて」

　ラウディは口元を引き締しめる。

「こんなことは初めてだ。だから不安でもある。ヴァーレンラントを訪れる目的も、十中八九、私が目的だと思う。……彼女が私に好意を寄せているという話が本当なら」

「もしかしたら肉体的な接触もありえる、と」

　ジュダは面倒臭げな顔になる。

「ええ、きっとあなたのお父上も同様の危き惧ぐを覚えているんでしょうね。陛下はあなたのこととなると、少々ムキになりすぎる傾向にあるようだ」

「まあ、親ばかではあるかもしれない」

　思うところがあるのかラウディは苦笑した。ジュダは頷うなずいた。

「とりあえず、イベリエの姫君があなたと裸のお付き合いをご所しよ望もうなら、それとなく阻止すればいいわけですね。わかりました」

　やることがわかるというのはいいことだ。物事はシンプルであるべきだと、ジュダは思う。
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　ヴァーレンラント王国の王都エイレンに、イベリエ魔ま法ほう国こく王女ソフィーニアが到着した。

　まず王城を訪れた彼女は、そこで歓かん迎げいを受けた後、旅の疲れを癒いやした。あくる日からの王都施設の観かん覧らんの後、使節団と離はなれ、訪問の目的と思われるラウディの在ざい籍せきするエイレン騎き士し学校にやってきた。聞いた話だと、滞在期間は一週間。

「……それで、この有あり様さまか」

　儀ぎ礼れい用の青と白の制服、その襟えり元もとを億おつ劫くうそうに緩ゆるめるリーレが口を尖とがらせた。赤毛をショートカットにした、ボーイッシュな雰囲気の少女である。貴族もいれば平民もいる騎き士し生せいは、個個の制服はアレンジが許されているが、普段の彼女は上は赤色のアレンジ制服、下は思い切ってのミニスカート。だが今はおそろいの儀礼式典用制服──下は当然ながらズボンだった。

「これ着たの、いつ以来だっけ？」

「着た覚えはあるが、いつかまでは覚えてないな」

　ジュダも普段の黒と白のアレンジ制服ではなく、儀礼用制服姿だ。

　他国の王族をお迎えするとあっては、びしりと統一された格好のほうが見み栄ばえがよい。要するに、エイレン騎士学校の騎士生は規律正しく精強であるさまを、ご披ひ露ろうしなくてはならないということだ。……もっとも、格好で戦争するわけではないとジュダは思っているが。

　騎士学校の正面門を望む、校舎前入り口に、ジュダはいた。これからやってくるイベリエの姫君を出迎えるため他の騎士生らと離はなれ、よりにもよって目立つ場所にいるのである。それもこれも、ラウディの付き添いに選ばれたからだが。同様に、王子殿下のクラスメイトということでジュダを含め三名、成績優秀者順で、リーレと貴族生のサファリナ・ルーベルケレスが代表としてこの場にいる。

「ジュダ」

　同じく儀礼制服姿のラウディが、緊きん張ちよう感かんを多分ににじませた顔で、軽く睨にらんできた。

「騎士生章、曲がってるぞ」

「え……ああ」

　ジュダは胸にある騎士生章を見つめ、顔をしかめた。黄金製の上位騎士生章。

　二週間前、亜人解放戦線による王都襲しゆう撃げきと、エイレン騎士学校の創立記念祭に起きたラウディ王子誘拐事件。そこでの活かつ躍やくにより、騎士学校はジュダに『上位騎士生』の称号を与えた。

　騎士生の中でも、優秀な成績を修めている者、あるいは学校在学中に武功を立てた者に与えられる称号である。それは本来なら大変名誉なことだ。だがジュダの本音を言えば、ありがたみの欠片かけらもない肩書だった。

　伝説の魔ま獣じゆうスロガーヴの血を引き、人間ですらない。騎士の階級も、人間の社会での出世にも興味はないのだ。

　しかも押し付けられた上位騎士生章は金でできている。黄金が苦手なジュダは、素手でそれに触れないので手袋などで手を保ほ護ごしてつけるしかない。

「言うほど、曲がってないと思いますが」

「いいや、曲がっているぞ」

　ラウディがこちらに向く。緊張しているせいか彼女のレギメンスオーラがピリピリとジュダにも伝わる。一歩進んだところで、そばから、わざとらしい咳せき払ばらいがした。

「殿下、もう間もなく、イベリエ姫殿下がやってこられます」

　上級学年主任のアシャット教官が、その神経質な顔立ちを歪ゆがめて言った。

「場所を動かないよう願います。……ジュダ・シェード。この大事な場面で貴様という奴やつは！」

　もとよりジュダと相性の悪いアシャット教官である。ここぞとばかりに雑言が出かかるが。

「ほら、ジュダ君」

　儀ぎ礼れい制服姿のサファリナがジュダの前に立つと、さっさと騎き士し生せい章しようのズレを直しはじめた。

　緑色の豪ごう奢しやな髪の女子騎士生だ。青い瞳ひとみに、高慢さがにじみ出たような強気な表情。クラス一の巨乳の持ち主である。そのたっぷりある胸を包んだ制服はどこか窮きゆう屈くつそうに見えた。

「どこを見てますの？」

「別に」と、ジュダは顔を上げた。

「ありがとう」

　いいえ、と、すました顔で応こたえたサファリナはその場を離はなれ、リーレの隣となりに立った。……かつては顔を合わせれば悪態と容赦のなかったサファリナだが、ここ最近はずいぶんと態度が軟化している。先日の創立記念祭で亜人に襲おそわれた時、ジュダに助けられたのが転機になった。以来彼女は、時々辛らつではあるものの、ジュダらと行動を共にすることが多くなった。

　ふと、肌にピリピリした感覚が強くなり、ジュダはラウディを見やる。王子殿下は不満げな顔だった。……まるで、私がやったのに、と言わんばかりだった。主任教官が止めなければおそらくそうしただろう。あの教官殿は、王子殿下ラウデイがジュダに絡むのを快く思っていないのだ。

　校庭に集まっている騎士生たちは談笑していたが、それぞれのクラスの騎士教官がやってくると自然と列を作りはじめた。

「気をーつけっ！」

　騎士学校正面の門にいた警けい備び隊たい長ちようの声が校庭によく響ひびいた。

「イベリエ魔ま法ほう国こく、ソフィーニア・イベリエ殿下、ご到着ーっ！」

「騎士生、敬礼ッ！」

　教官たちが声を張り上げ、儀礼用の細剣を抜いた。騎士生たちも一いつ斉せいに細剣を抜き、敬礼の姿勢をとった。やがて、門をくぐり、一台の馬車が校庭へと進入した。四頭の馬の引く大型の馬車は王族専用らしく金の縁ふち取どりの豪華なものだった。その馬車の周囲には重じゆう甲かつ冑ちゆうで身を固めた白銀の騎士のようなものと、軽けい鎧よろいと槍やりを装備した女性騎士たちが列を作り警けい護ごしていた。

　その中でも、目を引いたのは白銀の騎士。身長は二メータを超える。上半身がかなりたくましいが、下半身が逆に小さく見えてアンバランスな印象を与える。全身重甲冑に覆おおわれていて、ズシンズシンと歩行する様を見やり、ラウディが呟つぶやいた。

「まるで南方大陸にいるという巨人族みたいだ」

　どうにも普通の人間には見えなかった。王子の呟つぶやきを耳にしたサファリナが口を開いた。

「あれはイードラト……魔法人形の類たぐいですわね」

「魔ま法ほう人形？」

　リーレが鼻で笑った。

　魔石を動力にして動く、『機械』と呼ばれる人形である。魔石と呼ばれる魔力を含んだ石などを触媒に魔法を使うこの大陸の人間は、それら魔法を技術へと発展させている。光源としての魔石灯などはそれらの最も簡かん易いな技術だが、魔石資源が豊かでその技術を持つイベリエ魔法国は、こうした自動人形を開発、保有しているのだ。

「前に魔法の授業でイベリエ製の魔法人形見たけど、あれとはずいぶん違うわね」

「あの案山子かかしもどきな」

　ジュダは小声で返した。魔石を使った魔法の授業で、細い手足をもつ魔法人形を使ったことがあった。その姿は案山子に手足がついているようにしか見えず、貧相なものだったが。

　サファリナは言った。

「中古品とは格が違いますわ。王族警けい護ごに使われるものですから、パワーも段違いのはず」

「あれだけのフルプレートメイルで固めて、平然と歩いているんだからな」

　魔法人形イードラトの隊列の次は、イベリエの女性騎き士したち。魔法人形の頭部は、バケツをひっくり返したような四角い兜かぶとに覆おおわれているのだが、女性騎士たちは兜ではなく帽子のためにその顔立ちも露あらわだ。……美女ぞろいである。青髪の凜り々りしい顔立ちの隊長を先頭に七名、馬車に二名。隊長含め十人の護ご衛えい騎士の姿があった。

「イベリエ女性は美人が多いってのは本当らしいな」

　思わず呟つぶやけば、サファリナは笑ったようだった。

「歳としを重ねるほど美人になる──イベリエ美人という言葉があるのも頷うなずけるところですわね」

「そういえば君はイベリエ系の名前だけど、そっちの生まれか？」

　ジュダが小声で聞けば、サファリナは口元に微笑を浮かべる。

「あら、ご存知でしたの？　我がルーベルケレス侯こう爵しやく家けは、元々イベリエの大魔法使いの名を継つぐ家系。……とはいってもそれは家系の話。わたくし自身はこの国生まれですけれど」

　ごほん、とまたもアシャット教官が咳せき払ばらいした。私語を慎つつしめ、ということだろう。ジュダたちは口を閉じた。

　全騎士生が整列する中、その前を通過するイベリエの馬車と騎士団。やがて校舎前入り口へ到着する。そこから校舎へ入るには石の階段を上るわけだが、そこには学校の上位教官陣と、ラウディ、そして騎士生代表であるジュダたちが待っていた。……緊きん張ちようしてきた。

　王族専用馬車が止まり、従者が扉を開けると、いよいよイベリエの姫君がその姿を現した。

　ピンクがかった金髪ストロベリーブロンドは、ゆったりとウエーブしていて豪ごう奢しや。エメラルドグリーンの瞳ひとみは精気に満ちていて、端たん麗れいな顔立ちの持ち主だった。体つきは小柄でほっそりしているが、一方で胸元は豊かであり、サファリナと比べてもいい勝負ができる──つまり巨乳であった。肩口の露ろ出しゆつした真っ白なドレスは、たっぷりある胸とその谷間を強調している。

「ソフィーニア」

　皆より先頭に位置していたラウディがその名を呼んだ。呼びかけられた姫君──ソフィーニア・イベリエは顔を上げ、ぱっと花開くように笑みを浮かべた。

「ラウディ様っ！」

　王子とその付き添いが石の階段を下りるより早く、馬車から降りたイベリエの姫が石段を駆かけ上がってくる。あまりに急な出来事に、ラウディは面食らって立ち止まり、ジュダも目を見開いた。次の瞬しゆん間かん、白いドレスをまとったお姫様は、勢いのままラウディに抱きついた。

　上位教官らも、リーレやサファリナも、他の多くの騎き士し生せいたちも開いた口がふさがらなかった。王族同士の挨あい拶さつを通り越してのいきなりの抱ほう擁よう……。

「あの、ソフィーニア？」

「ラウディ様！　ラウディ様！　ラウディ様！」

　王子の胸に顔をうずめての熱い抱擁。何とも言えない雰囲気に、ジュダは視線をそらした。

「なるほどね……これは用心が必要かな」

　ラウディに好意を抱いている、それはいまの行為で一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。それもかなり熱烈な、積極的な好意だ。あの国王が不安を抱くのも頷うなずける。ここ十年近くラウディは会っていないという話だが、それまでは相当べったりな接触があったのではないかと窺うかがわせた。

「……これが後、一週間続くのか」

　ジュダは静かにため息をついた。
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　ソフィーニア・イベリエは、イベリエ女性の例に漏もれず美少女だった。

　騎き士し学校の食堂。昼時とあって騎士生たちの姿も多いが、その一角に、ジュダはいた。隣となりの席にはラウディがいて、向かい合う席には来らい賓ひんであるソフィーニア姫殿下がいる。

　何とも居い心地ごこちが悪かった。王子とお姫様の会食の場に参加させられている状況。身分違い云うん云ぬん以前に、場違い感がひどく、ジュダは自然と表情が硬くなるのだった。

　ラウディは口を開いた。

「こちらは、ジュダ・シェード君。クラスメイトで私の友人だ」

　紹介されて、ジュダは会え釈しやくだけした。ソフィーニア姫は顔を紅こう潮ちようさせて、頷うなずき返した。

「はじめまして、ソフィーニアです。以後、お見知りおきください」

　熱でもあるのではないかと窺うかがわせるほど、その顔は朱に染まっている。口調も硬ければ、ジュダを見るも目線は合わさない。視線が下がっているのだ。

「私は騎士学校に在学して日が浅くて」

　ラウディは隣に座るジュダを見やった。

「学校行事にもまだまだ疎うとい。もし学校のことで何かあれば、このジュダが答えてくれる。疑問があれば遠えん慮りよなく言ってくれていい」

「ご配はい慮りよ痛み入ります、ラ、ラウディ様」

　にこりとソフィーニア姫は微笑ほほえんだが、作り笑いのように硬かった。相当、姫殿下は緊きん張ちようしているようだ。

　ラウディも、そんな姫殿下の態度に気づいている。

「ソフィーニア、メイアは覚えているか？　私の侍女の」

　ラウディが席の背後に控えている王子付き侍女であるメイアを紹介すれば、ソフィーニアはそちらに視線をやり、ビクリとした。

「ええ。メイア、覚えていますとも。十年ぶり、でしょうか」

　メイアはいつもの無表情な顔で静かに一礼した。……姫殿下は、メイアに一いつ瞬しゆん怯おびえたように見えた。この侍女は人形めいた無表情さで、どこか無言のプレッシャーを与える。営業用でもいいから笑みでも浮かべられれば、もっと親しみやすいと思うが……まあ余計なお世話だろう。

「そういえば紹介がまだでしたね。私の侍女、フレーリャ……」

　ソフィーニアが背後に控える自分の侍女を紹介する。

　歳としは二十代といったところか。ふんわりボリュームのある茶色髪。目じりの下がった柔和な顔立ちは笑みを浮かべているように見え、とても優しげな空気をまとっていた。深い青色のメイド服をまとい、右腕に魔ま石せき付きの腕輪。首にはやはり魔石付きのリング型のチョーカーを付けている。

　──魔法使いか。

　ジュダは察しをつける。加工魔石を身に付けている者というのは、大抵、魔法を扱うことを生業なりわいとしているものだ。

「そして警けい備び隊たい長ちようのファル・トーレ」

　青髪をショートカットにしたイベリエ女性騎き士しが一礼した。こちらも二十代だろう。凜り々りしい顔立ちの美女で、メイアに負けず劣らず表情が鋭するどく、威圧感があった。銀の胸甲、膝ひざ丈たけのスカート状のドレスはイベリエ魔法戦士の正装。腰に下げているのは二十センチフス程度の筒状の物体──魔法槍やりといわれるクルセットだと見当をつける。

「あの……ラウディ様」

　ソフィーニア姫は席についたまま自身の膝に手をつく。その豊かな胸を両腕で挟む格好だが、誘惑している、というより無意識にそうなっている感じだった。それというのも姫殿下は顔を赤らめたまま、ラウディを見つめることすらできないように俯うつむいているからだ。

「先ほどは、皆の前ではしたない真似まねを……申し訳ありませんでした」

「あ、うん。それはもういいよ。さっき、謝あやまってくれたし」

　ラウディは苦笑する。しかしソフィーニア姫は首をぶんぶんと横に振った。

「その、ラウディ様のお姿を見た時に、どうにも我慢できなくなって……」

「そういえば、昔も、よく抱きついてきたよね」

　金髪碧へき眼がんの王子様はどこか困ったように、自分の頰ほおをかいた。

「は、はい！　ラウディ様によく抱きしめてもらいました！」

　真っ赤に染まった顔で、声高にソフィーニア姫は言った。

　──恋する乙女おとめだな……。

　そばでそれを目まの当あたりにするジュダは落ち着かなかった。同席しているのが、何かの罰のように感じられる。身体からだがむず痒がゆくなるような光景だ。ジュダの本音を言えば、こういったのは傍ぼう観かん者しやであることが望ましい。できれば、もう数メータ離れた場所で、心の中で意地悪くニヤニヤしているのが好みである。……こうも間近だと、こっちが落ち着かない。

「そ、それじゃ、お昼を食べようか。騎士学校の食事だから、口に合うといいけど」

　ラウディが言えば、ソフィーニア姫も「はい」と素直に頷うなずいた。

　テーブルには、焼き上げられた鶏とりの肉が一羽、丸々載のっている。さらにフルーツで味付けしたパンや、透き通ったスープなど、他の騎士生らの昼食に比べて明らかにグレードが異なっていた。他国の王族をゲストに迎えているのだから、当然かもしれない。

「ラウディ様と同じものなら、何でもいただきます！」

　ソフィーニア姫は自身の胸の前で両手を合わせた。

「いつもこのようなお食事をされているんですか、ラウディ様？」

「ああ、えっと……うん」

　本当は、もう少し質素なんだけど、とラウディの心の声が聞こえた気がした。目を輝かせながら期待するような視線を向けられ、彼女が落胆するかもしれないことを言えなかったようだ。

　ジュダはスプーンでコンソメスープをすくう。好意を抱いている当人を前に動揺している様は素直に可か愛わいらしいと感じた。恋愛を意識する生き娘むすめのような態度に、王族や貴族に抱く偏見的な感情が、この姫殿下に対しては浮かばなかった。

「ラウディ様……っ！」

　唐突に、ソフィーニアが呼びかけた。ラウディはフォークで刺した肉を口に運ぶのをやめて、目の前の王女を見やる。

「あの……」

　小さくもじもじとしているソフィーニア。思わず俯うつむいてしまった彼女は、何か言おうとしているようだが、それが上手うまく言葉にならないようだった。ラウディが気を遣つかうように言った。

「何かな？」

「ラウディ様は、私のことどうお考えなのでしょうか？」

「あ……う、うん」

　何と答えたらいいんだろう、と言いたげな反応だが、ラウディは頷うなずいた。

「──私は、い、いまでも、ラウディ様のことを、お慕したいしています……！」

　ソフィーニア姫は震えていた。それでも懸けん命めいに言葉にしているようで。

「婚約のこと、考え直して、いただけないでしょうか？」

　これは告白か──ジュダはぼんやりと思った。ずいぶんとことを急ぐお姫様のようだ。

「ソフィーニア……」

　ラウディが空気を求めてあえぐように口を動かしている。しかし言葉は出ない。何と答えればいいのか、浮かんでこないのだろう。そんな彼女の青い目がジュダのほうを向いた。まるで救いを求めるように。……ふむ。

「ラウディ殿下は、婚約されていたんですか？」

　何とも感情のこもらない声だった。ジュダのその言葉によって、気まずげな沈ちん黙もくがテーブルを支配した。──空気の読めない馬ば鹿かを演じるのも、面倒だ。

　だが、それによって、ラウディはソフィーニアの言葉に対する答えをうやむやにすることができた。ジュダのそれは、誰にともなく呟つぶやいた感じにとれ、誰に答えを強要するものでもない。また仮に返事しようとしても、ラウディとソフィーニアの婚約が破棄されたという事実を知っている者なら、やはり問いに答えることを躊躇ためらうことになる。

　結局、昼食は重苦しい沈ちん黙もくに包まれて、それ以上の会話はなかった。

　初めから結ばれないとわかっているものほど虚むなしいものはないな──ジュダはミリミ茶入りのカップを口に運ぶ。……こうして他人ひと事ごとで済ませていられる間は、楽なのだが。




　　　　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　ラウディ・ヴァーレンラントは鬱うつ屈くつとした気分だった。

　予想どおりとはいえ、ソフィーニアに婚約の話を持ち出された。覚悟はしていたが、それで有効な解決策を見み出いだせなければ意味はない。

　ソフィーニアは恋愛感情を抱いている。好きだと言われるのは嬉うれしいけれど、自分が『女』であることを考えれば、素直に受け取ることができない。それを秘密にしなければならない身であればなおのことだ。

　ソフィーニアから解放された後、ラウディはジュダに相談した。だがいくら考えようと、結局はラウディの性別に突き当たり、手詰まりとなった。……いったいどうしろと言うのか。

　寮りようへと戻る。同じ光鳥寮であるジュダと、その義妹トニと途中まで一緒だったが、部屋に着いたところで別れた。

「それではラウディ。お休みなさい」

「うん。お休みジュダ。トニもお休み……絶対ジュダのベッドで寝るなよ？」

「お休みなさいです、王子オージさま！」

　ぶんぶん、と手を振る褐色肌の少女、トニ。ジュダの義妹、ということになっているが、その正体は馬系亜人エクートの少女である。

　亜人とは動物的特徴をもった人型種族を指す。種族、形態はさまざまであるが友好的な者もいれば、敵対的な者もいる。

　トニやその種族であるエクートは圧倒的に前者だ。馬と人の姿を使い分けるこの種族は、古くより人間に友好的だ。ただし、裸族である。人間と交流する時は自重してくれるのだが、それがないと全裸であることがほとんどだ。……トニも例外ではなく、幼い見た目に反して、見事に発達したプロポーションを惜しげもなくさらす。

　始末が悪いのは、あの褐色肌の少女は全裸で、ジュダのベッドに入り込む癖くせがある。最近はマシになってきたものの、彼女の夜の行動はひそかにラウディには悩みの種でもあった。……あの能天気な笑顔を見ると、こちらの注意も聞いているのか怪しい。

　まあ、ジュダは彼女には手を出さない──ラウディは深く吐と息いきを漏もらした。いまはそれよりも重要なことがある。

　部屋に戻り、ラウディは扉を開けた。いつもは専属侍女のメイアが控えており、室内には明かりがついているはずだが、真っ暗だった。……メイアは外出しているのだろうか？

　扉のすぐ先には仕切りがある。廊下の明かりでそれが見え、ラウディは扉わきにある魔ま石せき灯とうを探さぐる。室内を照らそうとして、ふっと何か花のような匂においを嗅かいだ。

　──何の匂においだろう？

　メイアが新しい花でも活いけたのだろうか。そう思っていたら、頭が重くなってきた。疲れているのか、瞼まぶたが重くなってきて──

　力が抜けた。ラウディは意識を失い、その場に倒れた。
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　部屋の扉を開け、ジュダは魔ま石せき灯とうの明かりをつける。

　上位騎き士し生せいになり、新しく与えられた部屋。貴族生用に作られた室内は、以前使っていた部屋より一回り大きく、ベッドや家具が並んでいても余裕を感じられる。何より違うのは、個室の隣となりに従者用の部屋がセットになっていることだ。そちらは今、義妹であるトニの部屋ということになっている。

「王子オージさま、何だかおつかれさまって感じだったね」

　トニが頭の後ろに手を回しながら、そんなことを言った。ジュダは小さく笑う。

「そう見えたか、トニにも？」

　うん、と頷うなずく褐色肌の少女。

「イベリエのお姫様は、トニにはどのように見えた？」

「きれーな人だと思う」

　トニは近くの椅い子すに座った。

「でも、匂いが強かった。香水こーすいの匂い」

「ああ、そうだな」

　ジュダは同意した。人間に比べて嗅きゆう覚かくが優すぐれている馬系亜人エクートには、お姫様の香水は刺し激げきが強すぎるのかもしれない。

「ふぁ～ぁ……むにゃむにゃ……」

　トニが大あくびをした。ジュダの笑みは苦笑へと変わる。

「珍しいな。もう眠いのか？」

　いつもは寮りようの消灯時間はまだまだ元気なトニである。馬系亜人は起きている時間が長く、人間より睡眠時間は短くても平気だ。そんなトニが、うつらうつらとしはじめ。

「ねえ、ジュダ兄にい……何か匂うね？」

「臭う？」

　試しに、すっと嗅かいでみるものの、特に何も感じなくて。

「花……みたい、な……」

　ぐらっ、と褐色肌の少女は倒れ、椅子から落ちた。ジュダは驚おどろき、そばに駆かけ寄る。

「おい、トニ!?　どうした、大丈夫か!?」

　ぐー、とエクートの少女は寝息をたててお休みだった。あれだけ豪快に倒れて寝ているとかちょっと不自然だ。呆あきれるより先に妙な胸むな騒さわぎを感じた。何かがおかしい。

　ジュダは部屋の中を見渡す。特に何もない。とても静かだった。あまりに静かすぎて不気味にさえ感じられた。唐突に、何か重いものが倒れるような音が廊下のほうで聞こえた。

　トニをベッドに横たえた後、ジュダは部屋の扉を開け、外を確認──すると、ふわりとどこかで嗅いだことのある花の香りが鼻び腔こうをくすぐった。

　──さっきトニが言っていたやつか……!?

　ジュダはとっさに鼻と口を押さえた。これは……眠り花で知られるウェブミルの香りだ。

　王への復ふく讐しゆうをもくろみ、鍛たん錬れんと実戦をかねた悪党狩りをしていた頃、『仮面の戦士』として暗あん躍やくしていたジュダは、一時ウェブミルを扱ったことがある。白い花を咲かせるウェブミルは、花びらに睡眠効果のある成分が含まれている。これを加工した睡眠薬などがその筋では有名だが……その花の香りが、どうして騎き士し生せい寮りように漂ただよっているのか？

　トニが眠ったのもそれだ。静まり返った寮内の様子からして、おそらく騎士生たちも近場から眠り、あるいは倒れはじめているのではないか。

　幸い、ジュダ自身は危険と認識する臭においに耐性があるので眠くはならなかった。伊達だてに闇やみの魔ま獣じゆうの血を受け継ついではいない。

　ジュダは音を立てないように部屋に取って返すと、剣を腰に下げ、手袋と小手だけを腕に装着しながら廊下へと出た。その足で向かうのは、ただ一箇所──ラウディの部屋だ。

　嫌いやな予感がする。その灰色の瞳ひとみは、すでに獲え物ものを求める獣けもののごとく、獰どう猛もうさを増していた。
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　声がする。優しい声。その声が呼んでいる。

　誰？　ぼんやりとした意識。なにかふわふわした世界にいる。雲の上だろうか、と、はっきりしない頭で考える。やがて、頰ほおに温かな何かが触れる。何だろう……。母の手だろうか。

　……ラウディ様。

　声──閉じていた目を開く。誰かがいる。緩ゆるやかなウエーブのかかったストロベリーピンクの長い髪。エメラルドグリーンの綺き麗れいな瞳をもった美少女──

「ソフィー……ニア？」

「お目覚めになられましたか？　ラウディ様」

　──ええ、と……？

　ラウディは目を瞬しばたたかせる。どうなっているんだ？　何故なぜ、目の前にソフィーニアがいるのか。確か自分の部屋に戻ってきて、明かりをつけようとしたけれど……思い出せない。

　どうして自分はベッドの上にいるんだろう、とラウディは思った。両手の感触は、ラウディが使っているベッドのシーツの感触。そして目の前にいるソフィーニアはラウディの身体からだに馬乗りになっている。

　──馬乗り？

　ラウディは眉まゆをひそめた。顔をかすかに持ち上げると、その視線はソフィーニアの顔から、その豊かに盛り上がる双房に移る。彼女は寝ね間ま着き姿だった。薄うすい素材のネグリジェ。

　──えっ!?

　ラウディは吃驚びつくりしてしまった。ソフィーニアのネグリジェはとても薄くて、その下の彼女の素肌がうっすらと透けて見えた。ボリュームある胸に、ほどよくくびれている腰元。黒い下着のおかげで大事な部分は守られているのだが、それすらも扇情的で、エロティックだ。

「ど、どうしたんだソフィーニア!?　そんな格好で──」

　目を瞬しばたたかせ、ラウディは言った。

「恥ずかしくないのか!?」

「は、恥ずかしいですっ！」

　頰ほおを朱に染めて、ソフィーニアが反射的に答えた。だがすぐにハッとしたように口元に手を当てた。

「あ、いや、その恥ずかしいですけど、いえ、そうじゃなくて！」

　ぶんぶんと首を振った後、ソフィーニアはのしかかるように迫った。大きな胸の先がラウディの上半身に触れる。

「あ、当たってる……！」

「当てて、いるんです」

「ハレンチだッ！」

「ええっ!?」

　瞳ひとみを潤うるませるソフィーニア。真っ赤になった顔を押さえ、しかし何事かぶつぶつと呟つぶやく姫君。

「殿方は、こういうのが好きだってフレーリャも言ってたのに……あと、えっと、次はどうすれば……」

　なにやら頭の中で手順を確認した後、思い出したようにラウディを見下ろしたソフィーニアは、親愛なる王子の頰を手で撫なでながら首筋、そして胸元へと指を這はわせはじめた。

「ソフィーニア、そういうのは──」

　困る。何故なぜならラウディは女だから。ソフィーニアと性的な行為をするわけには……！

　阻止しなければ。自由にならない体に何とか力を入れて手を振り払う。と、ソフィーニアが上体のバランスを崩くずした。倒れかかる彼女に思わず手が出てしまい……ラウディは、イベリエ姫の豊満な胸を鷲わし摑づかみにしていた。

「ラ、ラウディ様……っ!?」

　泣きそうな顔のソフィーニア。ラウディは自身が、つい女性の胸を触ってしまったことに気づき、顔面が蒼そう白はくになった。ふにふに、と柔らかだが弾力が指先に伝わり──

「ふ、ふぁああああ！」

　変な声が出てしまった。自分は王子、つまり男が、女性の胸に思いっきりタッチしてしまうというのは、ハレンチ以外の何物でもない。
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「ラウディ様、その……」

「いや、ごめん!?　これは事故──」

　上ずる声。しかしソフィーニアは、真っ赤になりながらも、うっとりとした目を向ける。

「ラウディ様が触りたいなら……触ってもいいです」

「ごめん！　ホントにごめんなさい！」

「何故なぜ謝あやまられるのですか？　……私は……その、ぜんぜん、構いませんのに」

　ソフィーニアの声が小さくなるが、すぐに思い直したように、ラウディのさまよっている手を摑つかむ。

「わ、私の初めて、ラウディ様にあげます……！」

「！」

　初めて、というのは大切な人のために守らなければならない純じゆん潔けつのこと。瞬しゆん時じに理解したラウディは、しかし顔を横に振った。

「だ、だめだ、ソフィーニア……！　こういうことは、順序というものがあって」

　何が順序だ──ラウディは自分でも何を言っているのかわからなかった。動揺している。焦あせりが強くなり、考えがまとまらない。ソフィーニアはラウディの制服に手をかける。ボタンをはずしはじめて、しかし手が震えているのか、なかなか上手うまくはずせなくて。

「ソフィーニア、やめるんだ……！　こんなこと、しちゃいけない！」

　ラウディは抵抗するが、ソフィーニアは顔をこわばらせた。

「大人しく、して、ください！」

　ぴりっと、全身が痺しびれた。身体からだに力が入らなくなる。ラウディは息を吞のんだ。

「もしかして、いま、魔ま法ほう……」

「ごめんなさい、ラウディ様。……大丈夫です、すべて私に任まかせて、ください」

　ソフィーニアの熱い吐と息いきが降りかかる。ラウディの声が届いていない。熱に浮かされ、我を見失っているようだ。ソフィーニアは、両手でラウディの制服のボタンをはずしにかかる。このままでは服を脱がされ──バレてしまう。隠してきた性別が。ラウディが女であることが！

「……ダ、ダメだったら！　メイア！」

　思わず、警けい護ごも兼ねる専属メイドを呼ぶも返事はなかった。

　──ジュダ……！

　ラウディはぎゅっと目を閉じた。ここにはいない黒髪の騎き士し生せいの姿が瞼まぶたの裏をちらつく。だが彼はこの部屋で起きている事態は知らない。もう、ダメ、だ……。

「きゃっ!?」

　ソフィーニアの悲ひ鳴めいのような声が聞こえた。何が起きたかわからず目を開くと、魔石灯の明かりが消え、部屋は真っ暗だった。

　どうして消えた、という思いは一いつ瞬しゆんだった。逃げるなら、今しかない。ラウディの思考はそう答えを出した。──動け、この身体！

　おそらく魔法で硬直した身体。だがまったく動かないわけではない。ただ全身が重い。何とか力を入れて、馬乗りになっていたソフィーニアを倒し──またも彼女の悲鳴が聞こえたがここはベッドの上、倒れても怪け我がはしないだろう──ラウディは、ベッドから転がるように出た。

　真っ暗だが、ここはラウディの部屋だ。ということはこのまままっすぐだと仕切りにぶつかるから、右に少しズレて──

　その直後、ラウディの身体は何かにぶつかった。壁かべ、ではない。それよりは柔らかい。誰かにぶつかった。メイアか？

　だが次の瞬間、ラウディは口をふさがれ、身体を一回転させられると、後ろから抱きしめられるような格好になって、そのまま力任せに引きずられた。

　──え、えっ!?　え!?

　何が何だかわからないうちに、まるで誘拐されるような格好になっていることに気づく。混乱するまま、部屋の外に出た時、聞き慣れた声が耳朶じだを打った。

「お静かに」

　ラウディをさらうように部屋から連れ出したのは黒髪の騎き士し生せい──ラウディが、自分の将来の騎士と望むジュダだった。
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　ラウディを連れ、ジュダは部屋に戻った。扉を閉め、鍵かぎをかける。

　そこでようやく一息をついた。眠り花の香りに駆かけつけたのは正解だったが、相手はイベリエの姫君だったとは。しかもラウディが性的に襲おそわれているとか。……頭が痛くなってきた。

「あ、あのジュダ……？」

　ラウディが声をかけてきた。ジュダは腕にはめていた小手と手袋をはずしながら振り返る。この手袋をつけてなかったらラウディを連れ出せなかった……。レギメンスの黄金体質に触れられないスロガーヴである。

「その、ありがとう。……助かった」

「ご無事でなによりです」

　ラウディの性別がバレないようにするのも役目のうちだから、とジュダは思ったが口には出さなかった。

「まさかイベリエの姫君があそこまで直接的な行動に出てくるとは。……積極的でしたね」

「うん……」

　神妙な顔で俯うつむくラウディ。机のそばの来客用の椅い子すに腰掛ける。ジュダはコップを用意し、机の上のお茶入りのポットを取る。中のミリミ茶をコップに注そそぐと彼女の前にそれを置いた。

「どうぞ。冷めてますけど。気分が落ち着きますよ」

「ありがとう」

　お礼を口にしたラウディは、ミリミ茶で唇を湿らせた。性別発覚の一歩手前まで行ったことがショックだったようで沈んだ表情だ。気持ちの整理がついていないのかもしれない。ジュダは椅子に座ると、ラウディの様子をじっと観察する。

「……よく、わからないうちにベッドの上にいた」

　ぽつり、とラウディは漏もらした。

「何が何だかわからない。気づいたら、彼女は私の部屋にいた。されるがままだった……力も入らない。考えもまとまらなかった。そういえば、メイアも助けてくれなかった」

「メイアさんはきっとお休み中ですよ」

　ジュダはベッド脇わきで寝ているトニを指差した。

「先ほどまで、寮りよう内ないに睡眠作用のある花の香り……おそらく魔ま法ほうで拡散させたのでしょう。それが漂ただよっていたんです。吸い込んだ者は、ああして眠っている。メイアさんが止めなかったのも、おそらく眠らされていたからだと思いますよ」

「君は平気なのか？」

　ラウディが目を丸くすれば、ジュダは平然と答えた。

「そういう体質なんです。睡眠とか、その手の魔ま法ほうもかかり難にくい」

　スロガーヴだから、とはさすがに言えない。が、ある程度、ごまかしがきく回答だと思う。

「先ほどまで、とは？」

「いま、あなたがこうして起きているからです。……まだ睡眠効果のあるものが寮りよう内ないに残っていたら、きっとあなたは再び眠ってしまってます」

「そういうことか」

　ラウディは自分の身体からだを抱きしめるように身体の震えを抑えた。

「大丈夫ですか？」

「……ジュダ、その睡眠の魔法は、やっぱりソフィーニアが？」

「でしょうね」

　ラウディの部屋で待ち伏せしていた状況や、睡眠系魔法が充満している寮内で起きていたことを含めても、そう考えるのが妥当だ。命を狙ねらう刺し客かくではなかったのが唯一の幸いである。

「あなたとの行為に邪魔が入らないよう、魔法をばら撒まいて寮の人間を眠らせた、と考えるのが自然でしょう。少々大げさですが」

「君がいなければ……私は今頃──」

　その先は言わずともわかった。ラウディの性別に関わる秘密が暴あばかれていた。

　ジュダは席を立った。

「ソフィーニア姫としては、あなたとの既成事実を作ろうとしたのでしょうが、その目論もくろ見みは失敗したわけです。さすがにこれ以上強引な手を彼女はとらないと思いますよ」

「どうして、そんなこと言えるんだ？」

「あなたに嫌きらわれるからです」

　ジュダは簡かん単たんなことだと首を振る。

「彼女も、押し倒した上に目的を果たせなかったことで今頃後悔されていると思いますよ。あなたに嫌われてしまったのではないかと。……当然、あなたも今回のことで警けい戒かいするわけですから、お姫様もより慎重になるかと」

　本当のところ、ソフィーニア姫がどう考えているかについて、ジュダも確信があるわけではない。推測に過ぎないが、言葉にしたことでラウディは少し落ち着いたようだった。ホッと息をつく彼女の表情から、いくらか硬さが抜けた。

「君がいてくれて、よかった。……本当に」

「もし、姫君が手荒な手段に出るようなことがあれば、お守りします。ご安心を」

　ジュダが小さく笑んでみせれば、ラウディは「うん」と頷うなずくのだった。

「ところでジュダ。非常に言い難にくいんだけど……その、今晩はここにいてもいいかな？」

「ここ、とは……この部屋にですか？」

　いささか驚おどろくジュダだが、ラウディは困ったような顔でやや俯うつむき、上うわ目め遣づかい。

「その、今は部屋に戻れないから」

　ソフィーニア姫がまだいるかもしれない。彼女も自分の部屋に戻ったかもしれないが、確認できていない以上、ラウディの部屋に残っている可能性もある。下手へたに確かめに行くより、朝になって皆が活動を始める頃まで、様子を見たほうがいいかもしれない。

「仕方ありませんね。また何かあると困りますし、俺の部屋でよければどうぞ」

「ありがとう、ジュダ」

　ラウディは微笑ほほえんだ。何とも可か愛わいらしいその顔に、ジュダは頰ほおがかすかに熱を帯びるの感じた。何と返すべきか思い浮かばず、妙な沈ちん黙もくが降りる。ジュダも、ラウディも互いを見つめている。彼女はなに、と言いたげに小さく首を傾かしげた。

　外で、消灯時間を告げる鐘かねの音が聞こえてきた。空気が固まってしまったような緊きん張ちようが解かれ、ジュダはベッドの傍かたわらで眠っているトニのもとへ行くと、彼女の身体からだを持ち上げた。

「隣となりの部屋に寝かせてきます。あなたは、そのベッドを使ってください」

「ありがたいけど……いいのか？　君のベッドだろう？」

「……床で寝るつもりですか、ラウディ？」

　ジュダはそう皮肉ると、隣の部屋へ。明かりのついていない真っ暗な部屋だが、夜目が利きくジュダは難なんなくベッドまで移動するとトニを寝かした。ぐっすりと眠り込んでいる義妹の寝顔を眺めて、笑むことしばし、部屋へと戻るが──

「あ……」

　ラウディの声に、ジュダも固まってしまった。

　彼女は制服を脱ぎ、下着姿だった。女性らしく膨ふくらんだ──胸はなかった。いつぞや彼女の裸を見てしまった時は、まだ今よりあったはずだが……とはいえ、さすがにじっと見つめているのはよろしくない。

「着替え中でしたか。すみません」

　ジュダは視線をはずし、元来た従者部屋へと戻りかける。

「終わったら声をかけてください。隣にいますので──」

「あ、あの、ジュダ」

　ラウディが声をかける。ジュダは振り向かないようにして返事した。

「何です？」

「悪いんだけど……上着、シャツでいい。貸してくれないかな？」

　はい？　ジュダは、そっと視線をラウディへと向ける。男装だったお姫様は制服を胸の前で抱きしめるように持ちながら、頰ほおを染める。

「寝ね間ま着きは部屋だし。いま着ているのは矯きよう正せい用だから……つけたまま寝るわけにはいかない」

　キョウセイ用とは何だろう、と思ったが、すぐにラウディが女性であることを隠す胸の矯正下着のことだろうと思い当たった。

「どうぞ、クローゼットに替えがあるので適当なものを選んでください。それではこれで──」

　ジュダは退室した。隣となりの部屋でお姫様が着替えていると思うと、何とも言えない気持ちになってくる。手を見つめると少し汗ばんでいるのに気づく。柄にもなく緊きん張ちようしているのだ。

「ジュダ？　もう、いいよ」

　囁ささやくようなラウディの声。ジュダは小さく呼吸を整えると、部屋へと戻る。

　照明を落としたせいで暗かった。明かりと呼べるものは、机のスタンド型魔ま石せき灯とうのみであり、そのほのかな光が、ジュダのシャツをまとったラウディの姿を浮かび上がらせていた。

　──……やっぱり少し胸があるな。

　そんな当たり前の感想が浮かんだ。ラウディは普段束たばねているリボンを解ほどいていたので、背中にかかる長い金髪をもつ女の子そのものだった。その金髪も、魔石灯の明かりに反射してわずかに輝いて見える。

「……何となく予想はついてましたが」

　ジュダは首を傾かたむけた。

「ぶかぶかですね、そのシャツ」

「うん……ジュダのだから」

　ぼそぼそと小さな声でラウディは言った。ジュダが持っているシャツの中でも一番ゆったりしたものを彼女は選んだらしい。おかげでその裾すそは、ラウディの腰あたりまで覆おおっていた。ただし、そこから伸びる白いふとももは、光源の乏とぼしい室内にあって妙な艶なまめかしさがある。

　ジュダは咳せき払ばらいした。

「時間もいいようですから、ベッドでお休みを。俺は起きてますので」

「本当に、いいのか？」

　躊躇ためらいがちにラウディは言う。

「その、ここは君の部屋なわけだし……」

「いまさら遠えん慮りよされても。先にも言いましたが、あなたを床で眠らせるわけにもいかない」

「でもそれだと、ジュダが寝られないぞ？」

「ベッドで横にならなくても、寝ようと思えば寝れますよ」

　ジュダは書棚へと歩き、どの本を読もうか視線を動かす。

「それに、ないとは思いますが、ソフィーニア姫が何か仕掛けてくるようなことがあったら困りますので。……大丈夫、一日くらい寝なくても平気です」

「うん……」

　あまり気乗りしない様子だが、それでもラウディはベッドへと移動し、毛布に包くるまる。ジュダは書棚から戦記本を取ると机に向かい、そこで魔ま石せき灯とうに手をかけた。

「明かりを消します。寝られないですよね？」

「でも本を読もうとしていなかったか？」

「明かりがなくても大丈夫ですよ」

　ジュダは魔石灯を切ると、椅い子すを持って窓まど際ぎわまで移動した。カーテンを少し開けると、月明かりが差し込んだ。

「今夜は月が明るい」

　ジュダは腰掛けると本を開く。何かあれば即行動できるよう備そなえながら時間を潰つぶす。ラウディはベッドで横になっているが、もぞもぞと動いている。布のこすれる音が、静寂に包まれた室内に響ひびく。寝つけないのはわからなくもないが、そわそわしすぎではないか。……無視しようと思ったが、我慢にも限界があって。

「……何やってるんですか、人のベッドで」

「は？　何って、何もしてないぞ！」

　ラウディが言い返してきた。ジュダは皮肉げに口元を歪ゆがめた。

「まさか、口では言えないことをしていたとか……？」

「す、するわけないだろうが、馬ば鹿かジュダ！」

　この反応は、彼女はいったい何を考えたのかな、とジュダは思った。

「はいはい、お静かに。そんな声を出されては変な噂うわさが立つのでやめてください」

「変な噂……？」

「俺の部屋から、女性の声がする」

　ジュダは真顔で告げる。

「こういう噂はすぐに広がるので自重してくれると助かります。あのジュダ・シェードが義妹以外の女を部屋に連れ込んだ、なんて噂が教官たちの耳に入れば……想像はつきますね」

「でも、実際そうなんだよね。君は、私をこの部屋に連れ込んでる……」

　ラウディは神妙な口調だった。ジュダは苦笑してページをめくる。

「そうですね。ええ、事実そうなっている。……そうせざるをえなくなっている」

「わかってる。責めてるわけじゃない。……私のせい、私のためだから」

「ええ、まさに」

　ジュダは頷うなずいた。ラウディは顔を上げ、月明かりの下で読書をするジュダを見やる。何か言いたいことがありそうだが、言い出しにくいことだろうか。

「まだ何か？　言いたいことがあるなら、言わないとわかりませんよ？」

「うん、ちょっと考え事。でもジュダなら、言ってもいいかなって思って。笑わないで聞いてくれるか？」

「内容によります」

　笑わないとは言わなかった。ラウディは少し迷ったそぶりを見せ、やがて意を決したように言った。

「その、仲のいい友だち同士、同じベッドで寝転がっておしゃべりしたりするって話を聞いたことがある。……そういうのに、憧あこがれてるっていうか」

　もごもごと、小さな声で言うラウディ。子供のような願望だった。少なくとも成人を控えている年頃の娘の言葉とは思えない。ジュダは興味ないように振る舞まい、本へと視線を落とした。

「……俺にはよくわからないのですが、そういうのは年頃の男女がするものではないと思います。仲のいい同性に当たってください」

「同性……っていうのは、この場合、どっちのことを指すんだ？」

　ラウディは真顔で聞いてきた。

「私は公式には王子。他の女の子の友だちとかだと、これって傍はたから見ると明らかに年頃の男女だろう？　なら、男の子なら、公式では男子同士だけれど、本当のところ私は女であって、やっぱり男女ということになる」

　新手の謎なぞかけか？　ジュダは思った。ラウディは続ける。

「つまり、どう考えても、同性の友達と同じベッドに寝転がってお話ししたりすることができないということだ。でもジュダは私の性別を知っている」

　だから？

「だから、一緒に、同じベッドの上でお話ししたりとかしないかな、って思っただけ」

「それって、遠まわしに誘っていたりするんですか？」

「ん？」

「男と女が同じベッドに入って、一緒に寝るとか」

「え？　あ、違う、勘かん違ちがいするな！　そんな、厭いやらしいこととか、そういうこと考えているわけじゃなくて──」

　厭らしいことって何ですか、と頭の中で浮かんだ。当のラウディは飛び起き、思い切り否定している。赤面しながら。

「どうしてそういうふうに考えるんだ！　君ってほんとに意地悪だよな」

「年頃の男子なら、普通そう受け取りますよ」

　ジュダは淡々と告げるのである。……俺だって性欲はある。

　正直に言えば、ラウディのことは『女の子』としてしか見ていない。だから、そんな彼女と同じベッドに入るなど、どう考えても健全な思考を保っていられる自信がなかった。やましい気持ちにならないと、どうして言えるのか？

「一国の王子が、一緒のベッドにとか、軽々しく言うものではありません」

　ジュダは真面目まじめぶる。あの少々心配性な国王陛下が聞いたら、卒倒するのではないか。……そう考えたら、少し気分がよかった。

「もう寝てください。明日も授業がありますよ」

「うん……わかった」

　ラウディはベッドに身体からだを横たえた。ジュダは読書に戻る。

　何事もなく、時間だけが過ぎていった。その後、会話もなく、どうやら彼女は寝てくれたらしい。灰色の瞳ひとみはお休み中のお姫様へと向く。

　彼女と寝る。あの細いラウディの体を抱きしめる自分の姿が脳裏に浮かんだ。男と女の関係──だがそれはすぐに消えた。ありえない。彼女はレギメンス。ジュダはスロガーヴ。

　ラウディの存在自体がジュダにとっては天敵同然。その体に触れることは、おそらく体質的に無理だろう。触らずともレギメンスのオーラで肌が刺し激げきされたりするくらいだ。……いや、案外、そこまでひどいことにならないのかもしれない。如何いかんせん、実際に試したことがないから、どうなるかわからない。だがそれで万が一スロガーヴであることがバレては元も子もないのだ。……試す機会など、おそらくないだろう。……きっと。

　触れられない。それがたまらなくもどかしく感じられた。










　　　　　第二章　誘惑する姫君




　結局、その夜はソフィーニア姫が仕掛けてくることはなかった。

　翌朝の騎き士し生せい食堂。貴族生らが好んで座るおしゃれなエリア。半円型のソファー型椅い子すのあるテーブルにジュダとラウディの姿があった。

　ソフィーニア姫が光鳥寮りように滞在しているということもあって、ラウディは寮での食事を回かい避ひした。昨日の今日だから彼女と顔を合わせづらいというのもある。

　ふだん朝食はそれぞれの寮食堂で摂とるのが普通であるが、朝早くから活動のあった騎士生や、他の寮にいる仲のよい者との待ち合わせを兼ねて、騎士生食堂を利用する者も少なくない。

「あ、ラウディ様にジュダ」

　リーレが少し驚おどろいた様子でやってきた。

「朝からこっちで食事って珍しいですね」

「うん、ちょっとね……」

　言葉を濁にごすラウディ。ジュダはリーレに向かい側を指し示す。ラウディが半円型ソファーの端はしから中央へと移動し、ジュダと向かい合う形でリーレが座った。

「君も朝からどうしたんだ？　寮の食堂は使わないのか？」

「忘れた？　あたしはこれでも皆から嫌きらわれてるのよ」

　狂犬リーレなどと呼ばれる彼女である。

「地元の集団に馴な染じめるとでも？」

　ジュダとラウディは光鳥寮であるが、リーレは西方領出身者の多い雷らい獣じゆう寮の住人だ。

「で、何の話をしてたの？」

「ソフィーニア姫を穏おん便びんに振る方法」

　ジュダが何の躊躇ためらいもなく言えば、またもリーレは目を丸くした。

「ラウディ様、ジュダの言ったことって……」

「うん、間違っていないよ」

　ラウディは硬い黒麦パンをかじる。上手うまく嚙かみ切れなくてかじる、かじる、かじる。ジュダはブドウジュースを一口飲んで、一息つく。

「他には言うなよ？」

「言う相手なんていないわよ。……で、どういうこと？」

「昨晩、ラウディがソフィーニアに襲おそわれた」

「は!?」

　赤毛の女子生は声を上げた。静かに、という仕草をジュダがとると、彼女は周囲を気にした後、声を落とした。

「襲おそわれたって……」

「待ち伏せされてベッドに押し倒された」

　ジュダが言えば、ラウディは不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがめるのだった。

「……なんて言ったらいいのか」

　言葉が見つからないのか、言いよどむリーレ。ラウディは首を横に振る。

「何も言わなくていい」

「見み目めも麗うるわしい我らが王子殿下が、イベリエの美人のお姫様に迫られた」

　淡白な口調でジュダは言った。

「その女の子のような顔をした王子様は、とっさに逃げ出したというわけだ」

「逃げた？」

　リーレは怪け訝げんな顔になる。

「ソフィーニア姫に迫られて、逃げたんですかラウディ様？」

「いけないか？」

「いや……何と言うか」

　赤毛の少女は不思議そうに小首を傾かしげた。

「あたしが言うのもなんですけど、あれだけの美少女に迫られて逃げたんですか？」

　ソフィーニアの誘惑に乗らない王子様が奇異に映ったようだった。ラウディは首を振る。

「決して、嫌きらいじゃないんだけど……付き合うわけにはいかなくて」

　言うのか──ジュダはラウディを見つめる。リーレは当然ながらラウディの言葉から、こう返した。

「どうして、付き合えないんですか？」

「それは──」

　俯うつむくラウディ。……言えるわけないよな、とジュダは目を閉じた。

　本当の性別、それを秘密にしなければならない。父親であるヴァーレンラント王からそのように言われている彼女のこと。軽々しく言うわけにはいかないのだ。

「──こちらにおいででしたか！　ラウディ様！」

　ふっと湧わいた声に、ラウディはビクリとし、ジュダはそちらに視線を向けた。

　ストロベリーブロンドの美少女、ソフィーニア姫が侍女をつれてやってきたのだ。

「お、おはよう、ソフィーニア」

　ぎこちない笑みを浮かべるラウディ。ジュダは、肌にぴりぴりとした刺し激げきを感じて、思わず顔をしかめた。

　ラウディのレギメンスオーラだ。緊きん張ちよう状態になったりすると彼女が無意識に発する黄金の力の一部。常人には何の害もないが、スロガーヴであるジュダにとっては不快以外の何ものでもない。……どれだけ表情で取り繕つくろっても、ラウディはソフィーニアに対して深く警けい戒かいしているのが、ジュダにはわかった。

「おはようございます、ラウディ様」

　幾分か緊きん張ちようした挨あい拶さつをするソフィーニア姫だが、同席しているジュダとリーレを見やり。

「その、申し訳ありませんが、席をはずしていただけますでしょうか？　私はこれから、ラウディ様とお話がありますので……」

　ジュダがちらりとリーレを見れば、彼女も顔を見合わせてきた。席を立つ？　と視線で問うてくる。

　すると、ラウディがジュダのそばに移動した。そして机で視界を遮さえぎられている下で、ジュダの制服の裾すそを摑つかむ。明らかに「行かないで」の合図。ジュダは小さくため息をついた。

「失礼ですが、姫君。いま食事中でして。すべてを平らげるまでは、席を立つのはマナー違反となります」

「え？」

「家訓でして。食べかけのまま席を立つことは、調理した者に対する無礼なる振ふる舞まいとなります。たとえ、王族の要よう請せいでも、生死に関わらない限りは私は家訓を守っています」

　──我ながら、むちゃくちゃだな。

　浮かんだ言葉をそれらしく適当に並べている。正直に言えば、そんな家訓などシェード家──家と呼んでいいか謎なぞだが──にはない。食事のマナーについては他の貴族生などより、遥はるかに緩ゆるかったりする。

「食べ物を粗末にしないのはよい家訓だと思います」

　ソフィーニア姫はしかしわずかに眉まゆをひそめている。気分を害されたようだった。

「ですが、個人的に大事なお話なのです。どうか、お願いを聞いていただけないでしょうか」

　ただの騎き士し生せい相手に、ずいぶん下手に出るものだと思った。ジュダは、しかし問わずにはいられなかった。

「大事なお話というのは昨晩、光鳥寮りよう内ないにばら撒まいた睡眠魔ま法ほうのことも含まれるのですか？」

　初耳であるリーレは眉をひそめ、ソフィーニアの背後に控える侍女の顔色が変わった。当のソフィーニアだけは片方の眉を小さく反応させただけだった。

「何のお話ですか？」

「お惚とぼけになられる……」

　ジュダは、じっとソフィーニアを睨にらんだ。困惑したように姫君は首を横に振る。

「知りません。妙なことを言って私を困らせないでくださいませ」

「彼は同席してもらう」

　はっきりとラウディは告げた。テーブルの下で、男装のお姫様はぎゅっとジュダの制服の端はしを握った。

「私から席をはずすようには言わない」

「……はい、わかりました、ラウディ様」

　ソフィーニア姫は神妙な表情で頷うなずいた。その視線をリーレへと向ける。

「申し訳ありませんが、席をはずすか、あるいは私の座れる位置へずれていただけませんか？」

「……どうぞ」

　少々の警けい戒かいをしながら、リーレは食事を持って席を立った。だがすぐ近くのテーブルへ移動しただけで、あくまでこのやりとりを注視する構えだ。

　ソフィーニアが席につく。ラウディはよりジュダのそばに身を寄せたので、自然と王女様と向かい合う形になった。他の者に対しては普通なのに、ラウディを前にすると、途と端たんに顔が赤くなっていくお姫様である。

「その、昨晩はごめんなさい。気持ちが焦あせってしまって……謝あやまります、ラウディ様。どうか邪険にしないでください」

「うん……君が節度をもって接してくれるのなら、謝しや罪ざいは受け入れる」

　ラウディは応こたえた。先ほどまでに比べて、レギメンスオーラが若じやつ干かん弱くなったのを感じ、ジュダは一息つく。

　ソフィーニアは安あん堵どした。

「よかったです。……その、どうしたらラウディ様に気持ちが伝わるか考えたのですが、結局は困らせてしまって。……本当に、申し訳ありませんでした」

「うん、君が私に好意を抱いていることはよくわかった」

　ラウディはぎこちない笑みを浮かべる。

「でも、順序は守るべきだと思った。いきなりあれは……その」

　金髪碧へき眼がんの王子殿下は視線をさまよわせた。

「あんなふうに迫られると……」

「は、も、申し訳ありません！」

　蒸気でも吹き出るかのように顔全体が真っ赤になるソフィーニア。

「殿方は、ああいうのを喜ぶと聞いて。……いま思い出しただけでも、とっても恥ずかしいというか……」

「うん……少しハレンチだった、かな、と思う」

　ソフィーニア姫は顔を赤らめたまま、ふるふると震えている。……あんな恵まれた体を持ちながら、案外、精神面は幼いというか初心うぶなんだな、とジュダは思った。
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　エイレン騎き士し学校の最上級学年ともなると、学校内での講義や演習のほか、実際に学校の外に出て、軽い実戦任務をこなすことも増えてくる。

　その日は、王都の外を見回る警けい備び任務の授業だった。騎士生たちは班に分かれ、担任教官や補助教官に従い、騎士学校を出た。さらに王都を囲む城じよう壁へきをも出ると、広大な平原を馬に乗って移動する。ジュダは、義妹であり馬に変身したエクート少女のトニの背中に揺られながら、クラス担当のジャクリーン教官の班にいた。

　班を引率するジャクリーン教官は、ナイフのように鋭するどい目をもつ凜りんとした女性騎士だ。長い金髪と相まって優雅にして華か麗れいなる女性騎士のお手本のような外見をしている。肩にかけるは東方の刀と呼ばれる武器『舞まい風かぜ』。騎士学校一の剣の実力者との評判を持つ。

　班のメンバーは、ラウディにリーレ、それとサファリナ。最近一緒にいることの多い面々であり、同時にクラストップの班である。今回は、さらにおまけがついてくる……。

「まったく、ただの遠征授業なのに、付き添いが増えるというのはどういうことなのか」

　ジャクリーンが馬を御しながら漏もらしたのを、ジュダは聞き逃さなかった。と言うより──

「俺に言ったんですか？」

　ジャクリーンは振り返った。その視線は後ろ、白馬にまたがるラウディと、その隣となりを行くイベリエの姫君と侍女、そしてファル・トーレ隊長以下、イベリエの護ご衛えいたちに向けられた。

「何故なぜ、ソフィーニア殿下まで同行しているんだ？」

「そういうのは生徒である俺より、教官あなたのほうが詳しいのでは？」

「ああ、ラウディ殿下の野外任務に、王女殿下が同伴されるから、粗そ相そうがないよう見張っていろ、とアシャット主任教官に言われた」

　女教官は不ふ機き嫌げんそのものだった。アシャット教官は、とかく神経質で規律にうるさい。

「それは災さい難なんでしたね」

　ジュダは深く考える様子もなく、軽い口調で言った。ジャクリーンは、教官の中では数少ないジュダ擁よう護ご派はなので、アシャット教官の言動には思うところもあるのだろう。

「しかし、ソフィーニア姫が、まさかこちらの授業にまで顔を見せるとは」

「見学者、という立場ではあるがな。ラウディ殿下の勉学に励はげむ姿をご覧になりたいと、騎士学校教官陣に『ぜひに』と頼み込んだらしい。少しでも王子殿下との仲を進展させたい、というところだろう」

「でしょうね。滞在期間は限られていますし」

　ジュダは頷うなずいた。昨晩のこともある。姫殿下も真剣なのだろう。

「熱心なことだ。はた迷惑ではあるが」

　後ろに聞こえないのをいいことに、ジャクリーン教官はそうこぼすのである。王都外での任務だ。王子であるラウディだけでなくイベリエ王族の動向にも注意と責任が生じるのが彼女の立場である。……まともな神経の持ち主なら迷惑がっても無理はない。

「哨しよう戒かい任務なのが幸いでしたね。盗賊討伐や魔ま獣じゆう狩りではないだけ、危険度も低い」

「が、まったく危険がないわけでもない」

　ジャクリーン教官は視線を遠くへと向ける。彼方かなたには森や林が点々としていた。

「盗賊や亜人解放戦線といった連中が割と多く出没している」

　亜人解放戦線。人間によって迫害される亜人を解放する、と声を上げ、人類に対して攻こう撃げきを仕掛ける亜人による武装組織だ。王都でも爆ばく破は事件が相次ぎ、創立記念祭における王都襲しゆう撃げきを実行するなど、物ぶつ騒そうな者たちである。とはいえ、王都襲撃の際に戦力を失い、以前に比べて活動が不活発になっていると聞いていたが……。

「割と、出没している、ですか」

　ジュダは苦笑した。

「そんなご時世で騎き士し生せいを、そういう手合いと遭そう遇ぐうするかもしれない任務に投入する？」

「卒業して、騎士となったら遅かれ早かれ、戦うことになるさ」

　ジャクリーン教官は皮肉げだった。

「最上級学年なんて、半人前とはいえ、騎士目前の年頃だ。数年かけて鍛きたえた分は、きちんと働いてほしいものだな」

　そう言うと、教官殿は振り返った。口ではどうこう言いながら、ラウディやソフィーニア殿下一行の動向を逐ちく一いち見ている。引率者の苦労というものだ。

「……サファリナがお前と同じ班にいるというのは、まだ違和感があるな」

　ジャクリーン教官は中列右方向を警けい戒かいしている緑髪の貴族生を見ていた。

「お前と彼女は水と油だっただろう？」

「創立祭で助けたのがそれだけ大きいということなんでしょうね」

　ジュダは肩をすくめた。

「本人は俺のことを嫌きらっていると言っていますが、同時に処女をあげてもいいとのたまっています。……これはどう解釈するべきなんでしょうか？」

　ふん、と、ジャクリーン教官は面おも白しろくなさそうに言う。

「貴族のプライドというやつだ。さんざん嫌っていた相手だったわけだから、素直になるのが恥とでも思っているのだろう」

「つまり彼女は俺に好意を抱いている」

「そうなるな」

　ジャクリーン教官は頷うなずいた。

「よかったじゃないか。男冥みよう利りに尽きるだろう？」

「気のせいか、嫌いや味みに聞こえるのですが」

　ジュダは彼女の言葉の端はしから感じたトゲのようなものを指摘する。女教官は露ろ骨こつだった。

「私の前で贅ぜい沢たくな悩みを吐と露ろした罰だ」

　贅沢って──ジュダは無表情ながら首を小さく横に振った。

「完全に八つ当たりですね」

「ああ、八つ当たりだ。……他に言う相手がいないんだ。すまんな」

　謝あやまる気などなさそうな口調である。案外、拗すねているのかもしれない。

「姉というのはそういうものだと解釈してます。俺でよければ聞きますよ」

　ジュダは、ジャクリーン教官を姉のように見ている。彼女が見せる好意は、弟に対するそれだと思っているのだ。

「サファリナが羨うらやましいよ」

　ジャクリーン教官はそんなことを言った。

「私も騎き士し生せいだったら……生まれるのが早すぎた」

　確か、創立記念祭の時もそんなことを言っていたな──ジュダは思い出す。騎士と姫のダンスのために、騎士装しよう束ぞくをジャクリーン教官に着付けしてもらっていた時に、彼女がそんなことを言っていたのだ。

「何か言ってくれないのか？」

「何を言わせたいんですか？」

　ジュダは地平線に視線を飛ばした。

「あなたを抱きたいと言ったら、抱かせてくれるんですか？」

　もちろん冗談の類たぐいである。しかし聞こえてきたのは、ジャクリーン教官の咳せき払ばらい。その表情を見やれば、女教官殿は視線を泳がせていた。

「あの、何か言ってくれませんか？」

「何を言わせたいんだ？」

　ジャクリーン教官は意地悪く返してきた。

「遠えん慮りよはいらない、言ってみろ」

「……その話は、他に人がいない場所でしましょうか」

　ジュダは言葉を濁にごすのである。

「トニ、今の話は他には言うなよ」

『わかった』

　栗毛の馬であるトニはそう小さく返した。そこでジャクリーン教官は言った。

「人がいない場所、で思い出したが、一応お前の耳にも入れておく。……騎士学校に何者かが侵入したらしい」

「何者か？」

　ジュダは眉まゆをひそめた。ジャクリーン教官は口元を引きつらせた。

「警けい備びが報告してきた。鍵かぎをかけたはずの倉庫が開いていたというのと、武器庫に侵入された形跡があったという」

「穏おだやかではないですね。何か被害が？」

「武器庫の鍵が壊こわされた以外は何も。点検したが武器を盗とられたわけではない……」

　ジャクリーン教官は気に入らないと首を捻ひねった。

「何らかの計画の下見か、騎き士し学校の設備を調査しているのかもしれない」

「攻こう撃げきの兆候かも」

「騎士学校には今、イベリエの姫君が滞在されている」

　ジャクリーン教官は、友好国の姫と自国の王子を見やる。

「用心は必要だ。それにラウディ殿下のこともある。騎士生を操あやつって暗殺を謀はかろうとした奴やつが、何か仕掛けようとしているのかもしれない。お前は殿下のお守りもしているのだろう？　頭の片かた隅すみに入れておけ」

「わかりました」

　ジュダは頷うなずいた。

　創立記念祭で、クラスメイトに命を狙ねらわれたラウディ。そのクラスメイトは催眠魔ま法ほうで操られていたらしいが、肝心の操った者の正体はわかっていない。王も、ラウディの周りを警戒していた。……何も起こらないに越したことはないが、注意は必要だろう。狙う側は好機を見計らって仕掛けてくる。王の命を狙っていたジュダにはそれがよくわかる。

　ふと、ジャクリーン教官は思い出し笑いを始めた。

「そういえば、警備兵が幽ゆう霊れいを見たとか言っていたな」

「幽霊ですか？」

『ゆーれい!?』

　トニがビクリとした。ジュダは愛馬の首を軽く叩たたきつつ「大丈夫」となだめる。馬は基本的に怖がりである。ジュダも口元に皮肉な笑みを浮かべた。

「気の迷いか、何かの見間違いでは？」

「たぶんな。私は例の侵入者と見間違えたのではないかと思っている」

　ジャクリーン教官は鼻を鳴らした。

「フード付きのローブでもまとっていたのだろう。それが夜中にすっとよぎれば、幽霊のように見えなくもない」

「幽霊話によくある落ちですね」

　ジュダが言えば、ジャクリーンも頷いた。

「とりあえず夜間の見回り人員を増やすという話だ。騎士生も交代で警備勤務だ。お前もそのうち呼ばれるかもな」

　ジュダは頷うなずいておいた。警けい備び任務の補助は当番制で騎き士し生せいなら遅かれ早かれ回ってくる。それに関してどうこう言うつもりはない。

　ぴくり、とトニの耳が動いたのがジュダの視界に入った。何か聞こえたのか。ジュダは耳をすます。それはかすかな音。しかし金属同士がぶつかるような音が聞こえた。

「待て」

　ジャクリーンも聞こえたのだろう。馬を止め、後続にも止まるよう合図した。

「聞こえるか？」

「あまり愉快な想像ができないのですが」

　ジュダも音を探さぐる。風に乗って、武器の接触する音、かすかな悲ひ鳴めい、怒号が聞こえた。トニの視線は左前方の林を向いたままであり、ジュダは確信する。

「どうやら、戦せん闘とうのようです」

「……噂うわさをすれば何とやら、だな」

　ジャクリーン教官は表情を引き締しめた。後続からラウディが白馬と共にやってきた。

「どうしました、教官？」

「戦闘のようです、殿下」

　女教官は、生徒と教官としてではなく、騎士と王族としてラウディに接した。

「正体はわかりますか？」

「姿は見えませんが、戦っているのであれば片方はおそらく王都の街道警備隊でしょう。そうなら、敵は盗賊か亜人解放戦線かと」

「では、救援が必要では──」

　ラウディはすかさず言った。友軍が戦闘しているのであれば、加勢に赴おもむくのはさも自然のように思える。……ラウディが王子で、さらに他国の王族を懐ふところに抱えている状態でなければ。

「相手の勢力が不明です」

　ジャクリーン教官は事務的に告げる。

「闇やみ雲くもに駆かけつければいいというものでもありません。……私とジュダで斥せつ候こうに出ます。殿下は他の者とここに残り、何かあれば王都へ引き返していただきたい」

「何かあれば……って、馬ば鹿かな！」

　ラウディは声を荒らげた。

「それは私に逃げろ、というのですか！　味方が戦っているのに、それを見捨てて逃げるなど……！　王族が先に逃げ出すわけにはいかない！」

　心意気はよし。しかしラウディはこの国の後継者。軽々しく前線に出て戦うのは控えるべき存在だ。

「引き返して、というのはソフィーニア殿下がいらっしゃるからです」

　ジャクリーン教官は表情を崩くずさなかった。

「彼女はこの国の客人。もし怪け我がでもされるようなことがあれば、イベリエ、ヴァーレンラント間の友好関係にも亀裂が生じるやもしれません。それは避さけねばならないかと」

　本当は王子も逃がしたいがために、わざとそのような言い回しをしたように感じた。ラウディの性格から考えて、ただ下がれと言っても聞かないと判断したのだろう。

「何があったのですか？」

　ソフィーニア姫を乗せた黒馬が近づいてくる。護ご衛えい隊たい長ちようのファル・トーレ他、イベリエの魔ま法ほう騎き士しが馬を操あやつり随ずい伴はんする。ジャクリーン教官は馬上ながら一礼した。

「戦せん闘とうが行われているようです姫殿下。仔し細さいは不明なれど、戦闘は友軍の可能性が極きわめて高く、様子を見て参ります。姫殿下はラウディ王子殿下とここでお待ちください。……ジュダ！」

「は！」

　ジャクリーン教官の呼びかけに応じ、すぐさま愛馬トニを駆かるジュダ。風を切り、二頭の馬は平原を進み、剣けん戟げきが漏もれ聞こえる林へと駆けつける。

「……気のせいですかね。先ほどより静かになってきました」

「ああ。味方が勝ったのならいいが」

　逆だったら──どうにも面おも白しろくないことになりそうだった。

「そもそも、味方なんていなかったらどうします？」

　ジュダは右手を行くジャクリーン教官を見やる。盗賊同士の内うち輪わ揉もめだったりしたら？

「自分の目で見、自分で判断しろ」

　教官らしい言葉で返すジャクリーン。その凜りんとした顔には、しかし小さく好戦的な笑みが浮かんでいた。

「……だが心配は無用のようだ。向こうはこちらと戦うつもりだぞ」

　視界にぐんぐん林が迫る。木のそばの茂みから上半身を出し、こちらに弓を構えている者の姿が見えた。その顔は──亜人！

　狐きつね耳みみのウルペ人とトカゲ顔のザウラ人。きりきりと引きしぼった弓を斜めに構え──

「抜刀！」

　ジャクリーン教官の声が響ひびいた。ジュダは腰のロングソードを抜く。

　一方で、ジャクリーンは肩に長刀『舞まい風かぜ』をかけている。その刀身は一メータ半と長く、普通ならそのような長い刀を馬上で抜くのは不可能に近い。しかし、彼女の刀を納める鞘さやには仕掛けからくりがあり、馬上でも抜けるように鞘が開くようになっている。

　矢が放たれる。五本。二本がジュダに、残る三本はジャクリーン教官へと飛んだ。トニが一段と加速をかけた。ジュダへと飛来した矢はかわすまでもなく外れた。教官はと一いち瞥べつすれば、彼女のほうも被弾はないようだった。亜人の中でも狩人かりゆうどで知られる狐亜人ウルペの射手がいた時は嫌いやな予感がしたが、どうやら第一射は外れ──

　などと思っていたら、そのウルペ人射手は素早く第二射を放った。矢は放物線を描き、ジャクリーン教官の頭を撃うち抜──かなかった。すんでのところで、彼女は首を傾かたむけ、かわしたのだ。……見ているこっちがひやひやした。

　ジュダのほうにも第二射が飛来する。しかしトニが敵の狙ねらいから進路を変えたために、矢はかすりもしない。……心を通わす馬系亜人エクートは、主人が何も言わずともこれくらいの芸当をこなしてくれる。弓で狙われているという状況にあって毛が逆立つものがあるが、それにも増して頼もしくてしょうがない。

　ジャクリーン、ジュダの馬は一気に林近くの茂みに潜ひそむ弓兵たちのもとに達した。教官の長刀が風を切り、ジュダもすり抜けながらの一いつ閃せんでトカゲ亜人を切り倒す。

　ジュダはそのままトニと共に駆かけ抜けることを選択する。加速からの馬の方向転換は、人間のそれと違い小回りが利きかない分、敵にとっては狙い目だ。

　しかしジャクリーンは蹴けるように馬から飛び降りると下馬戦せん闘とうに移り、弓兵の残りへと斬きりかかった。そのほうが彼女にとってやりやすいというのもあるが、弓兵に再度射しや撃げきの隙すきを与えないための追い討ちである。

　おかげでジュダは、さらなる射撃を受けることなく、一度距きよ離りをとり反転をする余裕が生まれた。だが、戻る前に視界に飛び込んできたのは、ヴァーレンラント王国街道警けい備び隊たいの旗と、亜人集団に追い詰められ殺害されていく兵士たちの姿だった。

　どうやら戦闘は終局を迎える寸前だったようだ。残りわずかな兵に対し、敵は十四、五人。

「トニ！」

　ジュダは前傾を深める。愛馬は加速をもってそれに応こたえた。いまにも斬られる寸前の兵士、それに湾曲した刀を振り下ろそうとした狼亜人ロウガの戦士は、迫り来る馬と騎士──ジュダの鋭するどい眼光に身体からだを硬直させた。次の瞬しゆん間かん、狼亜人の首が跳び、鮮血が散った。

　亜人の戦士たちは、新たに現れたジュダへと視線を集める。牙きばをむき出し、凶器を手に吠ほえた。……やる気は充分のようだ。──いいぞ、相手をしてやる。

　だが次の瞬間、ジュダは肌に熱を感じた。大気中に漂ただよう魔ま力りよく、肉眼では見えないそれをスロガーヴの肌は敏感に感じ取る。流れが変わった。

　無数の紅ぐ蓮れんの球が飛来し、亜人たちの周りに着弾、彼らを大いに混乱させる。

「魔法……っ！」

　飛んできた火の玉のほうを見やれば、そこには馬の上で、槍やり状じようの武器を掲げたイベリエの姫君の姿があった。

　今の魔法は彼女がやったのに間違いない。多数の火の玉を同時に操あやつり飛ばすとは、さすが魔法国の姫であるが、しかしそんなことより。

　──何故なぜ彼女がここにいる!?

　下がっているよう言ったはずだ。どうしてこんな前線にお姫様の姿があるのか。

「姫様、あまり前に出ないように──」

　ファル隊長が、ソフィーニア姫のそばにたどり着く。銀色の魔ま法ほう槍やりを掲げ、接近してきた猪いのしし亜人に風をまとわせた一突きを浴びせる。

　ソフィーニアは不敵な笑みを浮かべた。

「私はラウディ様の願いを叶かなえて差し上げたいだけです。……今の私なら、それができる。もう、昔の私ではないのですから」

　ほどよい緊きん張ちよう感かんをみなぎらせた表情。ラウディの前で赤面していた彼女と同一人物とは思えない、凜りんとした横顔だ。姫君は槍──クルセットと呼ばれるイベリエ魔法戦士の武器──を掲げた。それは槍であり杖つえである。穂ほ先さきの下にしつらえられた高純度の魔石が触媒となり、強力な魔力を持ち主へと与える。

「あまねく風、我が意に従い、渦となせ！　青の風エアゴルム！」

　凝ぎよう縮しゆくされた風の塊かたまりが魔法槍クルセツトを包み、ソフィーニアはその穂先を前方の亜人に向けた。その衝しよう撃げき波ははたちまち彼らを見えない壁かべにぶち当てたように吹き飛ばす。

「さあ、お引きなさい！　むやみに命を落とすようなことはありません！」

「ソフィーニア！」

　ラウディの声。姫君を追ってきたのだろう、ラウディが白馬を操あやつり駆かけてくる。随ずい伴はんするサファリナが声を張り上げる。

「殿下！　お気をつけくださいませ！　左の茂みに！」

「そうはさせないっての！」

　リーレが馬を駆り、ラウディの左側をカバーする。槍を構えて突っ込んできた亜人、その槍の穂先を魔法金属製のショートソードで切り落とす。

「烈火！」

　リーレの単詠唱。魔石の力を秘めた彼女の剣から紅ぐ蓮れんの炎球がほとばしり、亜人戦士を焼く。炎のリーレの面めん目もく躍やく如じよ。

　ラウディもただ守られるばかりではない。右方向から迫る狐きつね系亜人に対し、手にした黄金槍を素早く振るい、弾はじき飛ばした。そこをサファリナと彼女の馬が駆け抜け、レイピアで馬上から一撃を与える。

「ラウディ様！」

　駆けつける王子を見やり、ソフィーニア姫は振り返りながら満面の笑みを浮かべる。

「前に出すぎだ──」

「見ていただけましたか？　私の魔法！」

　頰ほおを赤くしながら声を弾はずませるソフィーニアに、ラウディは面食らう。

　なんとも場違いだな、とジュダは思った。姫君の注意はラウディに向けられ、周囲がおろそかになっている。ここは戦場だ。敵は、そうした隙すきを見逃さない。

　ぐるる、と犬系亜人クーストースがうなり声を発し、地面を這はうように突進を開始した。狙ねらいは、無防備に背中を向けているイベリエの姫君。

　──だから、迂う闊かつなんだ……！

　ジュダはトニを促うながす。意を受けた愛馬はソフィーニア姫のもとへと駆かけた。

　犬系亜人クーストースは瞬またたく間に距きよ離りを詰める。両手にダガーを構え、嚙かみ付くように飛びかかる。ソフィーニアがそれに気づき、息を吞のんだ。

　──一いつ閃せん！

　ジュダの剣がすり抜けざまに犬亜人の身体からだを裂いた。血を撒まき散らし、返り血がソフィーニアにかかる。裂かれた横腹を押さえる犬亜人だが、やがて力尽きた。

　倣ごう岸がんにそれを見下ろすジュダ。護ご衛えい隊たい長ちようであるファルが姫君のもとへ駆けつける。

「姫殿下っ！　お怪け我がはございませんか？」

「……」

「姫殿下！」

「あ……えっと……」

　眼前に死が迫っただけに呆ぼう然ぜんとしてしまったらしい。我に返るソフィーニアは、返り血のついた自身のドレスと胸元を見下ろす。

「ええ、私は、大丈夫、です……」

「すぐお拭ふきします」

　侍女のフレーリャがやってきて馬を降りると、ソフィーニアも同様に馬から下ろし、浴びた血を拭ぬぐいはじめた。その間、女性騎き士しらが周囲を睥へい睨げいし、敵からの襲しゆう撃げきに備そなえる。

　敵の姿はなかった。亜人集団、その戦士たちは全滅したか、あるいは逃走したのだ。ジュダは、どこか考え深げな表情で戦場を見回していたラウディに声をかける。

「大丈夫ですか、ラウディ」

「……ああ、私は平気だ」

　しかし表情は冴さえない。

「怪我はないか？」

「そのように、見えますか？」

　冗談めかすが、ラウディは小さく首を振るだけだった。

「無事でよかった」

「あなたもです、ラウディ。まさかこちらに来るとは」

「私がはっきり言わなかったせいだ」

　王子殿下は唇を嚙んだ。

「教官とジュダが行った後、私が迷いを見せたから……。ソフィーニアが気を遣つかってくれたのだが……」

　何も迷うことはございません──と、ソフィーニアは言ったらしい。

『あなたのそばには、私とイベリエの精せい鋭えい魔ま法ほう騎き士しがついています！　仮に十倍の戦力差があろうとも、私の魔法で蹴け散ちらしてご覧にいれます！』

　ラウディは視線を、イベリエの姫と侍女に向ける。

『見ていただけましたか？　私の魔法！』

　ソフィーニア姫が戦場の中で発したその言葉が、ジュダの脳裏をよぎった。

　──気を遣つかってくれた？　そういうんじゃないだろう!?

　明らかに自分の力を誇示したくての言動。静かな怒りが脳内を駆かけ巡る。そんな感情で戦場に乗り込み、ましてラウディを巻き込むなど……！

　ジュダは馬を下りると、侍女によって血を拭ぬぐってもらっている姫君の前に立った。

「お怪け我がはございませんか、イベリエ姫殿下」

「ご苦労でした。……えっと、ジュダ様、でしたね？　おかげで助かりました。あなたのおかげで──」

「何故なぜ、前に出たのですか？」

　ジュダは淡々と、しかし言葉に怒りの感情を含めた。……言わずにはいられなかった。

「ジャクリーン教官は、待機なされるようお願いしたはず。それが何故、前線にいるんです！」

「え、何故、って……」

　黒髪の騎士生の、その灰色の瞳ひとみに獣けもののような獰どう猛もうな色が覗のぞく。それはソフィーニアの心を震え上がらせるだけの鬼き気き迫るものがあった。ジュダの静かなる怒り。だが主あるじに食ってかかるヴァーレンラントの騎き士し生せいに、イベリエの護ご衛えい隊たい長ちようも黙だまっていない。
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「貴様！　姫殿下に無礼であろう！」

「あなた方は、姫殿下の護衛でしょう？　何故なぜ、止めなかったのですか？」

　ジュダの氷のような視線が、ファル隊長に向く。イベリエの護衛騎士たちが眉まゆをひそめた。

「学生の分際で、何という口の利ききよう……」

「姫殿下の御身に何かあれば、イベリエ女王陛下に申し訳が立たないのはあなた方も同じでは？　ラウディ殿下にもです。どれほどの心配をおかけすることになるかわからないのですか！」

「ラウディ様……！」

　はっとしたようにソフィーニアが、金髪碧へき眼がんの王子へ視線を向ける。そのラウディは馬を下りると騒そう動どうの場へと向かった。

「ジュダ、気持ちはわかる。だがこの場は私に免じて許してくれないだろうか。ソフィーニアは私の気持ちを汲くんでこの行動に出たんだ。責を問うなら、私が受ける。このとおりだ……」

　ラウディは、すっと頭を下げた。彼女の思いがけない行動に、ジュダは頭の中の血液がすっと引いたように感じた。ファル隊長とイベリエの女騎士たちも怒気を抜かれる。

　この行為に一番ショックを受けたのはソフィーニアだった。

「そんな、ラウディ様が頭を下げるなんて……」

　俯うつむくソフィーニア姫。何とも言えない空気に包まれる。

　そこへジャクリーン教官がやってきた。姫殿下に一礼した後、ジュダへと視線を向けた。

「ジュダ、周囲の警けい戒かいを頼む。ラウディ殿下のそばについていろ。私は、リーレとサファリナと共に負傷者の救護してくる」

「我々も手伝おう」

　沈ちん黙もくが破られたことに安あん堵どしたように、ファル隊長は部下に指示を出す。ジャクリーンは頷うなずくと、生き残りの街道警備隊の手当てを始めていたリーレとサファリナのもとへと向かった。

　ラウディはポツリと言った。

「ジュダ、私もリーレたちを手伝っていいだろうか？　……何か、私にできることを」

「警戒も重要な役目です」

　ジュダは頭かぶりを振ったが、すぐに声を和やわらげた。

「ですが、見張りは俺ひとりでも事足ります。あなたはしたいようにすればいいと思います」

「ありがとう、ジュダ」

　ラウディは負傷者のもとへ走っていた。

　自然と取り残される形になるジュダ。そばにはソフィーニア姫殿下と侍女のフレーリャ。……この場合、彼女らの護衛も引き受ける形になるのか。

「私はただ、ラウディ様に……認めてほしかっただけですのに……」

　ソフィーニアが呟つぶやく。

「姫殿下」と、フレーリャも悲しげな表情で主あるじを見やる。王女の目には涙が浮かび、それが頰ほおをつたう。フレーリャは拭ふくものを出そうとするが、すでに血を拭ぬぐう時に使ってしまったせいで何もできずに立ち尽くしてしまう。

「……」

　ジュダはトニに周囲に気を配るよう合図すると、皆のいないところで泣き出してしまった姫殿下にハンカチを差し出した。

「どうぞ。先ほどは失礼しました」

　ソフィーニアは、潤うるんだ目でジュダを見た後、ハンカチを受け取って涙を拭った。

　──こういう時、何かスマートに言えればいいんだが。

　上手うまく言葉が浮かばず、そのままイベリエ姫に背を向けると、ファル隊長がやってきた。

「ジュダ殿、姫殿下の窮きゆう地ちを救っていただき感かん謝しやする。それと非礼を詫わびる」

　表情こそ武人のそれだが、年下の騎き士し生せいに対し、彼女は騎士らしいビシリとした礼をとった。

「姫殿下はイベリエにとって、大切なお方。大事があっては困る……」

「自分は役目を果たしただけです。……あと生意気な口出しをしました。お許しを」

　ジュダは頷うなずくと、見張り任務に戻った。
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　亜人の集団は、盗賊の類たぐいだった。

　亜人解放戦線からあぶれたのか、あるいは住む場所や生活に困ってかはわからない。彼らは街道を行く商人や旅人を襲おそい、殺人も平然とこなす荒くれ集団だった。

　街道警けい備び隊たいは待ち伏せを受け、損害を受けたものの、ジュダたちやイベリエ勢の加勢によってその大半を討ち取ることに成功した。

　しかし戦勝の雰囲気ではなかった。特にソフィーニア姫の消沈は相当なもので、奇妙な重苦しさを感じながら、騎士学校へと帰き還かんした。

　ジャクリーン教官が授業中に起きた戦せん闘とうについて報告すべく離はなれ、ジュダたちは夕食を摂とることになったが、ラウディもまた元気がなく、先に部屋へと戻ってしまった。

　リーレやサファリナたちと食事した後、ジュダは寮りようへと戻ったが、そこにはラウディ付きの侍女メイアが待ち構えていた。

「ジュダ様」

「どうしたんですか、メイアさん？」

「これから出かけるのですが、お付き合いいただけないでしょうか」

　メイアは黒髪長身の美女であり、常にメイド服を着用している。しかし傍はたから受ける印象は柔らかさではなく、戦士としての威圧感だったりする。炊事洗濯、身の周りのことを完かん璧ぺきにこなす傍かたわら、ラウディの警けい護ごを担当する近衛このえ兵へいでもある。

「……デートのお誘いですか？」

　冗談めかして言えば、メイアはいつもの無表情で、コクリと頷うなずいた。

「はい、デートです」

「は？」

　その反応は予想外だった。面食らうジュダに、侍女は淡々と言った。

「冗談です。あなたとデートする趣味はありません」

「俺とデートする趣味がある人間なんて、この世にいないと思いますよ」

　皮肉るジュダだが、結局彼女に言われるまま付き合うことになった。寮りよう内ないを歩きつつ、隣となりを行くメイアに問う。

「どちらへ？」

「ソフィーニア姫殿下のところです」

　ジュダは自然と口元を引きつらせた。

「どうして、お姫様のところに？」

「ラウディ様が、ソフィーニア様を心配なさっておりました。昼間の戦せん闘とうで」

　ギロリと、メイアがジュダを睨にらみつけた。本来、ラウディの警護を担当する彼女が、戦闘と名の付く場所へ同行できなかったことに思うところがあるのだろう。ラウディの指示で授業の際は完全に除外されているメイアである。その間の警護は、主にジュダが引き受ける形で彼女は、いちおう受け入れていた。……内心では、絶対納得していないだろうが。

「ソフィーニア様が大変消沈なさっているのをラウディ様が気になさっています。とはいえ、ラウディ様もお疲れの様子。それに、昨晩のこともございますし」

「ラウディがソフィーニア姫に襲おそわれた件？」

「それに関しては、私の失態です」

　メイアはわずかながら顔をしかめた。

「まさか寮内で睡眠魔ま法ほうを使われるとは……完全に私の落ち度です」

「いや、あれは防ぎようがなかったのでは」

　ジュダは言うが、しかしメイアは頷かなかった。

「あれがもし、ラウディ様の命を狙ねらう輩やからの行動なら、私はそれを阻止することができませんでした。これは取り返しのつかない大失態」

　一理ある──ジュダは首肯した。実際、命の危機はなかったがラウディの性別が発覚する重大な危機にはあった。

「で、ラウディの代わりにあなたが様子を見に？」

「そういうことです」

「俺が同行する理由は？」

　面倒事は避さけたいジュダである。メイアの答えは簡かん潔けつだった。

「あの場に私はいませんでしたから。ソフィーニア様の様子を実際に見ているあなたがいたほうが、話しやすいと思いまして」

「俺は王族と上手うまく会話を交かわす術は持ち合わせていませんよ」

　ふだんからラウディと接しているが、本当なら不敬罪にとられても仕方のないやりとりをした自覚はある。スロガーヴとレギメンス、敵対関係にあった頃のそれは、挑発も兼ねていたからジュダは平然としたものだったが、それに関係ない王族となると、作法など少しは気にすべきなんだろうと思うのだった。……思うだけだが。

「あなたは適当に口裏を合わせてくださればよい」

　メイアは正面を見据えて言う。

「あなたの会話術に期待などしていません。むしろソフィーニア様の機き嫌げんを損そこねないように口を閉じていていただきたいところです」

「辛らつですね」

「あなたのラウディ様への無礼な振ふる舞まい、あの方が許されても私は不快です」

　──なるほど、それでこのメイドさんは俺に対して刺とげ々とげしいのか。

　やがて、ジュダとメイアは、ソフィーニア姫が使用している部屋にたどり着いた。メイアがその扉をノックしようとして、ふと止めた。

「よろしいですね、ジュダ様。私がリードしますので、適当に合わせてください」

「口を閉じてろ、ではなかったのですか？」

「ここにきて拗すねないでください」

　メイアがノックした。部屋から「はーい」と少し間延びした声が聞こえた。この声は──ジュダが思ったその時、扉が開いた。

　ふんわりとボリュームのある茶色い髪の侍女が顔を覗のぞかせる。

「あら、あなたはジュダ様。……そちらはメイアさん。どのようなご用件でしょうか？」

　姫殿下付きの侍女であるフレーリャは、早さつ速そく問うてきた。

「ラウディ様の遣つかいで。ソフィーニア様のご様子を確かめに」

「……ああ、申し訳ありません、姫殿下はただいま外出されています」

「外出？　もう直じき、夜になりますが」

「気晴らし、でございます。昼間に、あんなことがあったばかりですから」

　ああ、とジュダは納得した。メイアは表情を崩くずすことなく言った。

「どちらにお出かけになられたかご存知か？」

「どちらに、というほどではないのですが」

　フレーリャは意味ありげに小さく笑むと、天井に指を向けた。

「ファル隊長とともに、お空の散歩に」

「空？」

　意味がわからずジュダは呟つぶやく。メイアがコホンと咳せき払ばらいした。

「おそらく『テラ・スティカ』のことです。直訳すると『飛ひ行こう杖づえ』……古いにしえの魔ま女じよが空を飛ぶのに用いた箒ほうきのようなものと思ってください」

「お詳しいのですね、メイアさん」

　フレーリャが言えば、メイアは淡々と返した。

「私もイベリエの出身ですから。……元はラウディ様のお母上、エルファリア様の近衛このえに所属していました」

　メイアは、ラウディの母親の近衛だった──ジュダは新たに知った話を頭の片かた隅すみに入れる。

「所属で言えば、私はあなたの大だい先せん輩ぱいに当たります」

「これはご無礼を、メイア様。存じ上げず、申し訳ありませんでした」

「いいえ。もう二十年も前の話ですから」

　メイアはそこで、ささやかながら笑みを浮かべた。

　──二十年？

　てっきりメイアは二十代だと思っていたが……。少なく見ても三十半なかばより上か。イベリエ出身女性らしく、歳としを重ねても若々しい。ジュダの感想を他所よそに、メイアは言った。

「ソフィーニア様が不在では仕方ありませんね。……そうだ、フレーリャさん。少しお時間よろしいかしら？　最近のイベリエの話も聞きたいですし、よろしければお茶でも」

「それでしたら、わたくしのほうからご招待いたします。できればお茶も兼ねて情報交換と参りませんか？」

　そのままフレーリャに導みちびかれ、ソフィーニア姫の部屋の隣となりにある侍女らの控え室に招かれた。

　ふわりと花の匂においが鼻び腔こうをくすぐった。壁かべ際ぎわには、赤や黄色、白といった色とりどりの花と、それを植えた鉢植えが並んでいた。奥にある机には、薬剤など取り扱う器具が見える。

　応接用の丸テーブルに椅い子すが並べられ、メイアとジュダは腰掛けた。フレーリャは「お飲み物をお持ちします」と簡かん単たんな調理器具のある一角へと向かった。

　人形のようにじっとしているメイア。ジュダは部屋の中を観察する。……そして花の中に、例の誘眠効果のあるウェブミルを見つけ、ぴくりと眉まゆをひそめた。

「お待たせいたしました」

　フレーリャがお盆にカップとティーポットを載のせてきた。手際よくカップにお茶を注そそぐ。漂ただよってきた香りに、メイアが目を閉じた。

「シャマールですね。懐なつかしい……」

「あらあら、メイア様。最近飲んでらっしゃらなかったのですか？」

「イベリエでは毎日飲んでいたのですが、ここ最近は口にしていませんね」

　ジュダもそれを手に取る。ためしに匂においを嗅かいでみれば……草の匂いが少し強い気がした。ハーブティーの一種だろうか。

「イベリエでは日常的に飲まれているお茶です」

　フレーリャが向かいの席に座る。

「美肌効果があるとされて、他国にも輸出されたりしているんですよ」

「ああ、なるほど。イベリエ美人ですね」

　ジュダは納得したように頷うなずいた。

「フレーリャさんもお綺き麗れいですし」

「あら、ジュダ様、お口がお上手ですのね」

「本当、お世辞がお上手ではないですか、ジュダ様」

　皮肉っぽくメイアが言った。ジュダは相そう好ごうを崩くずす。

「お世辞は上手うまくありませんよ。本当のことを言っただけです」

　まあ、とフレーリャは微笑ほほえんだ。

「もし、よろしければお分けしましょうかメイア様？　故郷の味ですし。面おも立だちのお美しいラウディ様へのお土産みやげにでも」

「気持ちだけいただいておきます。ラウディ様はシャマールを好まれないので」

「そうなのですか。フィーリナ姫殿下はよくお土産にお持ちになっていると伺うかがっていますが」

　少しがっかりしたようなフレーリャ。ジュダも小首を傾かしげた。

「ラウディが苦手にしているんですか？」

「……実は」と、メイアが内緒話をするようにジュダに顔を近づけ、耳元で囁ささやいた。

「シャマールには美肌のほかに、とある効能があるとされています」

「？」

「……胸が大きくなるとされています」

　あ──ジュダは察してしまった。男装のお姫様であるラウディにとって、胸の問題は外見上大いに気にしなくてはならない。矯きよう正せい下着があるとは言え、男で通すならそのお胸は育たないほうが望ましいのだ。……この手の話題は触れないでおこう。小さく咳せき払ばらいする。

「それにしてもお部屋にこれだけ花があるのも珍しいですね。ソフィーニア姫は花がお好きなのですか？」

「人並みには」

　フレーリャが控えめに言った。

「ここにある花は魔ま法ほう薬やくなどの材料なんです。他にもソフィーニア様がふだん使われている化粧品や香水、栄えい養よう剤ざいや睡眠薬など、いろいろと」

「睡眠薬」

　メイアが呟つぶやけば、フレーリャは席を立って頭を下げた。

「昨日は、睡眠薬を拡散させ、真に申し訳ありませんでした。二度とこのような事態がないよう厳げん重じゆうに管理させていただきます」

「ええ、二度とあってはならないことです」

　硬い声でメイアは告げた。

「睡眠薬だからよかったものの、万が一毒物などを拡散させたら、大惨事でした」

「はい、重々承知しております」

　深く頭を下げるフレーリャ。ジュダはシャマールを口にして、やがて言った。

「睡眠薬をばら撒まいたのは、ソフィーニア姫の指示ですか？」

「は……」

　フレーリャはジュダの顔を見やり固まった。

「それは、その……申し訳ありません」

　ただ謝あやまるだけで、フレーリャは答えなかった。言い難にくい事柄だろうか。ジュダは思った。メイアが口を開く。

「……ソフィーニア様に頼まれたにしろ、あなたが独断でばら撒いたにしろ、以後、軽率な行動は慎つつしんでいただきたい。これは警けい告こくです。ラウディ様をお守りするためならば、同胞とて私は容赦はしません。……あなたも王族に仕つかえる者なら、わかりますね？」

「はい、メイア様。肝きもに銘じます」

　フレーリャは頷うなずくのだった。そこで幾分か表情を改めたメイアは話題を変えた。

「ソフィーニア様がヴァーレンラント王国を来訪された理由を聞いてもいいかしら？　公式には『外遊』となっているけれども」

「ええ、公式には」

　席に座り、シャマールを口に運ぶ侍女。

「騎き士し学校を訪問された時点でお気づきと思いますが、ソフィーニア姫殿下はラウディ王子殿下との婚約を望まれておられます」

　まあ、そうだろうな──ジュダはお茶を飲みながら心の中で呟いた。

「それはイベリエ女王陛下もご存知なのですか？」

　ラウディの性別を知っているとされる魔ま法ほう国こくの女王。もしソフィーニアが婚約目的の外遊なら、何かしら言いそうなものだが。

「婚約目的としてなら、いいえ。姫殿下は、あくまで友人であらせられるフィーリナ姫殿下を訪ねるという建て前を用いましたので」

「なるほど」

　合点がいったとばかり、メイアは瞑めい目もくした。

「しかし、わかりませんね。どうして今になって？」

「と、言いますと？」

　小首を傾かしげるフレーリャ。

「ソフィーニア様がラウディ様を慕したっているのは見ていればわかるのですが、それならもっと早くこの国を訪れてもおかしくない。フィーリナ様から、ソフィーニア様が城にこもりがちというのを伺うかがっています。何故なぜ、いまになって」

「他言されない、とお約束いただけますか？」

　真剣な目をメイア、そしてジュダに向けるフレーリャ。

「大だい先せん輩ぱいであるメイア様ですからお話ししますが……」

「誓ちかって他言はしません」

　メイアが視線をジュダへと向ける。

「……わかりました」

　淡々と頷うなずいておく。……他言しない、とは口にはしない。

「これはあまり人に言うべきことではないのですが」

　フレーリャは口元に指を当てた。

「ソフィーニア姫殿下は、魔ま法ほうを操あやつる能力が低いことがお悩みでした」

「魔法……」

　メイアが怪け訝げんそうに目を細め、ジュダはかすかに驚おどろいた。昼間、亜人集団と遭そう遇ぐうした時、ヴァーレンラントの魔法使いをも凌りよう駕がする攻こう撃げき魔法を用いてみせたのだが。

「魔法国、それも絶大なる魔法を操るイベリエ女王陛下の血を引きながら、並の魔術師以下の力しか発揮できないことに、姫殿下はたいそう心を痛めておられました」

　──噓うそだろう？

　ジュダは心の中で呟つぶやく。ソフィーニアの圧倒的魔法を目まの当あたりにした身としては、あれで並以下など信じられない。

「なるほど、それで普段は引きこもられていらっしゃったのですか」

　メイアがシャマール茶を口に運ぶ。フレーリャは頷いた。

「ソフィーニア姫殿下は繊せん細さいなお方ですから。魔法学院でもあまり周囲と交流は図はかられませんでした。その劣等感ゆえ、大変気き難むずかしい方だったのですが……」

「だった……？」

「つい、先日でしょうか。姫殿下は才能を開花されました」

　フレーリャは祈るように手を合わせると、目を輝かせた。

「その力たるや、まさに圧倒的！　魔法学院の上級術者を軽く一いつ蹴しゆうしてみせ、女王陛下の血筋であることをご証明されたのです」

「……それが昼間の」

　ジュダが口を挟めば、フレーリャは、にこにことした笑顔を向けた。

「はい！　姫殿下があそこまで潑はつ剌らつとされるのは、いま、自身のお力に自信をお持ちになっているからです！」

　憧あこがれも露あらわにフレーリャは頰ほおを紅こう潮ちようさせる。

「この力があれば、ラウディ様もきっと認めてくださる……ソフィーニア姫殿下はそれを心に抱き、此こ度たびの外遊を決意なされたのです」

　──引きこもりが、外に出た、か……。

　ジュダは空になったカップをテーブルに置いた。すかさずフレーリャがおかわりの確認をしたが遠えん慮りよする。

　魔ま法ほうが苦手な劣等感。魔法国の王女としてのプライド。引きこもっていたというのも何となくわかる話である。相当、肩身の狭い想おもいをして過ごしていたのだろう。

「才能を開花されたという話ですが、何かきっかけが？」

　ジュダは問うた。フレーリャはやや視線を下げる。

「わたくしたち、周りの者にはわかりません。ある日、突然としか──姫殿下のお部屋には魔法書などもありますし、何か開眼のヒントをお見つけになられたのかもしれません」

　理由はわからないが、ソフィーニアは『力』を得た。昼間の戦せん闘とうでその力を揮ふるったのも、魔法が苦手だった彼女が、それまでの自分と違うことを周囲に知らしめる絶好の機会と捉とらえたからではないか。もし、ジュダやラウディが、過去の、魔法が下手へたな彼女を知っていたとしたら、昼間のそれで大きく印象を変えたに違いない。

『凄すごいじゃないか、ソフィーニア！』

　知っていれば、ラウディも絶賛したかもしれない。ただあいにくと、ジュダもラウディも姫殿下が魔法を不得意としていたことを知らなかった。今回も含め、ラウディに迫る大胆な行動など、気持ちばかり焦あせって空回りしているようにも見える。

「あの、こちらからも伺うかがってもよろしいでしょうか？」

　フレーリャが、控えめな口調で言った。

「ラウディ王子殿下は、ソフィーニア姫殿下との婚約をどのようにお考えなのでしょうか？」

　ジュダはちら、とメイアへと視線を送り、他人ひと事ごとを決め込む。ラウディ付きの侍女は、その人形めいた顔をぴくりとも動かさなかった。

「ラウディ様はソフィーニア様と仲のよい友人関係を所望されています」

「友人……」

　明らかに肩透かしをくらったような顔になるフレーリャ。

「婚約はお考えになっていらっしゃらない？」

「勘かん違ちがいされては困りますが、ラウディ様自身はソフィーニア様のことを好いておられます」

　メイアは事務的だった。

「これから話す内容は、他言無用に願います」

　話すのか──ジュダはメイアを注視する。無表情メイドの双そう眸ぼうは鋭するどい。

「ラウディ様は極きわめて特殊な体質。故ゆえにソフィーニア様との間に、お世よ継つぎができないのです」

「お世継ぎが……」

　フレーリャは驚おどろき、口元を手で覆おおった。

「極めて重要な問題です。特にラウディ様はヴァーレンラント国王の子で唯一の男子。当然、その後継者に関しては慎重を期さねばなりません」

　──こうも真顔で噓うそをつけるというのは、ある意味尊敬するな。

　ジュダは呆あきれつつも顔には出さなかった。

　ラウディとソフィーニアに子供はできない。それは本当だ。女同士で子作りなどできない。特殊な体質というのも、黄金の力、レギメンスの血筋を考えればそれっぽくも聞こえる。もっとも、本気で調べたら不ふ審しんに思う点もあるだろうが。国王の唯一の男子という話は噓だ。しかし後継者の問題について重大事であるのは間違いない。真実の中に紛まぎれ込ませることで噓は見破り難にくくなる。

「姫殿下との婚約が解消されたのは、それが理由なのですか？」

「そうです。世継ぎが作れないというのは、双方の王家にとってよい話とは言えません。たとえラウディ様の身体からだに問題があったからだとしても、ソフィーニア様にも問題があると思われるのはどちらの国にとっても本意ではありませんから」

「ラウディ殿下は、ソフィーニア姫殿下をお嫌きらいになったわけではない、と」

　探さぐるように問うフレーリャに、メイアは「まさに」と答えた。

「他言無用とおっしゃられましたが、姫殿下にも伏せておいたほうがよろしいですか？」

「口止めが必要ですが、姫殿下にはいいでしょう。どのような形であれ、このままお付き合いすればあの方の耳にも入るでしょうし」

「そう、ですね……」

　フレーリャは頷うなずいた。

「あとは、姫殿下がどう受け止めるか、ですね」

　その後、ジュダとメイアは侍女の部屋を退出した。部屋へと戻る帰り、寮りようの廊下を歩きながら、メイアはぽつりと漏もらした。

「才能がないのではなく、封じられていた、と聞いています」

　ジュダは隣となりを歩くメイドを見た。彼女は頷く。

「ソフィーニア様のことです。あの侍女は、ソフィーニア様に魔ま法ほうの才能がなかったと言っていましたが、あれは間違いです。彼女は最高の魔法使いとされたイベリエ女王の娘。生を受けた時より、魔力を操あやつる力に長たけ、その才能は女王を凌しのぐ逸いつ材ざいとさえ言われていました」

「明らかに矛む盾じゆんした話ですね、それは」

　ジュダは眉まゆをひそめた。

「いえ、あの侍女は知らされていないのでしょう。年齢などから見ても、ソフィーニア様にお仕つかえして数年程度。幼少時のソフィーニア様のことは存じていないと考えるのが自然です。おそらく、ソフィーニア様本人すら、知らないと思います」

「本人すら知らない？」

「ええ。侍女の話どおり、周囲への劣等感から引きこもっていたというのなら、ソフィーニア様は自身のことも知らされていない、あるいはお忘れになられているのでしょう」

　メイアは足を止めた。

「ご自身の絶大なる魔ま力りよくと才能をお隠しになるために引きこもっていると思っていたのですが、どうやら私の推測は外れていたようです。彼女がそのことを覚えていないというのであれば、いやむしろそのほうがこの状況と辻つじ褄つまが合う」

「何故なぜソフィーニア姫は魔法を封じられていたんですか？」

「ラウディ様との婚約が正式に破棄された頃の話です」

　再び歩き出すメイア。

「ある魔法の訓練中、ソフィーニア様はその制御を誤り、周囲に大きな被害をもたらす大惨事を引き起こしてしまったのだそうです」

「魔法の事故？」

「才能ある故ゆえに、期待しすぎてしまったのでしょう」

　どこか寂しげに黒髪の侍女は言った。

「まだ幼い、心が未み成せい熟じゆくな者に過大な魔法を要求してしまったツケです。公式には研究中の『魔法機関の暴走』という形で収拾をつけたようですが、以来、ソフィーニア様には魔法を制限する枷かせがかけられることになったと伺うかがっております。彼女が成長し、その心が成熟するまで」

「では最近になって魔法の才能を開花させたというのは──」

「おそらく魔法を封じていた枷がはずれたのだと思います。……ただ」

　メイアはそこでわずかに表情を曇くもらせた。

「どうにも解せないといいますか、不安を感じます。魔法の枷は、女王陛下がはずされたのか、あるいは、ソフィーニア様自みずからはずした、あるいははずれてしまったのか」

「……はずれてしまった？」

　ジュダが眉まゆを下げれば、メイアも首を振った。

「私も確信があるわけではないのですが、ソフィーニア様を見ているとどうにも不安でしょうがありません」

　ジュダは黙だまり込んだ。自分が深く事情を知らないせいで、まだ話についていけていないのもあるが、わかっているのは、メイアが現状に何かしらの不安を抱いていることだ。

「……何故、この話を俺に？」

「目的がどうあれ、あなたは私と同じ立場、ラウディ様を守しゆ護ごする存在だからです」

　メイアは、実に淡々と言うのだった。

「その程度の情報共有は必要かと。……無論、今の話も他言はご遠えん慮りよ願います。もっとも、あなたがその手の話を周囲に話したりしないとわかっているから、でもありますが」

「……割と信頼されているようですね」

　ジュダが苦笑すれば、メイアはじっとジュダを見つめた。

「信頼などしていません。信用しているだけです」
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　翌朝、いつものように、ジュダはラウディと一緒に、朝食のために食堂へと向かう。

「昨夜、ソフィーニア姫が？」

　ジュダは聞き返した。ラウディは頷うなずく。

「私の部屋に来た。昨日の戦せん闘とうのことで、迷惑をかけたからと謝あやまりに来た」

　謝りに──ジュダは少し感心してしまう。しかし、ラウディの表情は冴さえなかった。

「どうかされましたか？」

「うん、いや……会わずに追い返したのが気になって」

「追い返した？」

　ラウディはばつが悪そうに頰ほおをかいた。

「居留守を使った。夜よ這ばいをかけられた時のことが頭をよぎっちゃって」

　ああ、とジュダは頷いた。軽いトラウマになっているようだ。

「私は休んだことにして、メイアに応対してもらった。ソフィーニアは神妙な様子で謝あやまってきたと、彼女から聞いた」

「素直な方ですね、ソフィーニア姫は」

「うん。彼女はいい子だよ」

　ラウディは苦笑した。

「時々、暴走しがちなのが玉に瑕きずだけど」

　朗ほがらかな空気。しかし、その空気は一変する。

「ごきげんよう、ジュダ様」

　ジュダとラウディの前に現れたのはソフィーニア姫。しかし彼女が最初に声をかけたのは、王子様にではなくジュダだった。

「おはようございます、プリンセス」

　そう挨あい拶さつを返したものの、ジュダは怪け訝げんに思う。これまでの言動から見ても、まずラウディに話しかけ、ジュダに対してはそのおまけ程度にしか見ていなかった姫君である。まさか、名前を呼ばれるなど予想だにしていなかった。

「おはよう、ソフィーニア」

「おはようございます、ラウディ様」

　挨あい拶さつを返し、姫殿下は一礼した。以前なら赤面していたソフィーニアだが、今日はわずかに頰ほおが赤くなった程度だった。慣れたのかもしれない。節目がちに、イベリエの姫君は言った。

「お加減はいかがでしょうか、ラウディ様。昨日のことは、本当に申し訳ありませんでした。あなた様に迷惑をかけるつもりはなかったのですが……」

　気のせいか、ずいぶんとよそよそしい気がした。儀ぎ礼れい的というか、彼女個人というよりお姫様という立場からの言葉のように感じられる。

「大丈夫。もう気にしてないよ」

　ラウディはそう返しつつ、その青い瞳ひとみを下げる。

「昨晩はごめん。せっかく来てくれたのに、応じられなくて」

「いえ、それはもうよろしいのです。ラウディ様が私を避さけられるのも無理ないかな、と」

「避けるだなんて──」

「いいんです。本当に。もう、あなた様に迷惑はかけません。気になさらないで」

　そう告げ、ソフィーニアはドレスのスカートをつまみ、貴婦人らしく頭を下げた。……やはり昨日までと態度が違う。

「それで、ジュダ様」

　ソフィーニアは向き直る。

「昨日のお礼がまだでしたね。いち早く助けてくださって、ありがとうございます！　おかげで怪け我がひとつありませんでした」

「騎き士し生せいとしての役目を果たしただけです」

「とても、素敵な騎士様でした！」

　手放しでの賞賛。これにはジュダも少し照れてしまった。

「過分なお言葉、痛み入ります。……姫殿下は、お加減はいかがですか？」

「もうすっかり！　フレーリャから聞きました。昨日、私を訪ねてくださったそうですね。心配をかけました、ジュダ様」

「呼び捨てで結構ですよ、姫君」

「ではジュダ」

　ソフィーニアは、すっと身体からだを寄せると、豊満な胸を押し付けるようにジュダに密着した。

「これから朝食を一緒にいかがでしょうか？　あなたともっとお話がしたいです」

　制服越しにも彼女の柔らかな双房の感触が伝わる。小首を傾かしげるようにジュダを見上げる姫君のその顔は幾分か赤みを帯びている。

「な、な、な……！　ソフィーニア！」

　ラウディが慌てたような声を上げる。その顔はほのかに紅こう潮ちようしていた。

「こ、こんな衆目の前で、は、はしたない！」

「そうでしょうか？」

　ストロベリーブロンドの髪が揺れる。ソフィーニアは、ジュダの腕に寄りかかった。

「私は、ジュダと一緒にお食事したいだけです。何か問題がありますか？」

「問題って……ないけど」

　ラウディは、わずかに顔をしかめた。だがソフィーニアはジュダから目を離はなさない。

「なら、構いませんよね？　ジュダ、一緒に朝食を」

「……俺と、ですか」

　ジュダはイベリエの姫を見下ろす。ついでにサファリナにも負けない胸、その谷間に視線が向きかけ、すっと彼女の目へと向ける。

「断る理由はないですが」

　……できれば遠えん慮りよしたいが、王族の誘いを理由もなしに蹴けるのはさすがに無礼だろう。

「ジュダ！」

　隣となりにいるラウディは不ふ機き嫌げんそのものだった。どうしろと言うんだ。

「しかし姫君、私はラウディ殿下との先約がございまして」

「それなら、私も同席してもよろしいでしょうか？」

　ソフィーニアは、好意的な笑みを向けてくる。柔らかな香りが漂ただよい、さわやかな刺し激げきを与えた。……これが姫君の匂においか。なんともいい匂いだった。

「ラウディ殿下がお認めになられるなら」

　視線を向ければ、その王子殿下は腕を組んでそっぽを向いた。いいとも悪いとも言わなかった。勝手にしろ、ということだろう。ジュダはソフィーニアを見やり、頷うなずいた。

「どうぞ。ですが私は無作法者ですから、あなたを不快にさせてしまうかもしれません」

「構いません。気に入らなければその場で言いますから、お構いなく」

　かくて、寮りようの食堂でジュダはソフィーニアと朝食を摂とることになった。

　昨日までラウディに対して緊きん張ちようしまくっていたソフィーニアだが、ジュダを見ている間はそんなこともなく、よく喋しやべった。口くち下手べたなジュダとしては、相手がどんどん喋ってくれるのは非常に助かった。あるいは、これが姫君の地じなのかもしれない。

　ソフィーニアは機嫌がよかったが、一方で同席したラウディは終始、無言だった。その表情は硬く、不機嫌なのはジュダにもわかった。雰囲気を察し、ジュダは時々、ラウディに振ったが、彼女は彼女で機嫌が悪いし、ソフィーニアもすぐに話題を振るので、その存在はこの席の中で浮いたものとなっていた。ただそれでも我慢強く席を立たなかったのは、ラウディなりのプライドだったと思う。

　なんとも気まずい食事が終わり、講義の時間となった。さすがにソフィーニア姫が同席することはなかったが、機嫌の悪いラウディを通して、事情はクラスメイトたちに伝わった。

「は？」

　休きゆう憩けい時間、その声はリーレとサファリナがほぼ同時に発した。

「あの姫様、ジュダに乗り換えたの？」

　赤毛の少女が呆あきれも露あらわにすれば、一方の緑髪の貴族生は怖い笑みを浮かべた。

「ソフィーニア姫が、ジュダ君に密着ぅ……？」

「腕を組んで、胸を押し付けて」

　ラウディが口を尖とがらせると、サファリナは、席に座るジュダのそばに屈かがみ、クラスの女子一の胸を押し付けて腕を絡めてきた。……圧倒的肉感。

「こ、こんなふう、かしら……!?」

「なに、どさくさに紛まぎれて腕を絡めてるんだ！」

　ラウディが声を張り上げた。サファリナは顔を赤らめ、しかしジュダと腕を絡めたまま。

「じょ、状況を知らないので、どんなふうか再現を」

「しなくていい！」

　発散される無意識下のレギメンスオーラが、ジュダの肌を火で炙あぶるように感じられた。

「モテモテだね、ジュダ」

　リーレが前の席からニヤニヤしている。

「どうよ、お姫様とサファリナの胸の感触は？　どっちがいい？」

「変なことを聞くな！」と言ったのはラウディだった。

「そうですわ。わたくしのほうがいいに決まってますわ！」

　変な意地を見せるサファリナ。ソフィーニア姫の態度もあれだが、サファリナの態度もあからさまに好意的すぎやしないかとジュダは思った。

　でもまあ、とリーレは頭の後ろに両手を回し、背もたれに身を預ける。

「ジュダって上位騎き士し生せいだし、武勇っていう点ならこの騎士学校でも一番だもんね。お姫様に目をつけられても、まあそうかもって思う。昨日もそのお姫様を助けてたし。案外、そういうのに人間って弱いよねー。ねえ、創立記念祭で助けられたサファリナさん」

「なんですの、嫌いや味み？」

　サファリナがリーレを睨にらみつけた。

「命の借りはそれだけ重いということですわ。あの時、ジュダ君に助けられなければ……わたくしは、いまこうしてここにいられなかった」

「それは……」

　ラウディも声を落とした。お姫様役として女装していたラウディは、創立記念祭の折、亜人解放戦線に誘拐されている。ジュダが助けなければ命はなかったかもしれない。

「ラウディ様」と、リーレが顔を向けた。

「いいんですか？　お姫様をジュダにとられてしまっても」

「……ああ、それは」

　金髪碧へき眼がんの王子様は視線をそらした。実際、ソフィーニアの求愛に応こたえられないラウディである。その対象からはずれるということは、彼女としてはありがたい話だ。諦あきらめてくれただけならいいのだが、ソフィーニアがジュダに恋愛対象を変えたというのは、ラウディにとっては見過ごすことのできない話だった。

　しかし、ジュダの見方は違う。ソフィーニア姫の目を自身にひきつけることができるなら、少なくともラウディの性別発覚の危機は回かい避ひされる。あの母親の仇かたきである国王の望みはいちおう叶かなうわけだ。……腹立たしいことではあるが。

「ジュダは、ソフィーニアのことをどう思っているんだ」

「それ本気で聞いてます？」

　──俺が姫君のことをどう思っているかなど関係ない話だ。もしソフィーニア姫が本気で告白などしてきたとしたら……どうするんだろう。

　最近、女子騎き士し生せいから告白されることがしばしばあったジュダである。英雄じみた活かつ躍やくから将来性を期待するなら、残念ながらお断りするしかない。

「あいにくと、お姫様のことを俺はよく知りませんし、現時点ではなんとも」

「なんだそれ……」

　しかしそんなジュダの態度に、ラウディは釈然としない表情をした。

「それって、ソフィーニアが君を誘って、君が彼女を気に入ったら付き合うってことなのか」

　周囲が固まる。リーレもサファリナも呆ぼう然ぜんと金髪王子を見やる。

「そうか、君ってそんな節せつ操そうのない男だったんだな」

「ラウディ？」

　ジュダは首を捻ひねる。ラウディは肩を怒らせ、そっぽを向いた。

「ソフィーニアは綺き麗れいだものな。ついでに胸も大きいし。誰かさんと違って、非常に女の子だもんな！　君も健全な男だってことだ。……このケダモノ！」

　誰が見てもラウディ王子はお怒りだった。ただ、ジュダの認識と周囲の認識は大いに食い違っていたが。

　元婚約者である姫君をとられてお怒りであると受け取る周囲に対して、ジュダが他の女性に気に入られ、それに対してまんざらでもない態度をとること、それに怒っているのを知る者は、この場では当のジュダとラウディのみだった。
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「今晩は招待を受けてくれてありがとうございます、ジュダ」

　ソフィーニア姫は朗ほがらかに笑った。

　騎き士し学校の食堂。ジュダはイベリエのお姫様と向かい合って座っている。時間は夜。大半の騎士生は食事を終えており、遅くまで作業していた騎士生がわずかながら食事を摂とっているが席が離はなれているため、その話し声もほとんど聞こえない。

「こちらこそ、お招きいただき、恐きよう悦えつ至し極ごく」

「堅苦しい挨あい拶さつはなしにしませんか？」

　ソフィーニア姫は、テーブルの上に肘ひじをついた。

　とても美しかった。氷の結晶をあしらった飾りがキラキラと輝いているドレス姿。赤い宝石をあしらったティアラ、首には宝石が連なるネックレスと、パーティースタイルである。

「こちらも正装してくるべきでしたかね？」

　ジュダは皮肉げに言えば、ソフィーニアは屈託のない笑みを浮かべる。

「制服姿でも充分素敵ですよ、ジュダ。この国の騎士生服はデザインが素敵だと思います」

　ここ数日のラウディを相手にしている時に比べ、落ち着いているふうに見えた。

「あなたの制服はアレンジのようですが、黒色がお好みでしょうか？」

「ええ、黒は自分に合っている色なので」

　黒、闇やみ色いろ。闇の魔ま獣じゆうスロガーヴ。ある種、象徴色といってよい。もちろん、それを周囲に公言したことはないし、する気もない。

「……私も君には黒が似合っていると思うよ」

　隣となりから、トゲを含んだ声がした。ちりちりと肌を焼くようなレギメンスオーラを放っているのは、ラウディである。

　ソフィーニア姫は思わず苦笑したが、すぐに視線を目の前の料理に落とした。

「私は、ラウディ様をお誘いした覚えはないのですが」

「うん、私も誘われた覚えはない」

　ラウディの口調は硬かった。

「でも私は、ジュダと食事の約束をしていたんだ」

「そうなのですか？」と、ソフィーニアは視線をジュダに投げかけた。

「そのようですね」

　ジュダは苦笑した。

　ソフィーニア姫はグラスを取る。中身は赤ワイン。

「それでは乾杯しましょうか。せっかくの料理も冷めてしまいますし」

　角つの猪いのししのステーキがテーブルの中央で湯気をくゆらせている。ジュダもグラスを掲げ、ラウディもそれに倣ならった。……そのあたりは律りち儀ぎである。

　乾杯を交かわし、侍女らが切り分けた角猪の肉をそれぞれの皿に盛り付けた。香ばしい焼き肉の匂においが漂ただようが、特有の臭みは感じなかった。添えられているハーブか、あるいは調理した者の腕がよいのか──少なくとも王族が口にするものだから、味の心配は無用だろう。

　ナイフでさらに一口サイズに切り分けるが、とても柔らかかった。

「あ……」

　猪いのししの肉ってこんなに美味おいしかったっけ。舌の上で肉がとろけ、ソースの味が非常に合っていて、思わず吐と息いきが漏もれた。

「どうした？」

　ラウディが不思議そうな顔をする。ジュダは素直に首肯した。

「この肉、美味うまいです」

「猪の肉だぞ、当然だろう」

　変な奴やつ、と言いたげな顔でラウディは切り分けた肉を口の中に。すると脇わきに控えていたメイアが言った。

「角猪をはじめ、猪の肉は豚肉よりクセがありません。……初期段階で、血抜きが不十分な猪肉しか食べたことがないのでは？」

　暗に「貧しい舌ですね」と言われた気がした。ジュダは肩をすくめる。主あるじであるラウディが不ふ機き嫌げんだと、侍女にも伝染するのだろうか。

「寒冷なイベリエの地でも、猪肉は結構好まれています」

　ソフィーニアはジュダの顔を見て言った。

「栄えい養ようもあって、身体からだが温まりますから。……血抜き、ですか。私はその工程をよく知りませんが、いろいろあるんですね」

　しばらく談笑し、お腹なかを膨ふくらませた後、ソフィーニア姫は言った。

「そうだ、ジュダ。明日は、騎き士し学校の休養日ですよね？　プライベートで王都を観光したいと思っているのですが、お付き合いいただけませんか？」

「王都の案内ですか……？」

　ジュダはワインを口に運ぶ。

「俺とあなたで、ですか？」

「ええ、そうです。あなたと。ぜひに」

「お供も連れず？」

「侍女は連れていくつもりですが、大おお仰ぎようなものにしたくありません。王都視察ではなく、プライベートな観光を楽しみたいのです」

「そうですか」

　ジュダはちらりとラウディを見た。彼女はジュダを見つめ返している。何となく断れ、と言っている雰囲気を感じた。

「ダメ、でしょうか……？」

　不安げに上うわ目め遣づかいの視線をよこすソフィーニア姫。心なしか頰ほおが赤いのはワインのせいか、はたまた別の感情か。好意をもたれるのは悪い気はしないが、ラウディの機嫌を考えれば、丁重にお断りするべきなのだろう。

　だが、ソフィーニアの興味がラウディからジュダへと移ったのであれば、このまま彼女が滞在している期間、注意を引くのはありだ。それでラウディの秘密を守るという目的は果たせる。適当に付き合い、適当に好感度を高めつつ、しかし恋愛未満に落とし込めれば完かん璧ぺきである。

「わかりました。俺でよければお付き合いしましょう。明日は特に予定もありませんし」

「そう、よかった」

　ソフィーニア姫はわずかに身を乗り出した。一方で、ラウディは机に肘ひじをついて手を組む。

「二人で出かけるのか？」

「ええ、二人で」

　ソフィーニアは俯うつむき、心なしか頰ほおを赤らめる。意味深な反応に映る。

「……ラウディ様はご遠えん慮りよください」

「私はのけ者か？」

「拗すねてらっしゃるのですか、ラウディ様」

　もじもじと、しかし顔は俯いたまま、ソフィーニアは言った。

「ジュダの代わりにあなたが王都観光に……デートにお付き合いいただけるのですか？」

　ラウディに対してはまだ緊きん張ちようするんだな、とジュダは思ったが、『デート』という言葉に動揺したのはラウディのほうだった。王子殿下は小刻みに顔を横に振る。

「いや、それはその……私にも都合が」

　──ラウディ、それ駄目です。

　ジュダは瞑めい目もくした。ソフィーニアは顔を上げると両手を組んで、ジュダを見た。

「では私はジュダとデートすることにします」

「え、あ……それは──」

「ラウディ様はお忙しいようですし。ジュダは付き合ってくれるって言いましたよね？」

「ええ。観光ルートはこちらで決めても？　それともご希望はありますか？」

「楽しいところに連れていってくれるなら、お任まかせします」

　ジュダ！　と、ラウディは憎々しげな視線をよこした。強まるレギメンスオーラ。ついでにテーブルの下で彼女の左足が上がり──

　ジュダはそっと右足の位置をずらした。目標を逸いつしたラウディの左足が床を踏ふむ。そんな机の下の攻防に気づかずソフィーニアは、とても好意的な視線をジュダに投げかけるのだった。










　　　　　第三章　幸福の対価




　デートといってもジュダはいつもどおりだった。騎き士し生せいの制服をまとい、腰に帯剣する。防具の類たぐいは身に付けない。

　王都を歩く時、騎士生身分というのは意外と便利だったりする。何も言わなくても向こうが何者か判断してくれるし、下手へたにちょっかいを出されたり、手荒なことに巻き込まれることも少ない。ガラの悪い連中も、半人前とはいえ騎士生に肩が触れたからと喧けん嘩かを吹っかけることは滅多にないのだ。

　一方のソフィーニア姫は、お忍びという自覚か、紫色のフード付きローブをまとっていた。しかしそのローブの下は、なかなか小こ洒落じやれたワンピースタイプのドレスで、スカート丈は地面に近いほど長いものだった。相応の気品と身分を感じさせる姿で、裕福なのはひと目でわかる。だが一番の変化を上げるとすれば、姫殿下は魔鏡めがねをかけ、そのストロベリーブロンドの髪を三つ編みにしていたことだ。

　変装の類だろうか、ジュダは小首を傾かしげる。大人しく真面目まじめそうな雰囲気がさらに増した。

　ソフィーニアには侍女のフレーリャと、ファル隊長、護ご衛えいの女騎士二人が随ずい伴はんし、ジュダのほうは、義妹であるトニが同行した。

『ボクもついていかなきゃダメ？』

　馬の姿でトニは言う。もしこれが人間の姿だったら、あどけない顔に目一杯の嫌いやそうな表情を浮かべているところだろうか。

「別に姫様とお喋しやべりをしろとは言わないさ。せっかくの休みに荷物運びを頼んで申し訳ない」

『まあ、いいけどさ。ジュダ兄にいの頼みなら』

　なおトニは、観光中にソフィーニア姫が「もう歩けない」などと言った場合に備そなえての保険である。

　騎士学校を出て、王都を南進。ジュダが最初に目指したのは、薄うす汚よごれたとある住宅街。

「表通りは、とてもにぎやかですのに」

　ソフィーニア姫は、目の前に広がる閑散たる町並みを眺める。簡かん素そな石造りの建物が連なり、また二階三階と高く積み上がっているために、通りは日が届き難にくく、昼前だというのに薄暗く感じた。

「貧民街、なのですか、ここは」

「貧しい、というのをどう見るかにもよりますね」

　ジュダは姫の半歩前を歩きながら、それとなく周囲を見回す。

「ここは亜人街です。王都に生活する亜人の半分近くがこの一帯で生活しています」

「王都に亜人の町があるなんて」

　ソフィーニア姫は手にした扇状のうちわで口元を隠した。

「亜人はお嫌きらいですか？」

　表情を変えることなくジュダは問うた。さりげない口調だが、そこに込められた言葉に対する答えによっては、彼女への態度が大きく変わる可能性を秘めている。

「嫌いかと言われても……よく、わかりません」

　ソフィーニアは首を横に振った。

「そもそも私は、亜人と接したことがないので」

「一度もですか？」

「ええ、記憶にある限りは。……ああ、もちろん先日のあれは、ある意味初めての亜人との接触だったと言えるかもしれません」

　姫君は後ろ歩きしながら、やや離はなれて続く侍女を見やる。

「あなたはどうですか、フレーリャ。亜人と接したことはありますか？」

「いいえ」とフレーリャは首を横に振った。

「そもそもですね、ジュダ」

　ソフィーニアは向き直った。

「シュテントベルテス……イベリエの首都に、亜人はいません」

「そうなんですか」

　意外に思いつつ、ジュダは興味深げにソフィーニアを見やる。

「どうしてイベリエの首都に亜人がいないのですか？」

「だって、亜人ですから。私たちとは違う生き物です」

　ソフィーニアは肩をすくめた。

「むしろ、ヴァーレンラントの王都に亜人がいるほうが、私たちから見たら驚おどろきです。人間は人間、亜人は亜人。それぞれのテリトリーがありますし、互いに深く干渉しません。ですよね？」

　姫君は同意を求めた。フレーリャは護ご衛えい隊たい長ちようのファルと顔を見合わせた後、口を開いた。

「都会ではそうですね。たまに亜人の行商が来ることがあるようですが。これが田舎いなかの集落だとそれなりに付き合いがあります。ただ、互いに触れてもいい線引きがされているので、衝しよう突とつは少ないと聞きます」

「線引き、ですか？」

　ジュダが呟つぶやけば、ソフィーニアが人差し指を上げた。

「ええ。ここからは私たちの土地、そちらはあなたたちの土地。相手のテリトリーさえ侵さなければ、何も起こりはしないのです」

「なるほど。真理ですね」

　ジュダは素直に感心した。ヴァーレンラントでの亜人問題。それは亜人を差別し、彼らの土地──テリトリーを人間が侵していることに端たんを発している。彼らの土地を欲しがらなければ、こういった衝しよう突とつも避さけられるはずなのだ。

　では何故なぜ、土地を欲するのか。私欲のため？　それもあるし、自らの土地が貧しく、一方で他の土地が豊かであるなら、生きるために肥ひ沃よくな土地を求めるということもある。

　イベリエは寒冷な土地であるが、その分魔ま石せき資源は潤じゆん沢たくだという。いまは他方の土地に手を出さなくても円えん滑かつに動いている。故ゆえに国内に対立はあまりない。……ただ、もしそのバランスが崩くずれたら、他の土地を求めざるをえない状況になったらどうなるのか。ジュダは考えてしまうのである。

「それにしても……少し、臭においますね」

　眉まゆをひそめるソフィーニア。ジュダは苦笑した。

「初めてなら、仕方ないですね。王都観光したいと言ったのはあなたですよ？」

「もっと明るい場所を見せてくれると思っていたのですが」

「そういうところはすでに視察の時に回られたかと」

　ジュダはまったく悪びれなかった。

「せっかくですから、こういう普段行けないところのほうがスリルがあると思いまして」

「スリル、ですか。確かに普通の視察ルートには絶対入れられない場所ですね。興味深くはあります」

　ソフィーニア姫は魔鏡めがねの奥でエメラルドグリーンの瞳ひとみを細めた。

「治安は大丈夫なのでしょうか？　魔法を振るうこともあったりは」

「ない、と思いたいですね」

　ジュダは正直だった。

「人間にも色々いるように、亜人にも色々いますから。亜人解放戦線の手の者がいたら……あなたのようなお美しい令れい嬢じようは危ないかもしれません」

「それがわかっていて、ここを観光ですか？」

「まあ、俺がいる限りは、そう滅多に面倒なことは起こらないはずです」

　ジュダは平然と言い放った。この亜人街は、言ってみれば散歩道に等しい。

　通りの真ん中を歩くジュダ人とソフィーニア。建物に寄りかかったり、フードを被かぶった人型や、壁かべに沿って歩いている猫系亜人ガツト人の姿がちらほらとあった。その多くが人間の来訪者を視界に入れると、次の瞬しゆん間かんそっと視線をそらしたりしていた。……ジュダは少し寂しく感じる。

　──亜人狩りの影えい響きようか……。

　亜人の自由を叫び、人間に戦いを挑む亜人解放戦線。彼らの攻こう撃げきは一般市民を巻き込んだものであり、人間たちの怒りと報復を呼んでいる。それらの犠ぎ牲せいになるのは、攻撃をした亜人解放戦線ではなく、普通に生活を営んでいる一般の亜人たちだ。

　無法者狩りと治安維持の名目で亜人狩りを行ったのが、人間たちの中で特に亜人を敵対視している差別主義者たちだ。

　現在、王都で起きた貴族暗殺事件やエイレン収容所破は壊かいで、差別勢力は弱体化している。

　また先日の王都での大攻勢──エイレン騎き士し学校襲しゆう撃げきも含む──の失敗で、王都近辺の亜人解放戦線も大きな損害を受けた。現状、人間と亜人たちの王都での争いは下火となっている。……もっともそれがつかの間の平へい穏おんに過ぎないだろうことは、予感している。

　タタタッ、と軽快な足音が後ろから聞こえた。人間の顔に犬耳をもったカニス人の子供だ。それが、イベリエの侍女にぶつかった。

「あ!?」

　フレーリャは、とっさにポケットをまさぐった。

　──へえ、気づいたのか、あの当たりで。まあ、あからさますぎるよな。

　カニスの子供は駆かけ抜けるまま、ソフィーニアとジュダの間を抜けようとして……ジュダにとっ捕まった。

「お前、相手をよく見たほうがいいぞ」

　ジュダは、腕の中でジタバタするカニス人少年から、フレーリャの盗とられた財布を取り返す。亜人少年の顔を興味深く見つめるソフィーニア。威い嚇かくするように歯を見せるカニス少年だが、すぐにその腹の虫が盛大に鳴った。

「お腹なかをすかせていたのですね」

　ソフィーニアが言えば、ファル隊長が魔法槍クルセツトを具現化させ、亜人少年に歩み寄る。

「姫殿下、この者、如何いかがいたしましょうか？」

「武器をしまってください、ファル隊長」

「しかし──」

「何か食べ物──ジュダ、ごめんなさい。財布をいただいても？」

　ジュダは、取り返したフレーリャの財布を差し出す。ソフィーニアはそこから銀貨を一枚取り出すと、亜人少年へと手渡した。

「これで何か食べてください」

　少年が目の前の銀貨を奪うように取る。ジュダはその亜人少年を軽く放り投げた。亜人少年は何とかバランスをとって転倒は免まぬがれたが、小さく唸うなると路地へと逃げていった。ジュダはソフィーニアを見やる。

「哀れみですか？」

「目の前でお腹をすかせている子がいるのに、見て見ぬふりをしろと？」

　ソフィーニアはわずかに顔をしかめた。

「イベリエではこんな言葉があります。『お腹をすかせた者を捨て置くのは罪である』。寒冷な土地である我がイベリエでは、助けられる時はそれを惜しんではならないという教えがあるのです」

「素晴らしい教えですね」

　ジュダは頷うなずいたが、いい顔はしなかった。

「ですが、この場合はどうでしょうか？」

　スリをした亜人少年への施ほどこし。なるほど盗みをするほど飢えている、だからお金を与えて何か食べるものを、か。

「根本的な解決にはなっていないと思います。……あの少年は、きっとまた盗みをしますよ」

　目先の施しは一いつ瞬しゆん善行のように見えるが、たとえ一食の飢えを凌しのいでも、また腹をすかせれば盗みに走るだろう。

「そうですね。そう思います」

　ソフィーニアは同意した。だが魔鏡めがねの奥のその瞳ひとみは微み塵じんも揺るがない。

「ですが、いま私たちがあげた銀貨一枚で、あの子は一食の飢えを埋め、さらにその一食分を得るための盗みを働かなくて済む、とも考えられませんか？」

「なるほど」

　確かにそうも考えられる。ジュダは亜人少年の消えた路地を見やる。

「それは盲点でした」

　だがそれでも、やはり何の解決にもなっていないことに変わりはない。ただそれでソフィーニアを責めるのはお門違いだとも思った。ここではこのお姫様は異国の人間であり、本当なら捨て置いてもぜんぜん構わないことなのだ。本当に、それに取り組まなければならないとするなら、それをするのは王都の住人であり、この国を統すべる、あの英雄王であり、ラウディなのだろう。

「目先の善行で、何かが変わることもあります」

　ソフィーニアはジュダの隣となりに立った。

「あの少年の心にも変化が起きるかも。……それに期待しすぎてもいけませんが、人は変われる生き物ですから」

「姫殿下は慈悲深い」

「そうではありません。ただ『きっと無駄になるだろう』とか『無意味』だと決めつけ、できることがあるのにやらないというのを、私は認めたくないだけです」

　姫君の表情は憂うれいを帯び、ここではないどこかを見ているようだった。そんな横顔をジュダがしげしげと見つめていると、ソフィーニアは恥ずかしげにぶんぶんと首を横に振った。

「今のは私の姉の受け売りです。すみません、偉そうなこと言って、忘れてください。恥ずかしいので」

「覚えておきます」

　ジュダは意地悪く小さく笑みを浮かべた。ソフィーニアは頰ほおを膨ふくらませた。

「もう、意地の悪い人」

「よく言われます」

　それが楽しくもある。

　とはいえ、なかなか耳に痛い言葉だった。おそらく、あの亜人の少年はまた生きるために盗みをする。だが、だからと言って、無駄だと自分は諦あきらめていなかったか。何かできることは本当になかっただろうか。……少し、考えてみようとジュダは思った。

　亜人街を行くジュダとソフィーニア一行。それを物陰から見つめる眼めがあった。それらはフードで顔を隠し、足音を忍ばせ追跡する。距きよ離りをとり、建物の陰から見張り、または移動する。

「……」

「どうかしましたか、ジュダ？」

　ソフィーニアが問う。ジュダは背後を一いち瞥べつする。亜人がいるが、それらも特に動きはない。

　トニを見やる。彼女は二十メータほど後方の建物のほうを見ていた。しかし特に警けい戒かいしている様子はなかった。耳がせわしなく動いていないのがその証拠だ。

「いいえ、何も」

　ジュダは先を行く。路地を二つほど進むと、開けた場所に出た。漂ただよってきた濃のう厚こうなスープの香り。亜人街の定食屋だ。昼には少し早いが、すでに何人かの亜人が店前に置かれた席について、あるいは立ちながら食事を摂とっていた。店主とおぼしきドーベルマン系の顔つきをした犬系亜人クーストースが吠ほえるような亜人語で、並んでいる亜人たちにスープを振る舞まっている。

「何を言っているかわかりませんが……」

　ソフィーニアは眉まゆをひそめた。

「何だか怒っているように見えます」

「ええ、『行ぎよう儀ぎの悪い奴やつは倍の値段にするから、お行儀よく並べ、この野郎』と言っています」

「？　亜人の言葉がわかるのですか？」

　驚おどろいたような顔をする姫君に、ジュダは肩をすくめた。

「幼少の頃、亜人の集落にいたことがありますので、ある程度は」

　ちなみにその集落は、人間たちによって滅ぼされた。ジュダの古傷の一つである。

「ずいぶんと言こと葉ば遣づかいが、その」

「上品ではない？」

　ジュダは首を振った。

「人間だって下町の屋台のおやじとか、声が大きかったりしますよ」

　定食屋に並んでいる亜人たちが、一いつ斉せいに視線をこちらに向けた。ソフィーニアは思わずビクリとし、やや離はなれた場所で控えていた護ご衛えいの女騎き士したちも腰の武器に手を添える。

　ジュダは右手を小さく振る。すると定食屋の犬亜人が客たちに二、三吠えた後、ジュダたちに人間の言葉で呼びかけた。

「昼間っから姿を見るのは珍しいな旦だん那な。どうしたんだい？」

「ガイド」とジュダは、隣で目を丸くしているソフィーニアを指し示して言った。亜人の店主は、客にスープをよそいながら言った。

「あんたじゃなかったら、今頃、こいつらが喚わめいていただろうな。お連れさんの香水がきつくて、鼻がもげそう」

「まあ!?」

　ソフィーニアが目を剝むく。亜人たちが一いつ斉せいに振り向いたのも、おそらくソフィーニアの香水のせいだ。ジュダは肩をすくめた。

「申し訳ない、早々に立ち去るよ」

　亜人の多くは嗅きゆう覚かくに優すぐれる。においのきつい定食屋の近くでも、人間のにおいを嗅かぎ分けるくらい容易たやすかったりする。特に店主は犬系亜人クーストースだ。かなり遠方からジュダのにおいを察知していただろう。……そうでなければ、客を散らして店をたたんでいたかもしれない。

「何だよ、ここまで来て、うちのスープ飲んでかないのか？　旦だん那ななら一杯タダだぜ？」

　それを聞いた亜人客の一人が声を荒らげた。何事かと周囲の亜人が注意を払ったので、その亜人が亜人語で説明すると、周囲の客も店主に対してブーイングを始めた。

「うるせっ！　てめえらが今メシ食えるのも旦那のおかげだぞ！」

　クーストースの店主がその強面こわもてで吠ほえると、客たちもしぶしぶと食事に戻った。……以前、亜人狩りに巻き込まれたこのクーストース人店主を、ジュダが救ったのだ。味はともかく、安さが取り得のこの店があることで、腹を満たしている亜人も少なくない。

　ジュダは店に歩み寄る。ソフィーニアと侍女、トニが続く。

「すまねえな旦那。人間嫌ぎらいが多くて」

「亜人狩りなんて、物ぶつ騒そうな連中を目まの当あたりにすれば無理もないよ」

　ジュダはカウンターへ寄りかかる。……使い古され、ところどころ黒ずんだ壁かべや床、掃除しているのか怪しいキッチンを見ると、衛えい生せい面めんがいいとはお世辞にも言えず、まともな人間ならここで食事しようなどとは思わないだろう。

「でも最近は面倒な連中をとんと見なくなったよな。……旦那がぶちのめしたのかい？」

「どうかな」

　すっとぼけるジュダ。……仮面の戦士がしたことだ。要するに、店主の言うことはある程度正解である。だがそれをジュダが認めるわけにはいかない。ソフィーニアが店主とジュダの顔を交互に見比べているのに気づき、犬系亜人は軽く咳せき払ばらいした。

「嬢じようちゃんの前でする話じゃなかったな。……一杯、飲んでくだろう？　いや飲んでいけ、飲んでいってください」

「じゃあ、一杯だけ」

　ジュダが渋い顔で言えば、店主は薄うすい鉄皿に、ドロッとしたスープを盛り、カウンターに置いた。ジュダがそれを取ろうとした瞬しゆん間かん、クーストースの店主は顔を近づけ、犬亜人訛なまりの亜人語を使った。

『旦だん那な、今日はやたら人間が多い。……旦那らの後ろとか』

「ああ。……トニも気づいているようだ。害はない……たぶんね」

「それならいいんだ。余計な心配だったな」

　店主は共通語に切り替え、腕を組んだ。ジュダは小さく首を横に振るのだった。

「食べ物だとはわかるのですが……これを飲むのですか？」

　ソフィーニアは顔をしかめた。様子を見ていたフレーリャも眉まゆをひそめる。店主は吠ほえるように言った。

「嬢じようちゃんも一杯どう？　旦那の連れなら、タダにしとくよ」

「お気持ちだけ……」

　ソフィーニアは辞退した。店主が侍女にも顔を向けたので、彼女もぶんぶんと首を横に振った。……それが賢けん明めいだと、ジュダは思った。実際、この料理にチャレンジしようとしたら、ジュダは止めるつもりだった。

「トニちゃんは飲むかい？」

　店主が声をかけるが、馬の姿のトニは、ツーンとそっぽを向いた。どうでもよさげに彼女の尻尾しつぽが揺れる。……エクート人は基本的に肉は食べない。

　ジュダは鉄皿の縁ふちを指でこすり──気休めだが──スープを口に運んだ。ドロドロした濃のう厚こうすぎるシチューのようなスープ……。

「……どうです、ジュダ？」

　興味深げにイベリエの姫君は聞いた。ジュダは淡々と答えた。

「悪くないですよ」

　よくもないが。ソフィーニアはスープを覗のぞき込む。

「お肉が入ってるみたいですね。これは何というスープですか？」

「初心者にはお薦すすめしませんけど……ネズミラツトスープです」

「ね、ネズミ!?」

　信じられないという顔をするソフィーニアに、ジュダは小さく首を振った。

「きちんと調理されたものなら割といけますよ。まあ、美味おいしいかどうかは人それぞれなので、特にお薦めはしませんが」

　問題は人間の胃が亜人たちのそれより強くないことだ。しっかり調理されているなら、ネズミ料理も大丈夫なのだが、半端な調理だった場合、大抵の人間は腹を壊こわす。

　ジュダはスープを片付けると、銀貨を置いておく。クーストース人の店主は吠えた。

「代はいらねえよ、旦那」

「一杯もらったお礼だよ。家訓でね」

　もちろん、家訓というのは噓うそである。対価を出さないと気がすまない性質なだけだ。ジュダはソフィーニア姫を見やると言った。

「それではご希望に応こたえて、明るい場所へと行きましょうか」

　ソフィーニア姫が亜人をどう見ているか、おおよそわかったし──ラウディもそうだが、このお姫様も亜人に対して敵対的な見方はしていない。

　やや文化が遅れているとか、衛えい生せいについて多少の不満はあるだろうが、お互いの領域というものを認識し尊重している時点で、充分である。

　日の当たる表通りは活気に満ちていた。空は透き通るような青空が広がり、王都の住民や、外から来た商人や旅人の姿であふれている。

　通りの両側に並んだ露ろ店てんもまた、多くの人が訪れ、標準語ナズローテが飛び交かう。時々、亜人の姿も見えるが亜人街の住人と違い、小こ綺ぎ麗れいで社交的だ。

「寄ってらっしゃい、見てらっしゃい！　異国のお土産みやげだよ～。今日買わないと、明日は買えないよ」

　怪しげな旅の土産を広げる露天商の猫系亜人ガツト人が軽妙なトークで人々をひきつけている。こうして表立ったところに亜人商人が出てこられるようになったのも、王都での亜人と人間の関係が少しよくなったからとも言える。……以前が悪すぎた、とも言えるが。

「兄にーさん、姉ねーさん、どうだい、お土産だよ！」

　ガット人の商人に声をかけられる。ソフィーニアは足を止めた。

「ジュダ、ちょっと見ていきませんか？」

「構いませんよ」

「綺麗なお嬢おぜうさん！　どうよ、このペンダントとか。トゥルケ石だよ？」

「綺麗な水色」

　宝石？　と首を傾かしげるソフィーニアに、青色の目の猫系亜人はパンと手を叩たたいた。

「お目が高いね、お嬢おぜうさん！　トゥルケ石に伝わる力についてはご存知かな？　なんとびっくり、この石は地震などから持ち主を守ると言われていて──」

　大げさな手振りで猫系亜人は言ったが、「地震？」とソフィーニアは首を捻ひねった。お国柄、地震から身を守るという実感がわかなかったらしい。ガット人の商人は、はっ、と小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らした。

「人間ヒユージヤンは鈍感やからなぁ～。ほら、こうしている間にも……」

　手を広げ、猫系亜人は真面目まじめぶって周囲をうかがうような仕草をしてみせた。

「？」と首を傾げるソフィーニア。ジュダは嘆たん息そくした。

「たぶん、いまも地面が揺れたんでしょうね。人間には感知できないような小さいやつ」

「でっかいのがドカンときてからじゃ遅いよ、お嬢おぜうさん。どう？　安くしとくよ！」

　うーん、と唸うなるイベリエの姫君。そこへフレーリャが隣となりにやってきて、さらにファル隊長までが露店の商品を見比べる。

「ファル隊長、どうです？　こっちの猫みたいな動物の飾りとか、可か愛わいいかも」

「え、ちょっと微妙な……可か愛わいくない……」

　侍女だろうが護ご衛えい隊たい長ちようだろうが、女性は女性。小物などを前につい職務を忘れてしまうのかもしれない。猫系亜人ガツト人が、ファル隊長の微妙発言があった飾りを指差し、文句をつける。

「聞き捨てならないにー。これは東方にある国の猫神様を模したものに！　オマエ、神さま侮ぶ辱じよくするにっ!?」

　ふふ、とソフィーニアが笑い出した。どうやら、ガット人の方言が可笑おかしかったらしい。
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　ジュダとソフィーニアら一行は店などを眺め、はたまた会話を交かわしながら王都観光を満喫していた。それを物陰から見やるフードを被かぶった人物は、壁かべに無意識に爪つめを立てていた。

　──……。

「た、楽しそう……」

　傍かたわらにいるもうひとりのフードローブ姿の女──サファリナは拳こぶしを固く握りしめた。

「ジュダ君とお姫様、楽しそう……！」

　物陰から様子を窺うかがっていた人物──ラウディ・ヴァーレンラントは嘆たん息そくした。

　楽しそう。サファリナの言うことはもっともだとラウディは感じた。ソフィーニアは色々なものを指差したりしながら、終始表情が明るい。ジュダはそれに対して応こたえるのだが、時々見える横顔は、いつものそれに比べて柔らかなものに見えた。

　ジュダとソフィーニアが王都観光、いやデートをする。それを聞いて、ラウディは黙だまっていられなかった。精一杯の不満を顔に出したとて、ジュダはお姫様と出かけてしまうし……。

　──そんなに、そんなに美人の王女様がいいのか！

　嫉しつ妬とだ。ラウディは自身が抱いている感情を素直に認めた。

　嫉妬は見苦しいというが、いざ自分にその番がやってくると、胸がとても苦しかった。熱くたぎる感情は怒り、いや、もっと根深く溶岩のようにドロドロとしたものだ。それが実際に吐き出せるものなら、どれくらい出てくるのかわからないくらいの量をお腹なかの中に抱えている気分である。

　はぁ、とため息が聞こえた。リーレが、つまらなそうな顔で石畳の上に座り込んでいた。

　ラウディとサファリナは、フード付きローブで変装をしているが、リーレはいつもの騎き士し生せい制服姿で、そのショートカットの赤毛も隠そうともしなかった。

「なんで、あたしが、こんなことに付き合わないといけないのよ……」

「あなたは気にならないの？」

　サファリナが苛いら立だちも露あらわな口調で、リーレを見下ろした。赤毛の少女は億おつ劫くうそうに睨にらみ返す。

「気になるって、何が？」

「ジュダ君とソフィーニア姫のデートよ！　男と女の恋愛よ。決まってるでしょ!?」

「別に……恋愛とか、あたし、よくわかんないし」

「じゃあ何で、あなたはついてきてるのよ？」

　問いかけるサファリナに、リーレは「何でって」と頭をかいた。……本当のことを言えば、昨晩個人的にジュダから相談を受けたのだ。姫殿下と王都に出かけることになったから、その間、ラウディを見ててくれ、と。

　どうしてあたしが、と当然の問いをするリーレに、ジュダは小さく笑った。

『頼りになるからだ』

　そう言われてしまえば、リーレも頷うなずくしかなかった。イベリエの姫君が来てから、学校で幽ゆう霊れいが現れるようになったなんて眉まゆ唾つばな噂うわさも広がっている。用心に越したことはないと、ジュダが言うのだから、そうなのだろう。

　当てにされる経験があまりないリーレである。頼られるとちょっぴり、嬉うれしかったりする。

「いいじゃん。休みで暇ひまだったからよ。何か文句ある？」

「文句はないけれど……」

「だいたい、何だってジュダとお姫様の後をコソコソついていってるのよ？　たまの休日に王都を散歩しているだけでしょ。どうせあと数日でいなくなるお姫様の思い出作りよ」

　何でもないように言い放つリーレ、対してサファリナは唇の端はしをひくつかせた。

「あなたは事の重大さに気づいてないようね。もしあのお姫様がジュダ君のことを本気で気に入ったとしたら──」

　気に入ったとしたら？　ラウディは緑髪の貴族生を見た。

「イベリエに帰る時に、ジュダ君も一緒に連れていかれてしまうかもしれないのよ！」

「はぁ!?」

　声を上げたのはリーレだけではなく、ラウディも同時だった。

「いや、そんな……」

　思わず首を横に振るラウディ。ジュダがイベリエに行ってしまうとか、冗談だよね……？

「ジュダがイベリエに行くのは困る」

　リーレが視線を地面へと向けた。

「ジュダは、と、友だち……？　というか、その……仲間っていうか……」

　ごにょごにょ、と声が小さくなっていく。サファリナは、ふんと鼻を鳴らした。

「はっ、友だち？　問題外ですわね！」

「なによ、悪い!?」

　リーレが食ってかかった。

「友情……うわ、恥ずかしい言葉──友だちじゃあ悪いっての？」

「何でもいいですわ。あなたがそれで満足なら、わたくしは何も言いませんわよ。ライバルが減って清々しましたわ」

　サファリナはそう言うと、表通りのジュダ、ソフィーニアのカップルへと視線を戻した。

「あ、ラウディ様！　ジュダ君が、何かの肉を買いました！」

　頼まれもしないのにサファリナが実況した。ラウディはそれを見やり、同時にぷつん、と何かが切れる音がした。

　──あ、あの時のお肉だ……。

　ラウディが王立図書館へジュダを誘った帰り、彼がお昼時だからとごちそうしてくれた羊肉。甘辛いタレが絡んだ肉はとても美味おいしくて、ラウディはそこで生まれて初めて買い食いを経験したのだ。

　──痛い……。

　思わず左胸に手を当てる。心臓が悲ひ鳴めいを上げているようだった。──どうしてこんなに痛むの？　どうして、こんなに……悲しい気持ちになるの？

「しかし、あのお姫様。ラウディ様に婚約を持ちかけながら、ジュダ君に乗り換えるなんて……厚こう顔がん無む恥ちにもほどがありますわ」

　あんたが言うか──リーレが口元を歪ゆがめた。

「でもまあ、傍はた目めにはお似合いのカップルに見えなくもないわね」

　バキッ、とラウディが手をかけていた物干し台の支柱が音を立てて折れた。木製のそれを知らず知らずのうちに握り込んでいたらしい。

　──似合いの、カップル……？

　フードを被かぶった奥で、鬼き気き迫る顔つきのラウディ、そして折れた物干し台の支柱を見比べ、リーレは動揺する。

「あ、移動するみたいです！　追います！」

　サファリナが動いた。ラウディもその後に続き、やれやれとリーレと、それまで終始無言を通していたラウディ付き侍女のメイアが最後尾につく。なおメイアはラウディの警けい護ごなので、ジュダとソフィーニアには関心がなかった。

「……う、腕を組んだ！」

　サファリナが声を上げた。前方を見やれば、ソフィーニアがジュダの腕を取ったのだ。

　ズキリ、とラウディはまたも胸の痛みを感じて歯は嚙がみした。

　──私だって、まだジュダと腕を組んだことないのに！

　はっきり言えば、王子の身分である以上、人前で彼と腕組みなどできないが。公式では男同士であるわけだから。……いまほど、自分が女として振る舞まえないことが悔しいと思ったことはなかった。

「何を話しているのかしら？」

　サファリナは耳に手を当てるが、距きよ離りがあるせいでジュダたちの声が拾えなかった。なにやら店のガラス窓から中の様子を眺めているようだ。

　──あれ？

　ラウディはその場所に既き視し感かんを覚える。……いや、違う、来たことがある、ここは──

「ええっと、何々……」

　リーレがサファリナの隣となりから覗のぞき込んだ。赤毛の少女は、ジュダとイベリエのお姫様の顔をじっと見つめる。

「……『以前、ラウディ、殿下がドレスを見ていたんです』……？」

　リーレは棒読みに近い口調で言った。

「『妹に似合うのではないかって』……『妹って、フィー、リナ、のことですか』？」

　は？　サファリナが怪け訝げんな顔になった。

「あなた、会話がわかるの？」

「唇の動きでだいたい」

　読唇術である。赤毛の女騎き士し生せいが見せた意外な能力に、サファリナは驚おどろいた。一方で、ラウディはリーレが言った会話の内容から、完全にそれを思い出した。

　──ここもジュダと一緒に来た場所だ。図書館の帰り……。

　そういえば、表通りに出てからの道順、途中から以前ラウディがジュダと王都の散歩をした時にたどったそれに重なっていた。

「『妹姫には……会ったことがないんです』」

　リーレが読唇術を続けている。

「『そうなの、ですか……フィーリ、ナは、とても、いい子です、よ。美人だし』」

　視界の中のソフィーニアは楽しそうにジュダを見上げる。

「『ええ、ラウディも、美人ですから』……？」

　褒ほめられた？　──ラウディは自然と頰ほおが熱を帯びるのを感じた。一方で「あたしに何言わせるんだ」とリーレは渋い顔をしたが。
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「あんなに楽しそうな殿下は、見たことがない」

　ファル隊長は、フレーリャにプレゼントされた猫神様ペンダントに触れながら、言った。

「貴殿には感かん謝しやすべきかもしれないな、ジュダ殿」

「いえ」

　ジュダは視線を転じる。

　貴族生らも利用することが多い高級店が立ち並ぶ一角。小こ綺ぎ麗れいな石畳の通りに面した、お洒落しやれな店構えのパン屋と、それに隣りん接せつする菓子店に、ソフィーニアの姿があった。

　フードを被かぶり、魔鏡めがねをかけた姫殿下はフレーリャと、クリームたっぷりのクレープを食べ比べている。苺いちごか、クリーム単体か、あるいはチョコチップか。全部一緒にしたらダメなのかしら、などと意見を言い合っている。ちなみにジュダが、彼女らからやや離はなれた場所にいる理由は、クレープをトニに与えるためだった。馬の姿のまま同行させている手前、とても退屈だろうからご機き嫌げん取りも兼ねてだ。クレープを差し出したらトニは、ペロリと平らげてしまった。ついでに彼女に手を舐なめられたおかげで、ジュダの右手はべとべとである。

「あんなに無邪気に笑われる方だったとは……」

　ファルの凜り々りしい顔立ちに鎮ちん痛つうの表情がよぎる。ジュダはハンカチで手を拭ふきながら聞く。

「イベリエでのソフィーニア姫は、あまり笑われないのですか？」

「笑うこともあるが、あんな子供のような笑顔はないな」

　ファル隊長の表情は暗い。

「魔ま法ほうの才を受け継つぎながら、それを揮ふるうことができなかった。それがようやく報むくわれたが、それも……」

　それも？　ジュダが注意を傾かたむけていると、ファルは独白するように言った。

「……王族になど生まれなければ」

　生まれなければ？　それはどういう意味だろう。ジュダは、護ご衛えい隊たい長ちようの顔をじっと見つめる。

「あ……すまない、独り言のつもりだったんだが、聞かなかったことにしてくれ、ジュダ殿」

　ファル隊長は視線をそらした。ジュダは首を振る。クレープを食べ終わったソフィーニアとフレーリャが席を立った。

「ジュダ、行きましょうか」

　ジュダは頷うなずくと、姫君のもとへと歩く。フレーリャとすれ違うが、彼女の頰ほおにクリームがついているのに気づき、声をかけようと振り向いた。

「フレーリャ」とファル隊長もそれに気づいたらしく、侍女に声をかけた次の瞬しゆん間かん、彼女を抱き寄せ、その頰に舌を這はわせた。まるで恋人が口付けするように自然に。その慣れた動きに、目もく撃げきしたジュダは開いた口がふさがらなかった。

「ちょっと、ファル！　皆が見てるところで」

　甘えた声を出すフレーリャ。……お二人はそういうご関係で？　ジュダは口を閉じたが、傍かたわらに立ったソフィーニアは、まじまじと侍女と護衛の女騎士の行動を見つめた。

「なるほど……ああやって、頰にクリームを──」

「つけたら、舐めてくれると思ったら大間違いですよ」

　ジュダは皮肉げに口元を歪ゆがめた。

「ラウディ殿下だったら、たぶん指摘するかハンカチとかで拭ぬぐうんじゃないですか」

「ハンカチで拭ってもらうというのもあり、かもしれないです……」

　ソフィーニアは、もじもじしながら、三つ編みにした髪をいじる。

「顔が近づくわけですから、もう少し迫れば、唇が触れるなんてことも──」

　赤らんだ顔を押さえるソフィーニア姫。妄想たくましいというか、ラウディに好意を抱いているのは相変わらず、というか……デートじゃなかったっけ、これ。ジュダは視線をあらぬ方向へと向けるのだった。

「それで次はどこへ行きますか？」

　ソフィーニアに声をかけられ、顔を上げれば、遠くに王都の中心であるヴァーレンラント城が見えた。同時にすぐそばにある王立図書館の屋根も。

　ジュダは考える。

「……図書館なんてどうですか？」

「それって王立図書館ですか!?」

　ソフィーニアは目を輝かせた。ジュダは尋たずねる。

「王立図書館はもう見られました？」

　何せエイレンにある図書館は、彼女が最初に訪れただろうヴァーレンラント城のすぐそばにある建物だ。初日の視察に含まれていてもおかしくはない。

「公務で行きましたが、ゆっくり見ることは。なので。ぜひ、連れていってください！」

「本がお好きなのですか？」

「ええ。こんなことを言うと笑われるかもしれませんが、人間の友人よりも好きな本の数のほうが多いくらいです」

　その例えはどうなんだ、と思うが、そういえばこのお姫様は魔ま法ほう使えないコンプレックスで部屋に引きこもっていたという話だ。フレーリャも姫の部屋に本があるとか言っていたし、読書家なのかもしれない。

「ひょっとして、その魔鏡めがね……」

「おわかりになります？　読書用です」

　ソフィーニアは自身のかけている魔鏡の蔓つるをそっと持ち上げてみせた。ジュダは微笑する。

「奇遇ですね。俺も読書は好きですよ。少ないですが部屋に書棚があります」

「まあ！」

　ソフィーニアは吃驚びつくりしてみせた。

「ジュダは、どんな本を読むのですか？」

「主に戦術や戦史です。あとは動物や植物に関するもの」

「お堅いですね！」

「本なんて、そんなものじゃないですか」

　本とは基本手書きである。原本を除けば写本となり、それらも人力なので、学校などで使う教本のような薄うすいものならともかく、一般的な本は数が少ない。娯楽方面の本となるとさらに希少であり、大抵は知識を深める学術書や歴史書などに偏かたよっているのである。

「それ以外だと……『大陸見聞録』とか『魔ま石せき魔法と魔術』とか」

「ハルハラン・スゥの魔法本!?」

「え、ああ。ええ、もちろん写本ですが」

「すごい！　私も持っています、ハルハラン・スゥの本！」

　私のも写本ですが──ソフィーニアはジュダの肩に顔を寄せた。

「異国の地で同好の士と出会えるとは。これはぜひ本のことで語り合いたいです！」
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　王立図書館で二刻ほど時間を潰つぶした後、再び王都観光に戻った。

　とはいえ、普段より歩いたせいか、ソフィーニア姫はトニの背中に揺られて王都を見て回った。初めは手た綱づなのない馬トニに戸と惑まどっていたが、ジュダの指示に忠実に従う馬に、ソフィーニアも次第に慣れていった。むしろ、自分の声にも反応して動いてくれるので、とても気に入ったようだった。

　日が傾かたむく。王都の北部。小高い丘があり、そこには太陽神教会があるのだが、ジュダたちはそこまで行かず、歩道脇わきの木陰に腰をすえた。王都でも高い位置にあるため、沈みゆく夕日が綺き麗れいだった。

「あっという間でしたね。こんな時間まで王都観光をしてしまうなんて」

　ソフィーニアが丸太ほどの大きさの石を椅い子す代わりに座り、伸びをした。ジュダに対して、「隣となりにどうぞ」と招く。侍女のフレーリャやファル隊長らは、少し離はなれた場所で休息をとっている。

「王都の隅すみ々ずみまで見るなら、一日では見きれないと思いますよ」

　ジュダはソフィーニアのそばに座る。石の大きさのせいであるが、ほどんど肩が触れ合う距きよ離りである。

「今日は案内してくれてありがとうございます。疲れませんでしたか、ジュダ？」

「これくらいは……。騎き士し生せいですから。甲かつ冑ちゆう姿で一日いることもあります」

　あなたは？　と聞き返せば、ソフィーニアは小さく首を傾かしげて笑みをくれた。

「疲れました。でもとってもいい気分です。……リードしてくれる騎士様が退屈させなかったから」

「恐きよう縮しゆくです」

「これは、何かお礼が必要でしょうか」

「お構いなく。俺も気分転換できましたから」

「それでは私の気が収まりません！　何かお礼をさせてください」

　ソフィーニアの肩がジュダの肩に触れた。やや拗すねているような姫君の顔が間近にあって、ジュダは柄にもなく緊きん張ちようした。

「……何をしてくれるんですか？」

「何をしてほしいのですか？」

　ソフィーニアは小こ悪あく魔まめいた笑みを浮かべて、指で自身の唇をなぞるような仕草をした。

「お姫様がするお礼といえば、これ、でしょうか」

「何を……!?」

　姫君は魔鏡めがねの奥で目を閉じると、ジュダにその顔を近づけた。明らかにそれは口付け──わずかに目を瞠みはるジュダ。ささやかな吐と息いき。ゆっくりと近づくものの、かすかに震えているようでもある。少し硬い動き──しかしジュダはすんでのところで彼女の接せつ吻ぷんを指で押し止とどめるのである。

「お戯たわむれが過ぎます、姫殿下」

「ん……」

　ソフィーニアはゆっくりと身を離はなした。背後で近くの茂みが揺れたようだが、ソフィーニアはちらりと見ただけで、再びジュダに視線を戻した。
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「……やはり気づいていましたか？」

「本当に好きな相手……つまりラウディ殿下相手だとあなたは赤面するし、見ていてもわかるくらい動揺しています。でも俺にはそういうの、ありませんでしたし」

　実際、ソフィーニアはラウディの前だと、緊きん張ちようして身を硬くする。好きな相手に嫌きらわれたくないという心理が働いているからだろう。一方、ジュダに対しては少々の緊張は見られるが、動揺まではいかなかった。

　今回の王都観光でも、ラウディと一度歩いた話をしたらそのコースを行きたいと言ったり、時々ラウディの話題を出せば、恋する乙女おとめのように緊張したりしている。その様を見れば、勘かんづくというものだ。

「本当なら、いまあなたとこうやって話しているくらい自然にラウディ様とお話がしたいのですが。憧あこがれすぎて、頭の中も上手うまく回らない感じです」

　ソフィーニアは笑った。

「おかしかったでしょう？　ラウディ様の前だと」

「可か愛わいらしいと思いました」

　ジュダは正直だった。

「好きな人の前で動揺しているところなんか」

「動揺とか言わないでください！　……まあ、そうなんですけど」

　姫殿下は唇を尖とがらせ、視線を王都の景色へと向けた。

「……ラウディ様にヤキモチを焼かせられたでしょうか？」

「ええ、充分に」

　すべてはラウディの気を引きたいがためにソフィーニアが仕組んだことだ。

「キスするふりをすれば、飛び出してくると思ったのですが」

　近くの茂みを一いち瞥べつするソフィーニア。ジュダも肩をすくめる。間違いでなければ、いまその茂みにはラウディ、サファリナ、リーレらが隠れている。……王都観光中、ずっとつかず離はなれずの距きよ離りを保って、彼女たちはついてきていた。

「ラウディ様は私以外に、つまり他のどなたか好きな人がいるのでしょうか？」

　彼女が好きな人──ジュダは一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。好きな人というのは恋愛対象か。

「……特定の女性はいなかったと思います」

　噓うそはついていない、と思う。ジュダに対して好意を示すラウディだが、それは恋愛感情なのか友情なのか、いまいち摑つかみかねていた。恋愛感情のような気がしないでもないが、だとしても関係の発展が望めない以上──ジュダはスロガーヴ、ラウディはレギメンスだ──あまり深く考えることはしない。

　考えても無意味だからだ。だが彼女のことは、大切にしたいとジュダは思っている。……心の中がモヤモヤした。妙な鼓動も感じている。恋する乙女でもないのに、とため息をつきたくなった。

「私はずっと、ラウディ様のことをお慕したいしていますのに……」

　ソフィーニアは呟つぶやいた。ジュダの灰色の瞳ひとみがじっと見つめる。

「姫殿下は、ラウディ殿下と幼少期を過ごされたことがあるとか」

「年に数回程度。私の母とラウディ様のお母様は姉妹ですから。それほど長く、というわけでもないですが……ふふ、そう考えると不思議ですね。私はずっとラウディ様と遊んでいたような気がします」

　ソフィーニアは膝ひざを抱えたまま、空を見上げる。

「とても優しくて、かっこよくて、本当のお兄様みたい……」

　相当、思い出が美化されているような気がした。ラウディの話では十年近く会っていなかったという。そして十年前といえば、ラウディの一つ年下というソフィーニアは五歳か六歳。

「ラウディ様ったら、足は速いし、木登りも上手でした。とにかく元気が有り余っているみたいで、私も追いかけるのですが、ちっとも追いつけないんです」

「へえ……」

　思わず相そう好ごうを崩くずす。わんぱくなラウディとか、ちょっと見てみたい。

「無理に追いかけて、よく雪の上で転んでしまったのですが……そのたびにラウディ様は私を起こしてくださって。頭を撫なでてくれたり、私を背負ってくれました。とても嬉うれしかった」

　楽しそうに語るソフィーニア。あまりに微笑ほほえましくて、ジュダは心の中がぽっと温かくなるのを感じた。

「……憧あこがれてました、ずっと。お姉様から『あなたはラウディ様と結ばれるのよ』と聞いた時も、そうなんだって、当たり前のように信じてました。……けれど、婚約は破棄」

　そのエメラルドグリーンの瞳ひとみに影かげがよぎる。

「魔ま法ほうが使えないから。イベリエ女王の血筋なのに、魔法が使えないダメな子だから。婚約も破棄されてしまったんです」

　──ん？

　ジュダは違和感を覚えた。メイアがソフィーニアの侍女に、ラウディが婚約を破棄した理由を伝えたのだが、聞いてないのだろうか？

「そうなのですか？」

「ええ、きっとそうです。それ以外に考えられません。私がイベリエの姫にふさわしい力をもっていれば……」

　そう思い込んでいるのだ、ソフィーニアは。

　ジュダは察した。誰も本当のことを言わないから、彼女は自分なりに考え、そういう答えを導みちびき出したのだ。そして侍女のフレーリャも、ソフィーニアには何の落ち度もないという話をまだ告げていない。……このまま真実を言わなければ、きっとこの子は自分を責め続ける──ジュダはソフィーニアから強い不安を感じた。

「私は、ようやく魔法を使えるようになりました。魔法学院でもトップをとれる実力……私はようやくその力を得ました。これで、ラウディ様にも認めてもらえる！　そう思ったのに……」

「あなたの魔ま法ほう、すごかったです」

　ジュダは素直に褒ほめる。

「あれだけの魔法の使い手は、俺も見たことがありません」

「ありがとう」

　ふっとソフィーニアが微笑した。ジュダはそれとなく探さぐりを入れる。

「何か、きっかけがあったんですか？　あれほどの魔法を扱えるコツとか」

「ふふ、秘密です」

　姫君は楽しそうに笑った。ジュダは残念そうな表情を貼はり付ける。

「意地悪ですね」

「そんな大したことではないのです。……ある日、部屋に閉じこもっている女の子のところに、魔法使いさんがやってきた……それだけのこと」

　これ以上は教えません！　とソフィーニアは笑顔だったが、それはすぐに消える。俯うつむき、その声は深く沈んだものになる。

「せっかく力を得たのに……ラウディ様は、私のことを認めてくださらないみたい。十年……そうですよね、それだけ長い間会ってなかったんですもの。ラウディ様も変わります。そのお心も。……馬ば鹿かみたいですよね。私だけずっと信じてたなんて」

　乾いた笑い。自分を責めるソフィーニアに、ジュダはポツリと言った。

「とても素敵だと思いますよ」

「ジュダ？」

「一いち途ずなんですね、姫殿下は。ラウディ殿下も、あなたのその気持ちを知れば……」

　そこから先の言葉は出なかった。気持ちを知れば、何だ？　ラウディがソフィーニアと婚約するとでも？　それはありえないのだ。

　どんな言葉をかけることができるというのか──ジュダは王都の景色を見やる。

　自分の口からは言えない。真実をぼかし、せめてソフィーニアに責はないと言葉を重ねたところで、ジュダの口からでは、気休め程度にしかならない。彼女の深く根付く心の闇やみを溶かしてやるには、ジュダはまだ彼女との関係が足りない。誰ならその言葉が届くのか。……決まっている、ラウディしかいない。

　あたりは夕闇に包まれつつある。王都の建物のあちこちで魔石灯の明かりが点つきはじめる。ヴァーレンラント城もほのかに魔力の光をまとい、闇の中にぼんやりと光って見えはじめる。やがて完全に日が落ちれば、王都は宝石箱をひっくり返したような魔石灯の光が広がるのだった。
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　騎き士し学校へ戻った時、すっかり夜となっていた。休きゆう養よう日びだけあって、食堂も閉店の時間なのだが、ジュダは何とか夕食にありつくことができた。ラウディの侍女のメイアが部屋を訪ね、「お食事の用意がありますから騎き士し生せい食堂へお越しください」と声をかけてくれたのだ。

　お腹なかもすいてきたので助かるのだが、この提案は同時に面倒事とセットになっていることをジュダに予感させた。……そもそもメイアが自主的に、ジュダに夜食を用意するなんてことはない。つまり、そうするよう誰かに命じられたわけで、それを命じることができるのは、主人である王子様だけである。

　明かりだけがついている騎士生食堂。その席の一角に、ラウディはいた。メイアが導みちびいたのは、当然のごとく金髪碧へき眼がんの王子様に向かい合う席だった。

「ご機き嫌げんいかがですか、ラウディ」

　ジュダは極力、いつもの調子を心がける。変に力を入れたり、意識していることを感じさせない声で。対するラウディは、じっとジュダの顔を見つめている。硬いその表情。

「あまりよろしくなさそうですね」

　席に座る。目の前の王子様は両手を組んで黙だまり込んでいる。

「お話があるのではないのですか？」

　ジュダは促うながした。重苦しい沈ちん黙もくなどご免こうむる。

「それとも、新あら手ての嫌いやがらせですか？」

「……ごめん」

　ラウディがぽつりと言った。その一言に、ジュダは耳を疑った。

「はい？」

「その……ごめんなさい」

　ラウディは謝あやまった。ジュダは困惑を深める。

「どうして謝るんですか？」

「だって……君に不快な態度をとった」

　金髪王子様は俯うつむいた。

「ソフィーニアに誘われて王都観光なんて、ぜったいに彼女の色気に惑まどわされたんだと思った。でも、ジュダは、ちゃんと彼女の思惑に気づいていた。私を嫉妬させるという思惑」

「謝しや罪ざいされるということは、どうやらあなたの俺に対する誤解は解けたようですね」

「よく考えればわかるはずだった。あなたが、そんな簡かん単たんに女性に手を出すような人間じゃないってこと」

「それは過大評価じゃないですか」

　ジュダは用意されていたお茶──ミリミ茶を飲む。

「俺だって、誘惑されれば相応の態度をとりますけど？」

「今日一日、君たちを見ていたけど──」

「ええ、こっそり俺たちの後についてきてましたね」

　バレバレだったが。耳のいいトニは気づいていたし、ジュダにしても観光の早い段階で見抜いた。後半ともなるとソフィーニアでさえ気づいていた。

「どうだったのかな？　ソフィーニアと腕を組んだり、くっついたり、お喋しやべりしたり」

「嫉しつ妬とですか？」

「……ええ、嫉妬した、悪いか？」

　ラウディは正直だった。

「次の休日は、ぜひ君と王都観光したいな。もちろん、二人で！」

　それは構いませんが──ジュダは頷うなずいた。ただできればくっついたり、腕を組んだりとかは体質的に遠えん慮りよしていただきたいが。

　そこでラウディが沈んだ顔になった。

「ソフィーニアのことなんだけど。……彼女、私のことを好きだって」

「ええ、そう言ってました」

　ジュダの表情は真剣なものに変わる。

「心からあなたを慕したっている様子でした。あなたと婚約できると聞いたら、きっと飛び跳ねるくらい喜ぶでしょうね」

「……うん」

　ラウディは机に両りよう肘ひじをついて組んだ手に額ひたいを当てた。

「どうすればいい、ジュダ？　彼女の気持ち……応こたえられない」

　女だから。王子の皮を被かぶったお姫様だから。ヴァーレンラントにもイベリエにも同性結婚はない。何より始末が悪いのは、ラウディはソフィーニアのことをそれなりに好いていることだ。従姉妹いとことして、慕ってくれる相手への好意。これが嫌いやな奴やつで、振ることに何の遠えん慮りよもいらない相手なら、理由など告げずに一方的に振っても良心は痛まない。……政治的に多少問題はあるかもしれないが。

「俺の思っていることを言ってもいいですか？」

　そう前置きすると、ラウディは首肯して先を促うながした。

「ソフィーニア姫に、本当のことを言うべきでは」

「本当のこと……？」

「付き合えないこと。……あなたの本当の性別」

「!?」

　ラウディはハッと息を吞のんだ。わずかに視線をそらして。

「言わなきゃ……ダメなのかな？」

　秘密は隠さなくてはならない。王は告げていいとは言わなかった。ラウディの真の性別については、知る者は少ないほどよい。いくら好意的でも、ソフィーニアにその秘密を知らせたとして、万が一にも他へ漏もれるなどということになったら──？

「婚約破棄の件、彼女は自分のせいだと思っています」

　ジュダは告げる。

「魔ま法ほうの才能の欠如……それが婚約破棄の原因だと。先日、姫君の部屋にメイアさんと行った時、侍女に、あなたが特殊体質でソフィーニア様とは婚約できないというそれっぽい虚言を弄ろうしたのですが」

「あながち間違ってないね、それは」

　ラウディは頷うなずくが、ジュダは首を横に振った。

「ですが、どうも侍女からその話はソフィーニア姫の耳には届いていないようです。言い出すタイミングを図はかりかねたのか、あるいは侍女の口からでは信じてもらえないと思って黙もくしたかはわかりませんが……」

「……たしかに突然、侍女がそんな話をしたとして、信じられるかといえば」

「もし聞かされたら、真実を知りにあなたのもとへ駆かけ込んでくるんじゃないですか」

　そう推測したジュダだが、そうなると──

「結局は、あなたが言うしかないということです。当人たちの問題、といったら親同士が決めた婚約なんですが、やはりラウディ、あなたが決着をつけるしかないと思います」

「どうしても秘密を言わないといけないのかな？」

　ラウディは踏ふん切ぎりがつかないようだった。

「仮に、ソフィーニアが私が女だと知れば……それで彼女を大きく傷つけることになるのではないかな。私は、彼女に十年以上、噓うそをつき続けたことになる」

「あなたが悪いわけではないでしょう」

　本当に責められなければならないのは、ラウディを男として育て、破棄するとわかっていながらソフィーニアと婚約させたヴァーレンラント王と、それを知りながら娘に真実を黙しているイベリエ女王。いや、女王は口止めされているのだから、あの金ぴか国王が悪い。全部、あの男が悪い。

「同罪だよ。私はずっと言わずにいた。それが結局、ソフィーニアを追い込み、今に至るわけだから」

「真実を告げずにいても傷つけていて、真実を告げればさらに傷つける、ですか」

「噓をつくっていうのは、そういうことだよ」

　ラウディは自じ嘲ちようした。その青い瞳ひとみはテーブルに向けられる。

「本当のことを言うか。あるいはこのまま噓をつき続けるのか」

「……」

「彼女が一番傷つかない方法はどちらだと思う？」

　ラウディはジュダを見た。

　ソフィーニアが、ラウディの本当の性別を受け入れてくれれば問題はない。しかしそうならなかったら。ソフィーニアが真実を拒こばみ、喚わめきたて、騙だまされたと周囲にそれを喧けん伝でんしたら？

　彼女なら大丈夫、などと楽観するのは危険だ。どれだけ好意を寄せてくれていても、ひとつの噓うそ、ひとつの傷で態度が豹ひよう変へんするのが人間という生き物だ。

　──……たとえば、俺がスロガーヴだとラウディが知ったら、どうするか。

　友だちだからと受け入れてくれるだろうか。あるいは闇やみの魔ま獣じゆうであることを受け入れられず、宿敵である関係に囚とらわれ、裏切られたと非ひ難なんするだろうか。

　隠しているものは違えど、それが明るみになった時、どう転ぶかわからない秘密を抱えているというのは共通している。だからジュダは、ラウディが悩むのが理解できるし、簡かん単たんに決められないこともわかっていた。

「……真実を告げず、噓をつき通すのも手ではあります」

　ジュダは灰色の瞳ひとみを向ける。

「体質的な問題では追及をかわしきれない、というのであれば、彼女に嫌きらわれるように振る舞まうとか」

「ソフィーニアの嫌いやがることをするとか？」

　そんなことはできない、とラウディは首を横に振った。ジュダは視線をそらす。

「ありがちな話ですが、他に好きな人がいるとか」

「他の恋人をでっち上げるのか？　それもダメだ。ソフィーニアを納得させるだけの人選だと、それ相応の身分の者になる。仮にその噓が、どういう経路を伝ってかわからないけれど当人の耳に入ったりしたら迷惑な話だし、万が一にも私が婚約を望んでいるなんてのを本気にしたらどうする？」

　ラウディはそう断じた。まったくもってそのとおりである。

「もしその手でいくなら、当人が噓だと理解した上で、この噓に同意してくれる者が必要になる。……そんな相手、すぐに見つけられるか？」

「サファリナはどうです？」

　ジュダは言った。ルーベルケレス侯こう爵しやく家けの令れい嬢じようであるサファリナなら、身分的にも上位貴族出なので、王族とそれほど劣おとるものではない。何より本人が騎き士し学校に在ざい籍せきしているので、この策さく謀ぼうに取り込みやすい。

「それらしくもあるが……ダメだな」

　ラウディは残念そうに首を振った。

「サファリナ嬢なら同意してくれるかもしれないけれど、ここが騎士学校であることを考えるとその噓が周囲に伝え聞かれて大きくなる。先も言ったが、サファリナの家のほうでこの話を聞き本気になったら、あるいは周囲の貴族の家が口出しをしてきたりしたら……」

「そうですね」

　言い出した割には、ジュダの態度は実にあっさりしていた。

　いまジュダがしていることは、ラウディの逃げ道をふさぐ作業だった。ソフィーニアに真実を告げる、それしか方法はないと本人に覚悟させるために、あえて別案を提示し、それがどれも難むずかしいことを理解させようとしていた。……とはいえ真実を告げなくてもよい解決策が出てくることも期待していたりする。ジュダとしては真実を告げる方法が今のところ一番と思っているが、リスクがある。それ以外に妙案があるなら、そちらに切り替えることも考えていた。

「ねえ、ジュダ。……恋人候補なんだけど、一人思いついた」

　ラウディが上うわ目め遣づかいの視線をよこした。……とっさに嫌いやな予感がしたが、それは黙だまっておく。

「聞きましょう」

「好きな人なんだけど、ジュダ、でいいかな……？」

「却下」

　即答だった。ラウディは身を乗り出す。

「だってこの噓うそのことを理解していて、たとえ噂うわさになっても家に迷惑がかからない。そもそも、君は男だから、世間的に見て婚約できないとわかるから、どうにでもなる」

「代わりに大きな何かを失いそうだ」

　ジュダはため息をついた。

「冗談じゃない。男同士で、とか俺はそんな趣味はありませんよ。男色家なんて噂が流れるのだってごめんです。そうなったらあなた自身の評判にも傷がつきますよ」

「男色家……それが噂になれば、私も婚約話はなくなるかも……」

　一いつ瞬しゆん、絶句するジュダだが、それがすぐにラウディのちょっとした願望であることに気づいた。だからはっきりと言っておく。

「将来、貴族連中と付き合う時に、本物の男色家が寄ってくるようになりますよ」

「名案だと思ったのに」

「迷案でしたね」

　ジュダは皮肉げに返した。

「それに男性同士の婚約が成立しないという点をソフィーニア姫に突かれたらおしまいです。この案はさっさとお忘れになるほうがよろしいかと」

　うん、とラウディは黙だまり込んだ。……何か案はないかと考えているが、そう簡かん単たんに浮かべば苦労はしない。ジュダは念押しをする。

「言っておきますが、時間切れは期待されないほうがいいと思いますよ。姫殿下の滞在期間は限られています。遅かれ早かれ、関係を迫ってくるでしょうから。むしろ本当のことを言うのなら、ソフィーニア姫から関係を迫られる前に、あなたから言うしかない」

　そのほうが誠実だ。相手に迫られてから本当のことを話すのはどう考えてもよろしくない。言い訳じみた態度ととられてしまえば、それこそ相手の精神を余計に逆さか撫なでするのである。

「やっぱり……言うしか、ないのか」

　その青い瞳ひとみが揺れる。

「真実を告げることが、彼女を最も傷つけないのなら……」

　ラウディは祈るように手を組む。願わくば、ソフィーニアが真実を受け止めてくれる心の持ち主であることを。

「覚悟、できましたか……？」

「うん。明日、ソフィーニアに言う」

　男装のお姫様はそこで、こみ上げてくる震えを抑えるように自身の身体からだを抱きしめる。

「でも……怖いよ、ジュダ。もし、本当のことを話して、それを受け入れてもらえなかったら」

「受け入れてもらうよう、説得するんです」

　ジュダは、はっきりと言った。ラウディは力なく笑った。

「……上手うまく、できる自信がない。笑えるよね、こんな臆おく病びような私は」

「不安なんて誰でもあります。だから笑いません。それに──」

　ジュダは真顔だった。

「俺はあなた以上に臆病です」

　本当のことを言う覚悟がもてない男だから。本当なら人のことをとやかく言えないが。

「そんな俺でも、あなたのそばにいることはできます。たとえ、あなたがソフィーニア姫に本当のことを告げて、彼女がそれを受け入れられなかったとしても。それで何が起ころうとも俺はあなたの味方であり続けるでしょう」

「どうして……そこまで？」

　嬉うれしい気持ちと不安が入り混じった顔をするラウディ。

「本気で言っているのですか？」

　ジュダは皮肉げに言った。

「俺は、あなたの騎き士しですから。それ以上の理由がいりますか？」
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　ソフィーニアはベッドに飛び込んだ。その顔には自然と笑みが浮かぶ。

　楽しかった。王都観光。ジュダが見せてくれた世界は、とても興味深くて新鮮だった。

　なんとも変わっている殿方だと感じた。必要以上にかしこまることなく、ソフィーニアに堅苦しい思いをさせなかった。さりげなく気配りしてくれたし、彼が用意していたあの馬もまた、非常に気が利きいていたのも好評価。こちらの話は聞いてくれるし、ただ答えるだけでなく、何か言葉を付け加えて話してくれるのもよかった。決定的だったのは、読書家の一面をもつというソフィーニアとの共通点。デート前と比べて評価が上がったことは言うまでもない。

　──ラウディ様が気に入るのもわかるな。彼、私の騎士になってくれないかしら？

　とはいえ、そんなことをしたらさすがにラウディに嫌きらわれる、とソフィーニアは遠えん慮りよするのである。王都観光中も、ラウディが尾行していたこともわかり、王子様を充分嫉しつ妬とさせることができて大満足だった。

　ベッドの上でバタバタとはしゃいでしまう。もし彼が拗すねていたとしても、その時は自分がどれだけ愛しているか伝えよう。ずっと、ずっと、ずっと、慕したい続けた想おもいを告白しよう。ジュダには思わせぶりな態度をとって悪いことをしたと思うが、彼はきちんとソフィーニアの心境に理解を示してくれた。……この埋め合わせは必ずしようとソフィーニアは思う。

『──何かいいことでもあったのかな、お姫様？』

　部屋に女の声がした。ソフィーニアは一いつ瞬しゆん、ドキリとしてベッドから半身を起こした。

　フレーリャでもファル隊長でもない。自分ひとりしかいないはずの部屋に、それは立っていた。深い闇やみ色いろのフード付きローブをまとった人物。影かげのような雰囲気をまといつつ、夜空の星星を溶かし込んだような鮮あざやかなそれは、幽鬼じみていて、しかし同時に得体の知れない美しさがあった。

『久しいね、イベリエのお姫様』

「あなたは……」

　魔ま女じよ──ソフィーニアは緊きん張ちようを緩ゆるめる。このフードで顔を隠した自称『魔女』は、いつも音もなく唐突に現れる。いったいどんな手を使っているのか、ソフィーニアには見当がつかないが、その分、この女性の力の一いつ端たんを感じさせた。

「まさかヴァーレンラントにまで現れるとは思いませんでした魔女様。ひょっとして、最近この学校に出没している幽ゆう霊れいとは、あなたですか？」

　ふふ、と魔女は笑った。騎き士し学校で幽霊騒さわぎがあると侍女から聞いていたが、どうやらこの魔女がそうだったようだ。

「それで、今夜はいったいどのようなご用でしょうか？」

『その前に』

　魔女は右手を上げ、その細く白い指先を向けてきた。

『いま、あなたはどんな気持ち？　魔法を手に入れて、幸福になれたかな？』

「ええ……おかげさまで、私はいま幸せです」

　ソフィーニアは胸を張った。

「あなたには感かん謝しやしています。あのまま魔法が使えなかったら、いまこの国に私は来ていませんし、あの部屋に閉じこもったままでした」

　ソフィーニアが魔法に関して『覚かく醒せいした』と周囲が認知するようになった原因。それはこの魔女にあった。一ひと月つきほど前、唐突にソフィーニアの部屋に現れると、『力が欲しくないか？』と持ちかけてきた。魔法国の姫ながら、現状にコンプレックスを抱いていたソフィーニアは、すぐには信じなかったが、何度か接触しているうちに、彼女の呼びかけに応じたのだ。

　その結果が、いまのソフィーニアの幸福につながっている。言うなれば恩人だ。

『では、いまあなたは幸せなんだね？』

「ええ、とても」

　頷うなずくソフィーニア。フードから覗のぞく魔ま女じよの口元に笑みが浮かんだ。

『姫様の望みは叶かなったわけだ。とてもよかった。私の力が役に立って何よりだ……ただ』

「ただ？」

　魔女の声が低くなり、ソフィーニアは眉まゆをひそめた。魔女はいささか躊躇ためらいがちに言った。

『姫様が力を得た代わりに、私は少し困ったことになっていてね。……できれば、姫様の力を借りたい』

「まあ、そうなのですか？　何でしょうか？　私にできることなら力をお貸しします。あなたには何かお礼をしなくてはと思っていましたから」

『そうか、イベリエのお姫様は義理堅い。とてもいい子だね』

　魔女は嬉き々きとして言った。

『じゃあ、私の願いを聞いてくれるね？』

「ええ、おっしゃってください」

　ソフィーニアは胸を張った。恩人に恩を返せると、気分がよかった。

『私の望み、それは──』

　魔女の口元がいびつな形に歪ゆがむ。

『あなたがラウディ王子を殺すことさ』

　次の瞬しゆん間かん、ソフィーニアの視界を闇やみが覆おおった。
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　ジュダは騎き士し学校の巡回当番だった。いわゆる警けい備び任務の一いつ環かんで、学校施設に侵入者などの形跡がないかを見て回る。騎士学校には専門の警備部隊がいるが、彼らの任務補佐も騎士生の実習訓練の場となっている。

　ジュダは同じく当番だったクラスメイトのマルトーと、校内ならびに学校敷しき地ち内ないの巡回を終え、当直教官に『異常なし』を報告した後、当番から解放された。

　教官執務室のある中央校舎を、ジュダは、クラス一の巨漢であるマルトーと歩いていた。朝日が昇り、校舎の窓にもそのまばゆい光が差し込んで思わず目を細める。

「しっかし、退屈な見回りだったな」

　身長二メータ近いマルトーは、貴族生で外見どおりの力自慢だ。かつてはジュダと敵対的だったが、創立記念祭での一件の後は、中立的な関係になっている。

「巡回が退屈なのは、いつものことだろう？」

　ジュダが言えば、マルトーは小首を傾かしげた。

「それはそうだが、ここ数日、侵入者の話があっただろう？」

「幽ゆう霊れいの話もな」

「……オレは幽霊なんて信じないね」

「大丈夫か、顔が角ばっているぞ？」

「うるさい、生まれつきだ」

　マルトーが軽くジュダの肩を小こ突づいた。ジュダはお返しに相手の横腹に拳こぶしを入れる。

「もっと加減しろ。案外痛いぞ」

「これでも加減してるぞ？　オレが本気出したら相手は吹っ飛ぶ」

　他愛もない会話。見た目勇壮なマルトーであるが、意外に小心な面もある。退屈な見回りなどと口にはしていたが、例の侵入者の噂うわさのせいか勤務中はいつにも増して集中していた。……まあ、その反動だろうとは思う。

　そのマルトーは大あくびをした。

「あー、眠い。巡回当番だと、徹てつ夜やだからな。……お前も寮りように戻って寝るんだろう？」

「いや、王子殿下と約束があってね。これから騎き士し生せい食堂で待ち合わせだ」

「元気だねぇ。……眠くないのかよ？」

「一日くらい寝なくても問題ない。そういう体だ……お前は今日の授業は？　休むか？」

「ああ、どうせ起きてられない」

　巡回当番明けは、授業を休んでいいことになっている。大抵の騎士生は、当直明けは寮に帰って寝るのだ。

　ジュダは食堂への分かれ道で立ち止まった。

「じゃあなマルトー。俺はこっちだから」

「お休み、じゃなかった、お疲れ」

　またも大きなあくびをしながら、巨漢のクラスメイトが去っていく。ジュダは騎士生食堂へと向かう。……小さくあくびが出た。少し眠かった。

　食堂へ到着する。大半の騎士生が寮の食堂を使うだけあって、朝に騎士学校食堂にいる生徒は多くない。点在する騎士生たちを眺め、待ち合わせの金髪王子様を見つける。……何故なぜか、リーレとサファリナが一緒にいた。

　カウンターで朝食の黒パンと、芋とキノコの煮込みスープ、ミリミ茶をトレイに載のせて、ラウディらの席へと向かう。いち早く気づいた王子様が手を振った。

「おはよう、ジュダ。お勤めご苦労様」

「おはようございます、ラウディ」

　いつもは向かい合う形で座るのだが、あいにくとラウディと向かい合う席にはリーレとサファリナが座っている。ジュダはラウディの隣となりの席に腰掛ける。……レギメンスオーラは微妙にあり、やや緊きん張ちようしている様子だ。おそらく後でソフィーニアに秘密を打ち明けるからだろう。

「おはようございます、ジュダ君」

　ジュダの正面に陣取るサファリナが挨あい拶さつをしたが、どこか刺とげ々とげしさを感じた。優雅にお茶を飲んでいるが、閉じられた目と相まってその表情は硬い。

「昨日は、姫君ととてもお楽しみでしたね」

「……君もお疲れ様でした」

　ソフィーニア姫との観光を、彼女らが尾行していたのは知っている。

「休日に護ご衛えい、ご苦労でした」

　ジュダが皮肉げに言えば、サファリナはばつが悪そうに咳せき払ばらいした。リーレは席にもたれて、視線をあらぬ方向へ向ける。

「ま、まあ、あんたは楽しそうだったわね。……案外、お似合いのカップルに見えた」

　ぶっ、とお茶を噴ふん出しゆつしかけたのはラウディとサファリナ、ほぼ同時だった。ジュダは意地悪く眉まゆを吊つり上げた。

「見ていたんだろう？　姫君が俺を観光に誘ったのはラウディの気を引くためだって」

「そうでしたわね」

　サファリナは頷うなずいたが、頰ほおは赤かった。

「で、でも腕を組んだりしてましたわよね？　それについて何か言うことは？」

「演技だろう。俺に何を言わせたいんだ？」

　何でもないようにジュダは告げた。

「逆に当て馬にされた俺についてはどう思う？」

　サファリナは押し黙だまる。リーレは皮肉っぽく唇を歪ゆがめた。

「でも、いい思いしたでしょ？」

　その一言に、ラウディのレギメンスオーラが少し強くなった。……誤解は解けたと思ったのだが、この反応はやはり気になるところがあるのだろう。ここで「よかった」などと口にしたら、さらに強くなるのだろうと予想する。

　ジュダはのそのそとパンをかじり、言葉を濁にごす。口の中に入れている間に喋しやべるのはお行ぎよう儀ぎが悪いからとか云うん々ぬん。

「もし、落ち込んでいるのでしたら」

　サファリナが神妙な口調で言った。

「わたくしが慰なぐさめてあげてもよくってよ、ジュダ君。ええ、当て馬にされた惨みじめなあなたに慈悲深いわたくしが相手をしてさしあげますわ」

「相手って」

　あからさまに呆あきれるリーレやラウディ。ジュダは口の中のパンを飲み込んだ。

「慰めるって、具体的には何をしてくれるんだ？」

「な、何を言わせたいんですの!?」

　緑髪の高慢令れい嬢じようは赤面して声を上げた。──いや、慰なぐさめるとか言ったのは君だろう？

「あー、サファリナ、厭いやらしい。厭らしいこと考えたー」

　リーレがからかった。キッと隣となりの赤毛の少女を睨にらむサファリナ。

「な、何をおっしゃいますの!?　そんなわけ──」

　言い合うクラスメイトたちに呆あきれ、ジュダは隣のラウディを見た。

「厭らしいことって何でしょうね？」

「さあ、何だろうね。……そこで私に振るの、やめてくれないか？」

　ラウディも心なしか頰ほおが赤くなった。厭らしいという言葉からそれぞれが走らせる想像の連れん鎖さ。はてさて、この王子様はどんなことを考えたのかと、意地悪な心がうずいた。

　そこでふと、ジュダは気づく。

「ラウディ」と、視線で誘ゆう導どうする。食堂にソフィーニア姫がやってきた。いつもの白いドレスとは違って、漆しつ黒こくのドレス姿。ラウディのレギメンスオーラが幾分か強くなる。表情を改めた王子に、ジュダはやはり真剣な口調で言う。

「声、かけますか？　昨日の話」

「うん。……先延ばしにしても仕方ないから、早く終わらせる」

　あらかた食事を片付けていたラウディは席を立った。リーレとサファリナが顔を上げる。

「ラウディ様？」

「ごめん。失礼する──」

「ラウディ」とジュダは声をかけた。

「幸運を」

「ありがとう」

　覚悟を固めた、凜り々りしき王子殿下はその場を離はなれ、イベリエの姫君のもとへ。視線でその様子を確認したリーレとサファリナはジュダへと向き直った。

「すっごく真剣な顔してたけど、大事な話？」

「まあ、そんなところ」

　まだ人の少ない時間帯とはいえ、ラウディの性別の秘密を明かすのに、ここは都合が悪い。おそらく他に人がいない場所へ移動して、そこで話となるだろう。

　ラウディが、ソフィーニアに声をかける。姫君は、非常にゆっくりした動きで顔をラウディへと向ける。

　おや、とジュダは思った。ソフィーニアの様子に違和感を覚えたのだ。動きが緩かん慢まんというか、ラウディと一対一で向き合って、顔色一つ変わらない。いつもは途と端たんに赤くなったり、どこかせわしない態度をとったりするのだが……。

「ねえ、あのお姫様、ちょっと変じゃない？」

　リーレも同様のことを思ったのだろう。ソフィーニアの表情は人形のようにぴくりとも動かない。ただじっと、ラウディを見つめている。そのラウディは俯うつむき気味に何か──おそらく大事な話があるからと切り出しているのだろう──言っていて、姫君の異変に気づいていないようだった。

　胸むな騒さわぎがした。何故なぜか、とても嫌いやな予感。思わず席を立ちかけたその時、ストロベリーブロンドの豪ごう奢しやな髪を持つお姫様は、ラウディに抱きついた。

　吃驚びつくりするラウディ。しかしソフィーニアは無表情のまま、自身の後ろに隠すようにしていた右手を前へと出した。そこにはキラリと光る短剣。

「え……？」

「ちょっと……!?」

　リーレとサファリナが固まった。ソフィーニアはその手に忍ばせた短剣をラウディの腹部に刺したのだ。

　ジュダは席を蹴けるように走っていた。

　身を離はなすソフィーニア姫。ラウディは呆ぼう然ぜんと、自身の刺された腹部、血がにじみつつある腹部に手を当てた。ガクリと膝ひざが折れた。

「ラウディ！」

　悲ひ鳴めいが聞こえた。ジュダは駆かける。空気が鉛なまりのように重く感じた。遅い、もっと早く！

　追い討ちとばかりにさらに短剣を振りかざすソフィーニアを、ジュダは飛びかかりざまに押し倒した。衝しよう撃げきで短剣が落ち、床を滑すべる。

　リーレがまず、ラウディに駆け寄り声をかけた。

「ラウディ様、しっかり！」

　痛みにその端たん麗れいな顔を歪ゆがませたラウディは腹部を押さえ、身体からだを折り曲げる。

「早く手当てを！」

「警けい備びに通報を！」

「馬ば鹿か、医者が先だ！」

　食堂が喧けん騒そうに包まれる。まばらだった他の騎き士し生せいたちも騒ぎに固まり、現場に寄る。

「ジュダ……？」

　か細いラウディの声。──俺を呼んでる？

「ラウディ、ここにいます！」

　その声に、ラウディは青い瞳ひとみを向けてきた。黒髪の騎士生の姿が近くにあることを認め、安心したように力なく微笑ほほえむと、次の瞬しゆん間かん、彼女は意識を失った。










　　　　　第四章　命の選択




　ラウディ・ヴァーレンラント王子が、イベリエ魔ま法ほう国こく王女ソフィーニア・イベリエに刺された。この報は騎き士し学校中を駆かけ巡り、王城にも届けられた。

　傷を負ったラウディはすぐさま、王室治ち療りよう団だんの手による治療を受けた。性別のことがあるので、騎士学校の医師は介在せず、教官たちも締しめ出された。

　事件を起こしたイベリエの姫は寮りよう内ないの自室に軟禁となった。学校の警けい備びや教官たちが固める中、イベリエから来た従者らもそれぞれの部屋に押し込められた。

　ジュダは治療が行われている部屋の前で、じっと待っていた。壁かべによりかかり、無言で。そばにはトニがいて、リーレやサファリナもいたが、ジュダが恐ろしいほどの沈ちん黙もくを守っているために口を開けずにいた。

　止められなかった。あの場にいたのに。どうして、もっと近くにいてやれなかったのか。そうすれば防げたかもしれない……そう思うと自然と表情が曇くもる。

　ジュダは思わず唇を嚙かんだ。熱く、ドロドロした感情が渦巻く。まるで火山から流れ出た溶岩の塊かたまりのようだ。吐き出される吐と息いきは神の子といわれる火竜のように熱かった。

「ねえねえ。なんで王子オージ様、刺されちゃったの？」

　じっとしていることに耐たえられなくなったか、トニが口を開いた。腕を組んで立っていたサファリナが、わずらわしそうに眉まゆをひそめる。

「何故なぜって……わたくしにわかるわけないですわ」

「り～れ～」

「あたしだって知らないわよ」

　リーレはその場にしゃがみ込んで、複雑な顔をしていた。

「でもさ、あのお姫様、様子が変だったよね」

「変？」

　サファリナが視線を向ければ、リーレは淡々とした口調で言った。

「なーんか心ここにあらずって感じじゃなかった？　ラウディ様と話しているけど、視線が動かなかったっていうか。そこを突然ドスッ、でしょ」

　リーレは続けた。

「ああいう動き、あたし前にも見たことあるんだよね。……催さい眠みん魔法にかけられたやつ」

「催眠魔法!?」

　驚おどろくサファリナ。トニは「さいみんまほー？」と小首を傾かしげた。

「それは、創立記念祭にコントロがラウディ様を刺そうとしたそれと同じ──」

　ラウディが殺されかけたのは今回が初めてではない。記憶に新しいのは、騎士学校の創立記念祭の時に、クラスメイトだった騎き士し生せいのコントロが突如、ラウディを短剣で襲おそった事件。

「そういえば、あれも催眠魔ま法ほうだっけ？」

　リーレは、どこか憮ぶ然ぜんとした顔になった。

「イベリエの姫君は、催眠魔法に操あやつられていたというのか、リーレ？」

　ジュダは問うた。唐突に声をかけたせいか、赤毛の騎士生はビクリとたじろぐ。

「そう見えただけって話。証拠はないけどさ。でもそうかもしれないって思わない？　あのラウディ様にべったりだったお姫様が突然、殺そうとするなんて」

　ありえないよ、というリーレ。ジュダは目を閉じた。

「催眠魔法を否定しているわけじゃない。俺にもそう見えた」

　見えた、と思えるからこそ、余計に腹が立つのだ。最初に違和感を覚えた時に動いていれば、とまたしても後悔の念が渦巻く。

　過ぎてしまったことだ、いまさらどうにもならない。

　ジュダは思考を切り替えようと努力する。わかっていても、早々に感情の整理がつくわけではない。だが考えることで、この荒ぶる気持ちを抑えようとする。

「お腹なかすいたー」

　トニが腹部を押さえて言った。ジュダは我に返る。

　そういえば、とうに昼も過ぎているような。時間の経過が早いのか遅いのかにすら、ジュダは気づいていなかった。

「ジュダ」

　声をかけられ、ゆっくりと視線を向ければ、そこにはジャクリーン教官ともう一人。

「養父おやじ殿」

　ジュダは姿勢を正した。やってきたのは六十手前の男。銀色の刺し繡しゆうの入った灰色のローブをまとうは、この国の大臣であるペルパジア。ジュダの後見人であり養よう父ふでもある人物だ。そして現在、国王以外にジュダがスロガーヴであることを知っている男でもある。

「少し話せるか？」

「もちろんです……」

　外へ出よう、とペルパジアは言った。ラウディのそばについていたいと思うジュダだが、どの道、治ち療りよう中ちゆうの今、廊下にいてもできることはない。ここにいるとばかりにジャクリーン教官が頷うなずくと、ジュダはペルパジア大臣に付き従った。

　建物の外に出ると、ひんやりとした空気が肌に当たった。空はどんよりと曇くもっている。雨の気配はないが、風が吹いていた。

「少しは冷えたかね？」

　ペルパジアは、やんわりと告げた。ジュダは苦笑する。

「俺はそんなに暑そうな顔をしていましたかね」

「ああ。かなり機き嫌げんが悪そうだった。……君の体温は高ぶり、周囲を焦こがさないか心配になったくらいだ」

「冗談のつもりですか？」

「割と本気だよ、スロガーヴ。君の力は周囲に影えい響きようを与える。気をつけることだ」

　思いやりに満ちた言葉だった。ジュダは小さく頷うなずいた。

「すいません。だいぶ……その」

「動揺している？」

「ええ。ラウディが、俺の見ている前で刺されて」

「フォレス君から、大体のところは聞いた」

　ペルパジアはジュダの肩に手を置き、歩き出した。

「よもやソフィーニア姫がラウディ殿下を殺害しようとするなど」

「止められませんでした」

　ジュダは吐き出すように言った。

「……俺がもう少し早く異変に気づいて対処していれば……防げたかもしれない」

「止められたかどうか、それはわからない。あまり自分を責めるな」

　それはそうだが──いや、それで納得できるほど簡かん単たんなものではない。苛いら立だちがつのる。だが思考をクリアにする必要があった。怒りに支配された脳では、ろくな考えが浮かばない。ジュダは深呼吸した。

「……国王陛下はお怒りでしたか？」

　大臣が騎き士し学校を訪れたところから見ても、ラウディのことは王の耳に届いているはずだ。あの少々娘想おもいが強い王のこと、一番に駆かけつけてきてもおかしくない。

「ああ、それはもう」

　ペルパジア大臣は目を回してみせた。

「ラウディ殿下が負傷したと聞き、動転された。あまりにいろいろなことを考えたために、眩暈めまいを起こされ、いま安静にしている」

「とても安静にしていられる状況とは思えないのですが」

　ジュダは、いつもの皮肉な調子を取り戻す。ペルパジア大臣は同意した。

「まったくだ。後継であるラウディ殿下のこともそうだが、イベリエの姫殿下の処遇もある。事は外交問題だよ」

　ペルパジアは優しくジュダの肩を叩たたいた。

「ソフィーニア姫がラウディ殿下を刺した理由はわかるかね？　何か兆候は？」

「まったくありません。正直、いまでも信じられない」

　ジュダは首を横に振った。

「あんなにもラウディを慕したっていたのに。まさか殺そうとするなんて──」

「君にも理由はわからない、か」

　ペルパジアは顎あごに手を当てる。

「ソフィーニア姫は、ラウディ殿下に婚約を求めていた……」

「ええ、そう思います」

「だが、ラウディ殿下は彼女と婚約できない。……何故なぜなら、女同士だから」

「養父おやじ殿!?」

　驚おどろくジュダに、ペルパジアは目め配くばせをした。

「私が知らないとでも？　何年私が王の側近をしていると思うのだ？」

「以前話した時、あなたはラウディの性別をご存知ないように言われていたので」

「ああ、あの時、君がラウディ殿下の性別を知っているとは思わなかったからね。秘密を守るというのは、そういうことだ」

　ペルパジアはそこで表情を引き締しめた。

「もし、ソフィーニア姫がその事実を知ったらどうだろう？　ラウディ殿下の性別がわかり、婚約できないと知った時、ショックのあまり今回の凶行に走った」

「こんな話をするのは怒られるかもしれませんが養父おやじ殿。実は、ソフィーニア姫に、ラウディは自分の性別を告白するつもりでした」

　ジュダがそう仕向けたのだ。ペルパジアは片方の眉まゆを吊つり上げる。

「では、動機はそれで間違いないか？」

「いえ、ラウディはまだ話していないと思います。少なくとも食堂には他にも人間がいて、ソフィーニア姫に秘密を打ち明ける時は、場所を選ぶつもりでしたから」

「では、姫はラウディ殿下の秘密をまだ知らない？」

「そのはずです」

　先んじて知っていた？　いやそれはないはずだ。昨夜ラウディと食堂で話した時も、周囲に人はいなかった。刺殺を図はかった理由は、ラウディの秘密云うん々ぬんでは──いや、待てよ。

　──ひょっとして、侍女が話したのか？

　ジュダは、メイアとイベリエの侍女の部屋に招かれた時のことを思い出した。あの時、噓うそとはいえ、メイアがラウディとソフィーニアは婚約できないと話した。それを王都観光の後か、今朝ソフィーニアが聞いたとすればどうだ？　ラウディを嫉しつ妬とさせ、さあこれからという段階で婚約できないと知り、絶望し思い余って……。

　──いや、それでも短剣で刺そうとするか？　まず本人から確認しようとするのが普通じゃないか？

「ただ、ソフィーニア姫の行動に不ふ審しんな点が。彼女は催眠魔ま法ほうに操あやつられていた疑いがあります」

「催眠魔法……」

　ペルパジアの顔が曇くもった。

「つまり、何者かがソフィーニア姫を操あやつり、ラウディ殿下を暗殺しようとした、と」

「可能性の話です」

　証拠はない。だが操られていたとなれば、あのソフィーニアがラウディを殺害しようとした行為にも納得ができる。

　もし、ソフィーニアが催眠魔ま法ほうをかけられたとする。……いったい誰が魔法をかけたのか。いや、そもそも誰にそんなことができる？

　催眠魔法と簡かん単たんに言うが、それを実際に行うとすれば限られる。まず魔法が使える者。そしてソフィーニア姫に近づいても不ふ審しんがられない人物、または咎とがめられない者……。イベリエの者、あるいは侍女？　フレーリャの顔が脳裏に浮かぶ。自分の主あるじに催眠魔法──しかし、彼女はソフィーニアを深く慕したっているようだった。

　いや、待て。怪しいといえば──ジュダは思い出す。

　昨今、騎き士し学校に潜せん入にゆう騒そう動どうを起こしていた『幽ゆう霊れい』。それが実際に存在し、侵入した目的がソフィーニアだったとすればどうだ？　彼女に近づき、催眠魔法をかけるための下準備を行い、それを実行したとしたら──

「ともあれ、これは非常によろしくない状況になりつつある」

　ペルパジア大臣は低い声で言った。

「ソフィーニア姫の行動によって、両国の関係に亀裂が生じた。姫が何故なぜ凶行に走ったのか。その理由如何いかんによっては、ヴァーレンラントとイベリエは──」

「戦争になる」

　ジュダは淡々と、しかし内心からこみ上げる憤いきどおりを押し隠すことはできなかった。ペルパジアは頷うなずいた。

「相手は強力な魔法兵器群を有するイベリエだ。対する我がほうは、亜人との種族問題を抱えている。さらに戦争の理由如何によっては、諸侯らの動きも警けい戒かいする必要がある。領土拡張を狙ねらう好戦派は参戦するだろうが、先の北方戦役以降、王家に不信を抱いている者たちは力を貸さないやもしれない」

「今戦争になったら、ヴァーレンラントは危ない？」

「現状のままなら、いつでも危ない」

　ペルパジアは皮肉げだった。

「そもそもあの国は我が国以上に、北方蛮族と衝しよう突とつを繰くり返しているからね。戦いの練度はこちらよりも上と見る。魔法戦でくればそれこそ勝ち目は薄うすい……イベリエの国内情勢については不透明だが、王家の娘が関わっている事態だ。楽観はできん」

　つくづく、ラウディを守れなかったことが悔やまれる。たった一本の短剣で、二つの国が戦争になるかもしれない。昨日まで想像だにしなかったことだ。……いまさら言っても仕方のないことだが。

　ペルパジアは曇くもり空ぞらを見上げる。

「ソフィーニア姫が凶行に走った動機……それ次第で、戦争は避さけられないやもしれない。しかし現在、ラウディ殿下を刺した後、姫も意識を失って話も聞けない状態だ。早急に取り調べを行いたいが、相手は王族だからな。荒々しくとはいかん。……しかし時間が経たてば痺しびれを切らしたイベリエが救出軍を派は遣けんしてくる可能性もある。……君も戦場に行くことになるかもしれんぞ、ジュダ」

「騎き士し生せいですからね。従軍の可能性はあるでしょう」

　ジュダは、静かに息をついた。

「もっとも、俺は人間同士の戦争なんて興味がありません。もし、戦うのだとすれば、ラウディのため。それ以外──特に国王陛下のために戦う気なんて毛頭ありません」

　それだけは間違いない、とジュダは心の中で呟つぶやく。ペルパジアは、すっと顔を上げた。

「誰のために戦うか、それは個人の問題だ。歴史という視点で見る場合、個々の理由が顧かえりみられることはない。……君が王子殿下のために戦おうとも、後世から見れば、君の毛け嫌ぎらいする王のために戦った兵士の一人と解釈されるだろう。歴史に名を残すような、よくも悪くも特別な行動で記録に残らない限りは」

「……」

　ペルパジアは首を振ると、話題を変えた。

「それで、ラウディ殿下の容態だが」

「腹部に一箇所。致命傷ではないのですが、刃やいばに毒が塗られていたようです」

　ジュダは、またも感じた怒りを意識し、それを封じようとゆっくりした呼吸を心がける。

「短剣では急所を的確に一いち撃げきできなければ殺せませんから、毒物で補助したのでしょう。忌いま々いましいことですが」

「即効性の毒物でないことが幸いだったな」

　ペルパジアは冷静な口調で告げた。ジュダは首肯する。

「騎士学校にそれらは持ち込めませんから。イベリエ人たちもここに来た時に、荷物を調べられています。魔法による擬ぎ似じ毒どくか……」

　あるいは毒物を作り上げた、とか──ジュダの脳裏にはイベリエ侍女の部屋にある草花が浮かぶ。誘眠性のウェブミルがあったくらいだ。単独では毒素のない植物でも、混ぜることによって有毒な性質に変化することがある。……またもあの茶髪の侍女の顔がよぎった。

「ラウディ殿下がいまだ治ち療りよう中ちゆうなのも……」

「ええ、毒に対する治ち癒ゆ魔法を試みているためと聞いています。何の毒かわかれば、もっと早く取り除けると思いますが……」

「いまは王室治療魔法師に期待しよう。時間はかかろうとも、必ずや取り除いてくれるだろう。彼らはそれ専門の医師だからね」

「はい……」

　ジュダは自身を納得させるように小さく頷うなずいた。早く彼女の容態がよくなればいい。ジュダはそれを願うばかりだった。

　ペルパジアが立ち止まった。視線を転じる大臣と同じ方向へ目を向ければ、ラウディ付きの侍女であるメイアが足早に駆かけてくるのが見えた。

「失礼します、大臣」

「ラウディ殿下の容態か？」

　ペルパジアが問えば、メイアは一礼した。ジュダは胸むな騒さわぎを覚える。

「治ち療りようは終わりました。毒は除去され、ラウディ様も意識を取り戻されました」
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　ラウディは医務室に隣りん接せつする専用の病室に移された。

　上級貴族の子女のためプライベートを尊重する作りのその部屋の、ベッドの上にラウディは身体からだを横たえていた。部屋には他に誰もいなかった。ジュダが訪れると、ラウディは身を起こそうとした。

「そのままで」

　怪け我が人にんに無理をさせるつもりなどないジュダは、ベッドの傍かたわらに椅い子すを持っていくと座った。

　白い寝ね間ま着き姿のラウディ。髪を束たばねるリボンをしていなかったので、その長い金髪が広がり、どこから見ても女の子にしか見えない。

「お加減はいかがですか、お姫様」

「姫様言うな」

　ラウディの声は、か細かった。刺されただけに留とどまらず、毒とも戦った後なので弱っていて当然だった。レギメンスのオーラはほとんど感じられない。

「お休みになればいいのに、俺を呼び出したりして……」

「迷惑だった？」

「元気なあなたの顔が早く見たかったです」

　ジュダが安あん堵どを込めて言えば、ラウディは顔を赤らめた。

「そ、そういうこと、いきなり言うな。……恥ずかしい」

　ぼそぼそ、と言うラウディ。思わず彼女の額ひたいにかかる髪を払ってやりたくなり手が動きかけるが、自分が素手であることを思い出し、すぐに手を下げた。歯がゆい、しかし、迂う闊かつな行動だ。いずれ無意識にやってボロが出そうな予感。

「無事でよかった。あなたを守るはずなのに、こんなことになって──」

「何を言ってるんだ？　私が刺された時、すぐに駆けつけてくれたじゃないか」

　ラウディは優しかった。だからこそ、ジュダの心にそれは染み渡り、同時に辛つらくなる。

「本当は刺される前に駆かけつけられるはずだったのに」

「君の姿を見た時、すごくホッとしたんだ……」

　少女は胸に手を当てる。

「刺された時、とても怖かったから。死ぬかもしれないって──もっとジュダと話したいことあるのに。……気持ちを伝えられずに死ぬのは嫌いやだって、思った」

「気持ち……？」

　ジュダが言えば、ラウディは首を横に振る。

「何でもない。……私は生きてる。それでいいだろう？」

「ええ。……本当に」

　ジュダは俯うつむくのだった。不死身の悪鬼、無敵の魔ま獣じゆうが聞いて呆あきれる。好意を寄せる女ひとり守れないとは。

「ソフィーニアだけど」

　唐突に、ラウディは言った。

「いま、どうしてる？」

「寮りようの部屋に。警けい備び兵へいの監視付きで」

「そう、か」

　その青い瞳ひとみは無感動に、天井を見上げる。

「ソフィーニアは、どうして私を刺したんだ……？」

「……」

「彼女に、私の性別を打ち明けるつもりだった。だけど、その前に」

　どうして。ラウディはジュダを見た。

「性別を抜きにして、あなたと婚約できないという話を侍女から聞いた可能性」

　ジュダは右手の指を二本上げた。

「もう一つは、催眠魔ま法ほうによって操あやつられていた可能性」

「催眠魔法？」

「リーレが言ってました。あなたを刺す直前のソフィーニア姫の様子が変だったと」

「そういえば……」

　ラウディも思い当たるようだった。

「声をかけても返事をしなかった。上うわの空そらのような感じで、具合が悪いのかと思った。そうしたら、突然」

　刺された腹部に手を当てる。

「催眠魔法……誰かがソフィーニアに私を刺させた。何のために？」

「あなたを亡き者にするため」

「それなら、ソフィーニアである必要はない。他の誰でも」

「ええ。そう考えるなら、この状況を生み出すためでは。ヴァーレンラントとイベリエ、双方の間に不信感をつのらせ、友好関係を破は壊かいしようとする者。……戦争を望む者」

「コントロを魔ま法ほうで操あやつった者……」

「そうかもしれませんし、違うかもしれない」

　ジュダは首を横に振った。

「とにかく、ソフィーニア姫に会って話をしないと解決しないでしょう」

「それなら──」

　ラウディが半身を起こそうとした。だがすぐに患部に痛みが走ったのか、小さく呻うめいた。ジュダは席を立った。

「無理をしないで」

「……大丈夫。これくらい、平気だ」

　ラウディはつよがった。しかし荒く息をつくさまは、どう見ても大丈夫とは言い難がたい。

「少し休んで──」

「こういうのは、早く解決しないと」

　その青い目に浮かぶは強い意志。

「外交問題なら、寝ているわけにもいかない」

　それはそうだが──ジュダは、ベッドの傍かたわらにある鈴を鳴らした。すぐに扉が開き、待機していたメイアが一礼した。

「何か？」

「ラウディが大人しく寝てくれないんです」

　ジュダはため息混じりに言った。

「できれば痛み止めを処方できませんか？　……じっとしてろと言っても、聞かないんでしょ、ラウディ？」

　うん、と微笑ほほえむ金髪の王子。メイアは「かしこまりました、すぐに医師に伝えます」と頭を下げ、扉を閉めた。

　ソフィーニア姫に会う。ラウディが刺されてから、すでに半日以上が経たっていた。次にお姫様と顔を合わせた時、ラウディにどのような反応を示すのか。……彼女の意志だろうが、操られていようが関係ない。またも刃やいばを向けるようなことがあれば、断固阻はばんでやる。

　ジュダは恐れていた。ラウディを失うことを。

　母を失った。友を失い、故郷を失った。そして今ジュダが最も大事にしているものが、ラウディという存在。それが天敵であるレギメンスというのは皮肉としかいいようがないが、復ふく讐しゆう以外に見み出いだした生きる目的を、むざむざ失うのはごめんだった。……もっとも復讐自体、捨てたつもりはないが。

　かけがえのない存在。ラウディ・ヴァーレンラントという光。

　ジュダは決意を固める。何があろうとも。どのような手を使ってでも。

　必ず、守る。
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「噓うそです！　噓！　そんなこと、ありえませんっ！」

　ソフィーニア・イベリエは叫んだ。

「私が、ラウディ様を刺したなんて！」

「噓ではございません」

　傍かたわらに立つフレーリャは血の気の引いた顔を向けつつ、搾り出すように告げた。

「姫殿下は、短剣でラウディ王子殿下の腹部を刺されたのです。……それ以外に、この状況を説明できません」

　ソフィーニアが目を覚ましたのはつい先ほどのことだ。ベッドに寝かされていた彼女だが、じき、異変に気づいた。

　身に付けているドレスが昨日──昨晩のそれと違うこと。そして手に血のようなものが少しついていた。

　フレーリャがすぐに隣りん接せつする侍女の部屋から出てきて、現状を聞かされた。そこでソフィーニアは知らされることになる。……自分にまったく身に覚えのない凶行について。

「知りません！　私は昨日のことしか覚えていない！　今日だって──」

　いま目が覚めたのだ。ラウディを殺そうとするなんて、ありえない。そもそも昨晩は『魔ま女じよ』に会ったのだ。彼女は何と言っていたか……ラウディを殺せ。

　まさか──ソフィーニアは、はたとなった。もしかして、魔女が何かした……？

　そんな馬ば鹿かな、という思いがよぎる。いくら魔女でも、そんな芸当が……。

　ラウディを殺せと言ったような……しかし、そこから先が思い出せない。あの後どうなったのか……？

　ガクガクと身体からだが震えてきた。わからない。ラウディをこの手で刺したなどありえない。でも、それならこの手の血は？　ソフィーニアの思考は、言い知れない不安に満たされる。

「私を、一人にしてください」

「姫殿下……」

「一人にして！」

　声を荒らげていた。その剣幕に、フレーリャは一礼して侍女部屋へと下がる。扉が閉まり、部屋にはソフィーニアだけとなった。

　とにかく静かになりたかった。誰もいない場所。そういう場所なら、頭の中の混こん沌とんとしたものを整理できるはず。こみ上げてくる熱いものを呼吸と共に吐き出す。頭を抱え、もやのかかった思考の海、その先を進む。……闇やみが覆おおったあの後、私は何かをされた……。

　ふっ、と気配を感じた。誰も居ないはずの部屋。誰かの視線を感じ、ソフィーニアは顔を上げた。視界の端はしに、何かが見えた気がした。その翡ひ翠すい色の目をゆっくりと向ける。

　夜空めいた闇色のローブをまとい、フードで顔を隠した女──魔ま女じよ！

「あなた、私に何をしたのですかっ!?」

　ソフィーニアは叫んだ。

『何って、お前はもう知っているのだろう？』

　魔女は音もなく歩き出した。ソフィーニアから距きよ離りをとり、円を描くように。

『ラウディ王子を殺すように、仕向けた。それが私の願いだからね』

「どうしてそんなことを!?」

　魔女は歩きながら、首を捻ひねった。

『ラウディ王子をお前の手で殺せば、イベリエとヴァーレンラントの間に、間違いなく戦争が起こる。私の願いはそう、両国が戦争をすることさ』

「……それで操あやつったのですか？」

　ソフィーニアの声は震えていた。本当は聞きたくなかった。魔女に支配され、愛いとしいラウディ王子を刺してしまったことなど。

『そのとおりだよ。魔法をかけた……』

　フードの奥で、魔女は笑った。

　ソフィーニアは唇を嚙かみ締しめる。湧わき上がる怒りに血液が沸ふつ騰とうしているように熱かった。──許せない……！

『だが、お前は仕し損そんじた……』

　魔女は落胆したような声を出した。

『ラウディ王子は、まだ生きている……』

　生きている？　ふっと湧いた希望。安あん堵ど。自分の犯してしまった罪が許されたような気さえした。もちろんそれはありえないのだが、少なくともその一いつ瞬しゆんだけ、ソフィーニアは救われたような気がした。

　その感情は油断へとつながった。考えに気をとられすぎ、魔女が眼前にまで迫っていることに気づくのが遅れた。はっ、とした時、魔女の手はソフィーニアの額ひたいに触れている。

『でもそれじゃあ困るんだよ。だから、今度はきちんと王子を殺しておくれ』

　ふっと視界が闇に包まれた。まるで身体からだから意識が切り離はなされたように。暗くて、何も感じなくて、深い闇の底へと落ちていく──
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　突然の爆ばく発はつだった。光鳥寮りようの一部が吹き飛び、イベリエの女性騎き士したちが押し込められていた一室が吹き飛んだ。

　何事かと駆かけつけた学校の警けい備び隊たいだったが、そこにいたのはソフィーニアだった。倒れている同郷の戦士たちを見下ろしていたイベリエの姫君は、すっと顔を上げる。エメラルドグリーンの瞳ひとみに生気はない。ガラス玉のようにがらんどうな眼まな差ざし。

　すっと、ソフィーニア姫は手をかざした。宙に浮いた魔法槍クルセツト。意識を失っているイベリエ騎士たちの魔法槍もそれに倣ならうように浮遊。次の瞬しゆん間かん、槍やりにつけられた魔ま石せきが光を放ち、無数の爆発が警備兵たちをなぎ倒した。

　──あいつらはお前から魔法を取り上げようとしている！

　ソフィーニアの心に響ひびく女の声。

　──お前をあの薄うす暗ぐらい部屋へと閉じ込めようとする奴やつらの手先だ！

　その声は叫んだ。地の底から響くその声だけが、闇やみに沈んだ姫に届く。

　──お前から魔法を取り上げたのはラウディだ。お前のことが大だい嫌きらいだから、魔法を取り上げたのさ。

　ラウディ様が、そんな──否定する声。それは自分の声だったのか、ソフィーニアにもわからない。しかし闇から響く女の声は告げた。

　──お前と婚約したくなかったのさ。だからまたお前から魔法を取り上げようとしている。お前の不幸をあざ笑おうとしているのさ。

　ラウディの警戒の眼差し。どこかソフィーニアに対して、一歩身を引こうとしていた王子の態度。……本当に、そ、う、な、の……？

　──さあ、復ふく讐しゆうしてやるんだ。あの王子を殺せ！　お前の幸せを奪った王子を殺せ！　邪魔する奴はすべて蹴け散ちらして、踏ふみ潰つぶすんだ！

　何故なぜだろう、その声がすべて正しいように思える。そうしなければいけない気持ちにさせられる。まるで夢だと、ソフィーニアは感じた。

　イベリエの姫は、魔法国女王の娘としての力を確かに受け継ついでいた。感情に結びつくように、本来魔石から魔力を引き出す人間にあって、それ以上の、つまり大気やその他の物質からでも魔力を取り出す。

　紅ぐ蓮れんの業ごう火か。ソフィーニアの手から生み出された巨大火球は、大気を焦こがし、やがて騎士学校の校舎へ着弾、その壁かべを粉砕した。
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　ジュダがその震動を感じた時、ラウディは制服に着替え終え、その長い髪をリボンで束たばねているところだった。着付けをしていたメイアが「何でしょうか？」と首を傾かしげ、様子を見てきますと部屋を出ていった。

「どうにも、嫌いやな予感がしますね」

　ジュダはカーテンを開け、そこから見えないかと外の様子を眺める。その間にも連続した爆ばく発はつ音おんが響ひびいた。

「まさか戦争でも始まったのか……」

「普通じゃないな、これは」

　ラウディもジュダの隣となりから外の様子を見ようとする。緊きん張ちようしているのか、彼女のレギメンスオーラがジュダの肌をかすかに刺し激げきした。

「イベリエ兵がお姫様奪だつ還かんに動いたとか」

「なら、なおのこと、早く止めないと……」

　窓から身を引くラウディ。ジュダは眉まゆをひそめた。

「まだ、そうと決まったわけではありません。メイアさんが様子を見に行っているんですから、ここで待つか、あるいは避ひ難なんの準備を」

「避難？」

「必要なら。そもそもあなたは怪け我が人にんですし、あなたなしでも解決するなら、無理に出張ることはないでしょう」

「それは……そうだけど」

　ラウディは納得していないようだった。ジュダは腰に下げている剣を見やりつつ、戦せん闘とうに備そなえて防具を取ってくるか迷う。外ではまだ強い衝しよう撃げき波はや爆発音が続いている。……あまり悠長なことをしている場合でもなさそうだ。

　病室の扉が開いた。もうメイアが戻ってきたのか、と見れば、そこにはメイアともう一人、思いがけない人物がいた。青いショートカットのイベリエ護ご衛えい隊たい長ちよう、ファル・トーレだ。彼女は甲かつ冑ちゆう姿だが怪我をしているようだった。メイアが肩を貸し、ようやくここまで来たように見える。

「ファル隊長!?　いったいどうしたのですか!?」

　ラウディが呼びかければ、ファルは顔を上げた。

「ソフィーニア姫殿下がご乱心されました。現在、魔ま法ほうを振るいつつ、騎き士し学校寮りようを損そん壊かいさせ、校舎へ向かい移動中です……」

「ソフィーニアが攻撃しているのか!?」

　ラウディが声を荒らげた。

「いったいどういうことだ!?」

「わかりません。ご乱心されたとしか」

　ファルは口を閉じる。ラウディは信じられないとばかりに首を横に振った。

「いったい彼女はどうしたんだ!?　どうしてこんなことに！」

　朝、ラウディを刺し、半日が経たった夕方、騎き士し学校寮りようを破は壊かいし、さらに校舎を攻こう撃げきする。昨日までの彼女からは想像できない状況に、ラウディは困惑を深めた。

「ファル様」と、メイアが近くのベッドへと護ご衛えい隊たい長ちようを移動させる。手当てをしようとする侍女に、ファルは首を振った。

「いまは私のことより……姫殿下を」

「ソフィーニア。そうだ、彼女をこのままにしておくわけには──」

「ラウディ様」

　メイアはその鋭するどい視線を向けた。

「ここは危険です。ひとまず、学校外へ退たい避ひしてください」

「退避だと!?　ソフィーニアが暴あばれているのにか!?」

　ラウディは首を横に振った。

「彼女を止めないといけない。どうしてこんなことをしているのか、確かめる必要がある」

「あなた様が赴おもむくまでもありません」

　メイアは強い口調で一歩前に出た。

「ラウディ様、あなた様はこの国の王子、未来の王なのです。御身の安全を何より優先させてくださいませ」

「私が逃げた後、ソフィーニアはどうなるんだ？」

「騎士学校が対処するでしょう。学校の手に余るなら、王城からの援軍を」

「それはあまりに無責任ではないか？」

　ラウディが言えば、しかしメイアは頑として受け付けない。

「私の役目は、あなたをお守りすること。それが他のいかなることよりも優先されます」

　ジュダ──と、ラウディは青い瞳ひとみを向けた。

「……騎士学校に任まかせたらどうなると思う？　学校はどう対応するつもりだ？」

「ソフィーニア姫の乱心を止める、その方向で動くと思います。ただ……」

　外から響ひびく爆ばく発はつ音おん。まだまだ遠いが、先ほどより大きく感じるのは少しずつ近づいてきているからだろう。

「通常の方法で止められないというのなら、強硬手段に出るかと」

「強硬手段……？」

　怪け訝げんそうにするラウディに、ジュダは感情を込めずに告げた。

「正確には、ソフィーニア姫を殺す」

「殺す……!?」

「馬ば鹿かなっ！」

　金髪碧へき眼がんの王子は驚きよう愕がくの面おも持もちを浮かべ、ファル隊長は声を荒らげた。

「どういうことだ、ジュダ？　ソフィーニアを殺すって」

「いま、この瞬しゆん間かんも攻こう撃げきを受けている」

　外からくる衝しよう撃げきや爆ばく発はつ。それらに混じって怒号や悲ひ鳴めいが聞こえる。

「実際に見たわけではないですが、近づくことさえ危険な状態なのでは。そうなると、近接戦を諦あきらめ、魔ま石せき銃じゆうや弓矢などで射殺することも止やむなし、と考えるのでは」

「それはダメだ」

　ラウディは息をついた。

「ソフィーニアを殺してはいけない」

「しかしラウディ様……」

「ダメと言ったら、ダメだ！」

　叫んだラウディだが、その反動で刺された部分に痛みが走ったか軽く手で押さえた。

「ジュダ、ソフィーニアは催眠魔法で操あやつられている可能性があると言ったな？　もしそうなら、なおのこと殺すなんてダメだ。彼女を、助けないと！」

「助けるとおっしゃいますが、どうやって？」

　メイアは厳きびしかった。

「錯さく乱らんされているのか、あるいは催眠魔法なのか、定かではありません。その上で、攻撃しているソフィーニア様を、どうやってお助けになられるおつもりですか？」

「それは……」

　ラウディは言葉に詰まる。だが迷ったのはわずかの間だった。

「彼女と直接話す」

「おやめください、自殺行為です、ラウディ様！」

　メイアは珍しく声を張り上げた。

「乱心されているソフィーニア様は大変危険な状態です。あなた様を見ても攻撃してくる可能性があります。事実、朝、刺されているではありませんか！　今度は命がないかもしれません」

「そうだ。そうだけれども……やらなくてはいけない。彼女は私の従姉妹いとこであり友人だ」

　ラウディは凜りんとした表情で言い放った。

「友が苦しんでいるんだ。それを見捨てて逃げることなどできない」

「私は反対します、ラウディ様」

　メイアは引かなかった。男装のお姫様は小さく笑った。

「心配してくれてありがとう、メイア。でも私でなければダメだと思う。ソフィーニアがああなってしまったのは、きっと私に関係がある」

「ですが──それでも！」

「ソフィーニアを殺させない。さっき催眠魔ま法ほうで操あやつられてって話があったけど、もしそれが本当なら、彼女を殺すことはその操った者たちの狙ねらいどおりだと思うんだ。その狙いは、おそらくヴァーレンラントとイベリエの対立。……思惑どおりにさせない方法は、ソフィーニアを無事に助けることだ。殺してはダメだ。わかるね？」

　メイアは押し黙だまる。彼女としては、今すぐにラウディを退たい避ひさせたいと思っているし、実際そうすべきだ。だがラウディがそれに従わない。どうやって彼女を説得すべきか、考えているだろうことを想像するのは容易たやすい。

　どうしたものか。ジュダは二人の様子から、窓の外へ視線を向ける。まだここからはソフィーニアの姿は見えないが、爆ばく発はつ音おんや何らかの破は壊かい音おんは聞こえてきている。

　──いちばん簡かん単たんなのはソフィーニアを討つことだが。

　そうすれば少なくとも騎き士し学校の被害はこれ以上拡大しない。ただ、今はそれで収まっても、ソフィーニアを殺したことで、イベリエとの戦争になったらより多くの血が流れる。ラウディの危き惧ぐもそれだ。

　ジュダは、ラウディが先のことを見据えていることに感心していた。目の前の事態収拾にばかり気をとられ、その後に起こるだろう展開を見過ごせば、より大きな災わざわいとなる。

　──とはいえ、止やむを得ない場合もあるんだよな。

　今があっての未来。未来のためと言いつつ、今を蔑ないがしろにもできない。ラウディがソフィーニアを助ける、というのはもっともらしく聞こえるが、果たして本当にそうなのか。彼女と話すと言ったが、成功の確率は？　やってみなくてはわからない？　それはリスクが大きすぎる。

　ラウディはこの国の未来の王。彼女の代わりなどいない。以前、ペルパジア養父おやじが言っていたが、国王の弟が王位に関心を示している。その人物は亜人差別主義者で、要するにジュダにとって最も嫌きらいなタイプなのだが、その男が王となった場合、王国は亜人との全面戦争へと発展すると言っていた。ラウディがいなくなれば、その弟に後継の話がいく。ラウディが目指す亜人との協調と、正反対の意志を持つ人物のもとに。……面おも白しろくない未来だ。

　それでなくても──ジュダは灰色の瞳ひとみに憂うれいを込めて、親愛なる男装のお姫様を見た。

　ラウディを危険な目に遭あわせたくない。彼女が傷を負った時、どれほど心がかき乱されたことか。

「ジュダ」

　ラウディの声。彼女の青い瞳がじっとこちらを見つめ返している。

「ソフィーニアを助けたい。でも、きっと私だけでは、難むずかしいと思う……こんなことを言うのも情けないけど」

　俯うつむきかけるラウディだが、すぐに顔を上げた。

「私を、助けてくれないか？」

　ジュダは呆あつ気けにとられた。どうしてそうなったのか、自分でもわからなかった。ひどく拍子抜けしたような気分で、しかし胸の中にぽっと温かな熱を感じる。……助けて、くれか。

「まったく、ズルい人だ。あなたは」

　ジュダはいつもの皮肉げな笑みを浮かべるが、それはどこかぎこちないものだった。

　──正気か俺？　ここは彼女を止めるところだろう！

　内心の声と実際の態度は、まったく逆だった。止められるものか、と別の声が脳内に響ひびく。

　──彼女は進むと決めたら進む。不器用でも、不格好でも、前を向いているんだ。

　そんな彼女だから、助けたいと思うのだ。

　彼女は間違っている。しかし同時に、正しくもある。

　ジュダが反対しないので、メイアも諦あきらめたように嘆たん息そくした。

「わかりました。ではせめて、防具をお召しください。無防備な状態で戦場に出ることだけは何があっても許しません」

「ありがとう、メイア」

「ラウディ王子殿下」

　ベッドの上で休んでいるファルが頭を下げた。

「どうか、ソフィーニア姫殿下を、お救いください……」

「誓ちかって」

　ラウディが頷うなずけば、ファル隊長は安あん堵どした。

「ありがとうございます、ラウディ王子殿下。……ご武運をお祈りいたします」
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　ジュダとラウディが防具を装着し終わる頃、リーレが駆かけてきた。

　彼女曰いわく、騎き士し生せい最上級学年生徒は防戦に参加。下級生らの退たい避ひを援えん護ごしつつ、イベリエの魔ま法ほう人形を迎げい撃げきしろということだった。

「魔法人形だって？」

「イードラト。あれが学校敷しき地ち内ないで暴あばれてるのよ！」

　リーレが吠ほえるように言った。紅色の革かわ鎧よろいをまとい、手には魔法金属製のショートソード。騎士生の中でも比較的軽装のリーレが、ジュダ、ラウディらの先を行く。

「ソフィーニア姫が、イベリエの護ご衛えいを吹っ飛ばしたんじゃなかったのか!?」

「吹っ飛んだのは、イベリエの近衛このえ……お姉さんたちのほう！」

「どういうことだ!?」

「知らないわよ！　お姫様に制御されてるんじゃないの!?」

　リーレが怒ど鳴なった。前方からは立ちのぼる煙と焦こげた臭においが流れてくる。校舎建物には無数に穿うがたれた爆ばく発はつ跡あと。地面をえぐるようにできた溝みぞが炸さく裂れつした魔ま法ほうの威力を物語る。……とんでもない魔力だ。

　やがて、身長二メータを超える鋼はがねの巨人騎き士しと、それを迎え撃うつエイレン学校騎き士し生せいたちの姿が見えてきた。魔法人形イードラトの振り回した槍やりに、いとも容易たやすく弾はじき飛ばされる騎士生。甲かつ冑ちゆうをまとった生徒すら軽く吹き飛ばすそのパワーは脅威以外の何ものでもない。

「教官！　ジュダ、連れてきました！」

　リーレが合流がてら、騎士生たちを指揮するジャクリーン教官に報告した。女教官は「遅いぞ！」と一言言った後、ちら、と視線をよこし、次の瞬しゆん間かん驚おどろいた。

「な、ラウディ殿下!?　あなたもご一緒とは！　ここは危険です。お下がりください！」

「ソフィーニアを助けに来た」

　ラウディは迷いの欠片かけらもない声だった。臆おく面めんもなく言い放った言葉に、珍しくジャクリーン教官は言葉につまり、同時に何故なぜか頰ほおを染めた。……どうやら王子殿下の凜りんとした顔に、一瞬胸がときめいてしまったようだ。

「メイア殿も、殿下をお止めしなかったのですか？」

　警けい護ごとしてついてきたメイド服の侍女に聞けば、彼女は処置なしとばかりに目を閉じた。

「言ってもお聞きになられなかったので……」

　ジャクリーンは困惑する。彼女は曲がりなりにも騎士学校の教官である。彼女のクラスで預かっているラウディは、貴族の次男三男とはわけが違う。王族の、しかも次期国王が約束された長男なのだ。こんな戦場に出てこられても困ってしまう。

「ジュダ、お前がついていながら……」

　恨めしげにそう言った後、ジャクリーンは視線を、戦場へと戻した。

「前には出ないこと。無茶はお控えください」

「せっかくのお気き遣づかいですが、多少無茶をしなくてはいけません」

　ラウディは教官の隣となりに立つ。

「ソフィーニアを助けるために、彼女に近づかないと」

「それはあまりお勧すすめできませんが」

　しかし他に何か名案があるわけでもなく、ジャクリーン教官は嘆たん息そくした。

「まずは、前ぜん衛えいの木偶でく人形を何とか突破しないといけませんね」

　ジャクリーンのクラスの騎士生と交戦するのは、イードラトが十体ほど。その巨体ゆえに、こちらの武器がその装甲を通らず苦戦していた。

「教官！」と新たな声。見ればサファリナや騎士生一の体たい軀くをもつマルトーらが合流する。

「下級生の避ひ難なん終わりました。教室に残っている生徒はいません！」

「ご苦労。ではこちらを手伝ってもらえるかな、ルーベルケレス騎士生」

「望むところです。わたくしたちの学まなび舎やを破は壊かいする人形どもは殲せん滅めつしてやります！」

「よし。では、騎き士し生せい諸君。最も騎士に近い君たちの修練の成果を見せてもらおう」

　ジャクリーン教官は愛刀『舞まい風かぜ』の切きっ先さきを敵集団に向けた。

「前線をこじ開ける。マルトー、出番だ。敵の前線に楔くさびを打ち込め！　他の者は二列横隊。マルトーの左右を固めつつ、敵列を牽けん制せい。隙すきをついて攻こう撃げきせよ！　ジュダ！」

　ジャクリーンが近くに呼んだ。

「ラウディ殿下をお守りしろ。殿下が無茶をなされるおつもりだ。いいな、それ以上にお前が無茶をしてラウディ様に傷一つつけさせるなよ」

「もちろんそのつもりです」

　ジュダは頷うなずいたが、すぐに皮肉げに口元を歪ゆがめた。

「俺に対しては割と容赦ないですよね？」

「頼りにしているからだ」

　頼むぞ、とジャクリーンはジュダの肩をポンと叩たたくと、凜りんとした横顔を見せつつ、向かってくる魔法人形イードラトを睨にらみつける。

「来るぞ！　前列、防御姿勢！」

　前列を担になう騎士生たちが盾たてを構える。列中央に、騎士生一の体たい軀くを誇るマルトーが、やはり大型盾を左手で保持し、右手には大型の戦鎚ウオーハンマーを持つ。

　ズシンズシンと足音を響ひびかせ、魔法人形が迫る。二メータを超える巨体を重金属製の全身鎧よろいで固めたその姿は、さながら壁かべか、命を与えられた石像か。一歩誤れば軽く弾はじき飛ばされてしまう力。前列の騎士生たちが顔をこわばらせ、後列の騎士生もまたゴクリと喉のどを鳴らした。

　次の瞬しゆん間かん、イードラトの列と騎士生の列は衝しよう突とつした。魔法人形が武器を振るうより早く一歩先んじて当たりに行った騎士生前列は、その最大級の威力が届く前にその攻撃を寸前で潰つぶす。

「ぬぉおおおおおおっ！」

　マルトーが雄叫おたけびを上げ、正面で受け止めた魔法人形の頭に戦鎚を叩たたき込む。そのバケツめいた頭部がぐしゃりと潰れ、まず一体の魔法人形が地面に突っ伏す。

　前列が敵の攻撃を遅らせている隙に、後列が飛び出す。手にした槍やりや剣で魔法人形を刺す、斬きる、突く！　しかし、全身重じゆう甲かつ冑ちゆうに覆おおわれた人形に、生なま半はん可かな攻撃は通じなかった。金属音だけ返して、虚むなしく弾かれる武器。

「と、思うじゃん？」

　リーレは魔ま法ほう金属製のショートソードを両手で保持。

「あたしの炎剣ガリュプスなら──」

　その刀身に鈍にぶく赤い光が灯ともる。火の魔鉱石フラムマカースと溶岩石ラーワクロコと魔鋼から作られたその魔法剣は、それ自体が魔石と同等の魔力を秘め、優すぐれた魔法の使い手が持てば、金属すら溶断する剣と化す。

「せいっ！」

　振り下ろした一刀が、魔法人形イードラトの腕を防具ごと切り落とす。続いてがら空きになったその胴体に剣をぶつける。ガンと一いつ瞬しゆん攻こう撃げきを弾はじいたかに見えたイードラトの鎧よろいだが、次の瞬間、炎剣の熱により溶け、力を入れたリーレの一撃で胴体ごと引き裂かれた。

「どうよ!?」

　伝承の『火ひ喰くい魔ま物もの』の名を冠した魔法剣の切れ味、恐るべし。

　一方、逆サイドでは、サファリナがレイピアを手にイードラトを攻める。

「レイピアという武器は、突くことに特化した武器。固い相手には、か細い剣など役に立たないように見えますが……重装甲の隙すき間まを突くことができる武器ですのよ！」

　流れるように、腕、腰部、膝ひざと鋼鉄騎き士しの関節部を狙ねらう。これら関節部は装甲がなく──装甲を施ほどこせば動けなくなってしまうからだ──狙いすましたサファリナの突きは、それを貫つらぬく。

「ほうら、お人形のできあがり……」

　膝が折れ、腕が動かなくなったイードラトは膝立ちのまま無防備に静止する。

「マルトー、任まかせましたわ」

　ぬん、と、ウォーハンマーがイードラトの頭部を叩たたき潰つぶす。

　サファリナはもはや、その人形を見ていなかった。その立ち居振る舞まいは華か麗れい。高慢な貴族令れい嬢じようにして騎士の貫かん禄ろく。

　鎖くさり付きの鉄球を振るうイードラト。ジュダはその狙いを素早く判断し、警けい告こくを飛ばす。

「ラウディ！　左前」

　男装のお姫様は黄金剣を手に、自身を狙っている魔法人形を見定める。放たれた鉄球はラウディの身体からだに触れ──ることなく、地面をえぐる。

　神速の突き。足先に溜ためた魔力で加速し、瞬まばたきの間に敵の懐ふところに飛び込む魔法技だ。ラウディは次の瞬間、イードラトに肉にく薄はくし、飛び上がると、その首の隙間を一刀で弾き飛ばしていた。

「大丈夫ですか、ラウディ？」

「ああ……平気だ」

　そう言いつつ、傷を負った箇所に手を当てているラウディ。

「痛みますか？」

「いや、違和感はあるが、痛み止めが効きいている。まだ大丈夫だ」

「あまり無理はしないでくださいね。傷口が開きますよ」

「自重するよ、可能ならね」

　ラウディは諧かい謔ぎやくめいた言葉と共に笑みを浮かべる。それは無理しているのを隠しているようにも見え、ジュダの心をかき乱す。

　ジャクリーン教官が愛刀を手に、イードラトを次々に斬きり裂く。騎士生たちが討ち漏もらした敵の、頭を、腕を、胴体さえも一刀両断していく。

　舞まい風かぜ。その長い刀身が煌きらめくたびに、まるで渦に吸い込まれるように敵が引き寄せられ、次の瞬しゆん間かん手足をもぎ取られる。その切れ味はすさまじく、騎き士し学校教官陣最強の剣士と名高いジャクリーン・フォレスの技量と相まって、鋼鉄の巨人がまるで木の葉のように散っていく。

「……予想はできたものの、たった一度の衝しよう突とつで、隊列が崩くずされるとは」

　イベリエ近衛このえ隊たいに配備された重じゆう魔ま法ほう人形の相手は、平均的な最上級学年の騎士生の能力では厳きびしいものがあった。トップランクの生徒は互角以上に渡り合っているようだが……。

　マルトーの渾こん身しんの一いち撃げきが、イードラトの構えた盾たてに阻はばまれる。反発する力にマルトーは体勢を崩くずしかけるが、魔法人形イードラトはすぐに斧おのを振りかぶり──

「足元ががら空きだっての！」

　リーレが滑すべり込むようにイードラトの脇わきを抜けると、その左足を魔法金属剣で溶断する。自身の重量を支える足を失い、魔法人形は転倒した。

　敵左さ翼よくは全滅、右翼は──ジャクリーンが視線を向ければ、ジュダが魔法人形の比較的弱い足部を切断し……ラウディ付きの侍女であるメイアが舞まうような動きで人形たちを仕留めていく。どこに隠し持っているのか魔石付き短剣を投とう擲てき。それは魔法人形の首やその他関節部に刺さると爆ばく発はつするというもので、部位欠損した魔法人形が次々にスクラップへと変わっていった。……人間相手ならおぞましい肉塊に変わる戦い方だ。見る者の背筋を凍らせるものがあった。

「これで全部か」

　ジャクリーンの表情は硬い。指揮下の騎士生の半分近くが負傷し、手当てと後退が必要な状態だった。

　ジュダは視線を転じた。

　肌に触れる風。魔力の流れをスロガーヴであるジュダは感じ、全身の毛が逆立つのを感じた。周囲に濃い魔力の流れが起きている。それは人の目には見えないが、ジュダには魔力が一点に吸い寄せられるのがわかった。……その一点とは、もちろん。

「ラウディ、気をつけてください！」

　彼女が、来た。

　イベリエ女王の娘、ラウディの元婚約者。ソフィーニア・イベリエ。漆しつ黒こくのドレス姿のプリンセス。その周囲には無数の魔法槍クルセツトが浮遊し、濃のう厚こうな魔力の壁かべをまとっていた。

「ソフィーニア！」

　ラウディが叫ぶ。しかし、イベリエの姫からの返事はなかった。エメラルドグリーンの瞳ひとみに生気はなく、正対する騎士生たちを見やり、いや、ラウディを睥へい睨げいする。

「壊こわす……」

　ポツリと聞こえた声。誰にともなく、呟つぶやいたようなその声が、遠くにもかかわらず耳に届いた。

「全部、壊す……」

　ソフィーニアが右手を振った。浮遊する魔法槍、その魔石が輝く。宙に多数の火の玉が具現化する。十、二十……三十。それをどうするのか──言わずとも皆が理解した。

「盾たてのある者は前！　それ以外は下がれ！」

　ジャクリーンの凜りんとした声が響ひびく。舞まい風かぜを手にした彼女には盾はないが、真っ先に騎き士し生せいたちの前へ出た。ソフィーニアが火球を放ったのは、ほぼ同時だった。

　ジュダは、魔法人形イードラトが持っていた大型盾を拾うと、足に魔ま力りよくを溜ため、加速。ラウディを庇かばう。だがそれはメイアも同じだった。彼女は騎士生の盾をもって同じく主あるじを守る。

　無数の火球が着弾する。盾によって炎の球は跳ね返るが、防御の間に合わなかった騎士生の何人かが悲ひ鳴めいを上げた。さらに運の悪いことに装備に引火した騎士生がのたうち回り、難なんを逃れた騎士生が仲間の火を消し止めるべく駆かけつける。

「負傷者を下がらせろ！」

　教官が吠ほえるように叫んだ。ジャクリーンは飛んでくる火球を長刀で切り落とし、少しでも後ろの騎士生たちへの被弾を防ごうと奮ふん闘とうする。

「ジュダ、メイア」

　ラウディは複雑な表情を浮かべる。

「素早い援えん護ご、感かん謝しやするけど……あまり過か保ほ護ごなのはどうかと思う」

「ラウディ様をお守りするのは侍女として当然の義務です」

　メイアが淡々と言えば、ジュダは小首を傾かしげてみせる。

「まあ、あなたは怪け我が人にんですから。過保護と言われようが守りますよ」

「でも、できれば、他の騎士生たちを助け──」

『却下です』

　ジュダとメイアの声が重なった。ジュダは眉まゆをひそめ、メイアも渋い顔になった。そこへ火球の雨を避よけ、リーレがジュダらの後ろへと滑すべり込んだ。

「危ない危ない……投射魔法をかわすのは自信あるけど、これだけ連続だとさすがに……って、何してるのあんたら？」

「別に」

　ジュダは盾から顔を出して、ソフィーニアを見やる。周辺を囲むように浮かぶ魔法槍クルセツト。人間の目では見えないが、虚こ空くうに魔力の塊かたまりが集まると、そこから火球が出現。それらは騎士生めがけて放たれる。普通の人間は魔石の力に頼り魔法を使うのだが、ソフィーニアの場合、魔石のみならず大気中の魔力を供給源とし、魔法を行使していた。

　ジュダは自然と顔をしかめた。スロガーヴであるジュダは、大気から魔力を取り出して魔法を使うからわかるが、こうした大気中の魔力を連続して使うと、その場の魔力を消耗し、消費した分の魔力がその空間を満たすまでに時間がかかる。だから、今のソフィーニアのように連続かつ多数の魔法を使うと、普通なら十数秒以上のインターバルが発生する。

　しかし現実には、ソフィーニアは大気から魔力を取り出しつつも、多数の火球を放ち続けている。彼女の周囲の魔力は消費されると同時にすぐに補充されている。何故なぜか？

　ジュダはソフィーニアの周囲に漂ただよう濃のう厚こうな魔ま力りよくの壁かべを見つめ、さらにその上空へと視線を滑すべらせる。まるで巨大な渦巻きのように、上空の魔力が吸い込まれ、ソフィーニアに無尽蔵ともいえる魔力を供給し続けているのだ。余剰分は彼女の周囲を漂い、濃い魔力の壁を形成する。

　優すぐれた魔法使いとされるイベリエ魔法国の女王の娘、それは伊達だてではないということか。凡人とは格が違う。恐るべき才能と言える。

「で、王子様。あれに近づくって言いました？」

　まるで多数の砲台を備そなえた要よう塞さいのようだ。ソフィーニアの魔力の壁は厚い。あまりに濃こすぎる魔力層。ジュダの目には見えるために、余計に近づきたくなかった。そうとは知らないラウディは緊きん張ちようを含んだ声で告げた。

「近づかないと話せない。遠くから呼びかけて、説得なんてできると思うか？」

「……でしょうね」

「何ですか、ここにきて怖気おじけづいたのですか？」

　メイアが無表情に、しかし挑発するように言った。ジュダは飛来する火の玉を盾たてで防ぎながら、淡々と返した。

「ええ、怖気づきました。できることなら引き返したいし、それをお勧すすめします」

「ここで引き返してどうなるっていうんだ？」

　ラウディが目を剝むくが、しかしリーレが首を横に振った。

「ジュダに同感。どうも嫌いやな感じですよあれ。無事にたどり着ける気がしない」

「リーレまで……お願いだから、ここまできて落胆させないでくれないか？」

　ラウディはソフィーニアを見つめる。

「彼女を助ける。そう決めたんだ……」

「さすが王子様、かっこいい」

　思わずリーレが口走れば、ジュダもメイアもそんな赤毛の少女を睨にらんだ。

　──黄金眼が使えれば……。

　ジュダは口元を引き締しめる。スロガーヴの黄金眼。その注視は魔力を霧む散さんさせ、具現化した魔法を砕く。ソフィーニアのような魔法主体の相手には、とても相性のいいジュダの武器である。黄金眼に頼れば、お姫様の使う魔法を片かたっ端ぱしから睨みつけることで潰つぶし、近づくことも容易たやすい。

　だが現実に、それは使えない。ラウディやメイア、ジャクリーン教官や他の騎き士し生せいが見ている前では。それらに黄金眼を見られれば、ジュダの正体がスロガーヴであることが露ろ見けんしてしまう恐れがあった。……そのようなリスクは冒おかせない。

「ラウディ殿下！」

　ジャクリーンの声がした。彼女は遮しや蔽へい物ぶつに隠れることなく、火の玉を避よけ、または刀で切り捨てながら一いち瞥べつをくれた。

「私はいつまでここで魔ま弾だんを払っていればよろしいでしょうか？　進むか引くか、ご判断を仰あおぎたいのですが」

　本当なら後退一択だが、ラウディがソフィーニアを助けると宣言しているので、その意思を尊重しているのだ。ラウディは小さく笑みを浮かべた。

「無論、前進です！」

「承知しました。動ける騎き士し生せいは私に続け！　殿下のために道を切り開く！」

「正気ですか!?」

　破は壊かいされた校舎の破片を遮しや蔽へい物ぶつにしていた騎士生の一人がヒステリックな声を上げた。目の前では火球を撃うちまくる化け物じみたイベリエの魔法使いがいる。そんな超常な光景に畏い怖ふを覚えるのはある種当然である。

「無理です！　あんなのに近づくなんて！」

「前に出る勇気がない者は去れ！　戦いの邪魔だ！」

　ジャクリーンはそう切り捨てるように告げると、舞まい風かぜを構え、突とつ撃げきした。盾たてを手にマルトーやサファリナも続いた。他にも何人か。

　ジュダは小さく首を振ると、諦あきらめたように息を吐き出した。

「では、行きますよ、ラウディ。絶対俺の後ろから出ないでくださいね」

「またそうやって私を庇かばおうとする……」

「あなたがやられたら、説得も何もないでしょうが！」

　ジュダは盾を構え、駆かけ出した。ラウディはすぐにその後に続き、右にリーレ、左にメイアがついた。

「そういえばラウディ！」

　ジュダは振り返らずに言う。ソフィーニアの周囲に、またも無数の光源が現れる。その数、ざっと見て五十以上！　それは彼女の周囲の空間を埋め尽くす勢いで具現化する。

「あなたの加速魔法、射程はどれくらいあるんですか!?」

「え!?」

　聞こえなかったのかラウディが声を張り上げる。

「神速の突き！　一呼吸で、何メータ詰められるんですか!?」

「十二、三メータくらい！　だと思う！」

　放たれる無数の火球が、頭上より雨のように降り注ぐ。騎士生らは盾などで防御する。

「なら、姫殿下まで十メータのところまで詰めれば、いいわけですね!?」

　そこまで詰めれば、さすがにソフィーニアも迎撃はできないだろう。何故なぜならそこで魔法を使えば自身も傷つけるリスクが高まるからだ。……一いつ瞬しゆん、自身を傷つけてもラウディを殺そうとするのではないかと、嫌いやな考えがよぎったが、ジュダは無理やりその考えを打ち消した。

　刹せつ那な、ひゅんと風を切る音が聞こえた。何か固いものが飛んでいったような。矢？　いやそれより大きなものだ。

　背後で騎き士し生せいの悲ひ鳴めいが響ひびいた。同時に、横を行く騎士生の一人も苦く悶もんの声を上げる。

「気をつけろ！」

　ジャクリーン教官が叫んだ。火球に混じり飛来したのはイベリエ戦士の魔法槍クルセツトだった。ソフィーニアの周囲を浮遊していた魔ま法ほう武器は、火球を放つだけに留とどまらず、ソフィーニアの意思に応じて投なげ槍やりよろしく騎士生たちに襲おそいかかったのだ。

「ぐぬっ!?」

「マルトー！」

　巨漢のマルトーが太ももに魔法槍の一いち撃げきを喰くらい、膝ひざをつく。さらに二発、三発と飛んでくる魔法槍は、ジャクリーン教官の舞まい風かぜに防がれる。

　ジュダにも魔法槍が迫る。掲げた大型盾たて、だが鈍にぶい衝しよう撃げきと共に槍が貫つらぶく。三十センチフスほど貫通して槍は止まったが、その穂ほ先さきはジュダの身体からだの近いところで止まり、一いつ瞬しゆん息が詰まった。

　槍が刺さったことで盾を保持するのが難むずかしくなった。もはや防御など期待できない盾を捨てる。視界には、すでに数本の魔法槍が迫る。

「ジュダ！」

　ラウディの、リーレの声。剣を構える。……こんなもの、矢を叩たたき落とすのと同じだ。キラリと輝く槍の刃やいば。刹せつ那なの間に迫る本数を把握し、着弾の早いものから迎え撃うつ。剣の軌道、そのイメージが脳を駆かけた。

　カン、と金属同士がぶつかる音。最初の槍を叩きつけるように射線をそらす。当たった反動を手に感じた時には、次の軌道へと剣が動く。二本目、穂先を切り落とす。先せん端たんは落ち、柄つかの部分はスピンがかかりながら飛び去る。一歩半、左へステップ。三本目の槍──これは放置するとラウディが危ない。叩き伏せるように一撃。最後の四本目は、剣の刃の角度を調整、正面から斬きり上げる！

　衝撃、同時に槍を跳ね飛ばしたが、手に微妙な痺しびれ。剣に違和感を覚える。打ち方が甘かったか。剣が保もたないのを感覚で察する。

　ソフィーニアの視線が、ジュダに向く。火球に加え、新たな魔法槍が投とう擲てきされる。

　ジュダは地を蹴ける。前に、狙ねらいをこちらに引き付ける。火球を飛び越え、飛来した槍、二本を弾はじき飛ばし──ロングソードの刀身が砕けた。

　──安物の剣はいつもこれだ……！

　刀身を保ほ護ごする風の膜を展開する余裕がなかったせいでもあるが。

　しかしこれで、剣も盾も失った。丸腰──だがソフィーニアは容赦なく炎弾と魔法槍を飛ばす。火球は回かい避ひ、下半身を狙った槍はかわすついでに、すれ違いざまにキャッチする。手袋をしていても高速の槍をつかみ、そのスピードを力で殺したがために熱を感じた。

　武器は壊こわれるもの。なくなったら他の武器を拾え。拾うまでは素手で戦え──それがジュダに剣を教えた師の言葉である。ジュダは魔法槍クルセツトを素早く握りなおし、追い討ちに放たれた火球を払った。……やはり魔ま法ほう金属製の槍やり、魔法を弾はじく加工がなされている。杖つえであり槍であり、そして盾たてでもあるのが、このクルセットである。

　あと、十五メータ。ジュダはさらに前進する。濃のう厚こうな魔力の壁かべ。槍も火球も退しりぞけ、かわす。……十二、十一。

　突如、大気から無数の光がこぼれる。ジュダの目は、そこに魔力が凝ぎよう縮しゆくしていくのを見る。新たな火球か──そう思った矢先、その光は黄金の魔法槍へと姿を変えた。

　──黄金!?

　ドクリ。心臓がひときわ大きく鼓動した。黄金、それはスロガーヴの最も苦手とするもの。魔法槍が黄金なのは偶然かはわからない。しかし黄金槍はジュダめがけて殺到した。

　前進が止まる。それどころか手にした魔法槍で弾き飛ばしても、次々と生成され飛んでくる槍を前に、後退を強しいられる。

　──まずい。ラウディが加速点に入る前に、ソフィーニアの投射に巻き込んでしまう……！

　ジュダは思わず歯は嚙がみする。直後、一本の黄金槍がジュダの頰ほおをかすめた。さらに低空飛行してきた黄金槍に危うく足をとられかける。

　──しまっ……！

　ジュダの視界に迫る黄金槍。その輝く穂ほ先さきは、駆かけ抜けた一いつ閃せんに叩たたき落とされ、消滅した。

「さすがに苦戦か、ジュダ？」

　ジャクリーン教官の涼やかな声が耳朶じだを打った。金髪の女教官が追いついた。彼女の刀が触れるたびに、黄金槍は元の魔力へと分解、飛散する。

「魔法でできた武器など──」

　ジャクリーン教官の口元に浮かぶ不敵な笑み。

「魔ま断だん刀とうの敵にあらず！　我が刃やいばは、魔を断つ刀つるぎなり！」

「援えん護ごするよ、ジュダ！」とリーレの声。

「違いますわ、援護するのはラウディ様でしょ!?」

　サファリナがレイピアをかざす。剣に設しつらえられた魔石を触媒に、緑髪の貴族生は五つの水の塊かたまりを魔法で具現化させ、ソフィーニアへと放つ。リーレもまた、魔法金属でできた剣から魔力を引き出し炎弾を、いや火ひ喰くい獣じゆうの形をとった魔弾を走らせた。

　しかしそれらはソフィーニアの圧倒的多数の火球によって相そう殺さい、潰つぶされていく。だがそれでも構わない。彼女らの目的はイベリエの姫君の注意をラウディからそらすこと。ジュダとジャクリーンが正面を切り開き、十メータラインに到達。すぐそこまで追いつくラウディ。あと二秒もすれば、神速の突きの加速で、ラウディはソフィーニアの眼前にまで肉にく薄はくできる！

「さあ、道は開けましたよ、殿下！」

　ジャクリーンが黄金槍を払いのける。ジュダは叫んだ。

「行ってください！　ラウディっ！」

　ありがとう──傍かたわらを、ラウディが駆かけ抜ける。その加速の間合いに踏ふみ込む、まさにその瞬しゆん間かん。

　ジュダは見た。自身の目と鼻の先に、魔ま力りよくが瞬時に凝ぎよう縮しゆくするのを。ここはソフィーニアの濃のう厚こうなる魔力の壁かべの中。彼女が意識しただけで、そこに魔法を発生させることができる。

　かわす余裕がなかった。光ったその時がすでに爆ばく発はつのそれなのだから。ジュダにできたことは、とっさに顔を庇かばう程度だった。

　爆発自体はさほど大きくはなかった。ソフィーニアから距きよ離りが近いせいもある。だがほんの数センチフス程度先で起きた衝しよう撃げき波はに、ジュダの身体からだは数メータ吹き飛ばされた。それはジャクリーンやリーレ、サファリナも同様だった。意識を失ったのか、彼女たちは動かない。

　──ラウディは……!?

　吹き飛ばされ、地面に倒れたが、その身体はすぐに守るべき男装のお姫様を捜す。ラウディは倒れていた。しかし土ど壇たん場ばで危機を感知したメイアに庇われ、押し倒される格好だ。つまり爆発のほとんどを受けたのはメイアだったということだ。……感心するほどの忠誠心。

「メイア！」

　ラウディがのしかかっている侍女を押し上げ、声をかける。……何、泣きそうな顔になってるんです。ジュダは片かた膝ひざをついて立ち上がる。身体が痺しびれるように痛む。さすがに至近距離すぎた。メイアもそうなのか動かない。だがラウディがホッとしたような顔をしたところから見て、息はあるようだ。

　ラウディは立ち上がる。周囲を見回したのはわずかの間。倒れている同期生や教官を見やり、すっとソフィーニアを見据える。痛む傷口、それでもラウディは一歩を踏み出した。

「ソフィーニア！」

　駆ける。リボンにまとめられた金色の髪がなびく。

「もう、やめるんだ……！」

　刺された腹部を押さえ、走る。対するソフィーニアは無感動な眼まな差ざしを向ける。右手を上げる。空間から黄金の槍やりを生み出し……。

　──そうはさせん、よ！

　ジュダは『それ』をイメージする。大気中の魔力から、スロガーヴは魔法を容易たやすく具現化できる。つまりソフィーニアにできるのなら、ジュダにもできるということ。……さっそく、真似まねさせてもらう！

　ソフィーニアの目の前に、光が弾はじけた。それは閃せん光こう。だが目の前に予告なく現れた光は、ソフィーニアの視界を覆おおい、怯ひるませるに充分だった。

「!?」

　ソフィーニアは顔をそらした。崩くずれる体勢。それを見逃さず、ラウディは足先に魔法を溜ため加速──神速の突き。瞬まばたきの間に、相手の懐ふところに飛び込むその技。

　がばっ、とラウディはソフィーニアの身体からだを抱きしめた。
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「ソフィーニア……もういいんだ。もう……」

　ヴァーレンラントの王子は、イベリエの姫君を強く、強く抱きしめる。その熱い抱ほう擁ようにもソフィーニアは。

「壊こわす……全部。一人は、嫌いや……」

　虚うつろなその声。しかしラウディは彼女の身体を抱きしめ離はなさない。

「一人じゃない！　君は一人じゃないっ！」

「……」

「ごめん、ソフィーニア。私が君の気持ちに応こたえられなかったから。……だから、こんなことになったんだよね？　ごめん。ごめんなさい。謝あやまって済むことじゃないかもしれない。でも、信じてほしい。私は君のことが嫌きらいになったわけじゃない！」

「……」

「婚約が破棄されたというのも、そう。本当のことを言えなくてごめんなさい。君は私を慕したってくれていたのに！　私は君に会おうともせず……本当に、ひどい奴やつだ、わたしは……」

　それは王子だったのか、それとも王女の言葉だったのか。ラウディはソフィーニアを抱きしめたまま、彼女の耳元で素直な気持ちを告げる。

「君が閉じこもりがちだって話を聞いた。一人ぼっちだったんだね……それなのに、わたしは何もしてあげられなかった。あなたのことを大切に思っていたのに、それも忘れてしまって。一人ぼっちにしてしまった……！」

　泣きそうなその声。ソフィーニアの目はがらんどうのまま。

「……一人、ぼっち……」

「あなたに刺された時、これは報むくいだって思った。だから、あなたのことを恨んでもいないし、当然だって思った」

「刺す……ラウディ、さま……ころ、す……？」

　ソフィーニアの声がかすかに震える。ラウディはさらに強く彼女を抱きしめた。

「それであなたの気が済むなら、わたしを殺してもいい。でも、こんな、周囲を巻き込むのはやめて。他の誰も傷つける必要なんて、ない……」

　ラウディは泣いているのか。ソフィーニアの視線が揺らぎ出す。

「わたしはあなたに噓うそをついてきた。それが、婚約破棄の原因。でも、わたしはあなたのことが好きだ！　従姉妹いとこで、大切な友だち……」

「とも、だち……？」

「そう。とても大切な友だち。あなたを愛している」

　ソフィーニアが息を吞のむ。

「愛して、いる……私を……ラウディ、さま、が……？」

　彼女を支配していた闇やみはゆっくりと薄うすれていく。

「うぅ……」

「ソフィーニア!?」

　姫君は頭を押さえる。催眠が解けようとしているのか。ラウディは呼びかける。

「ソフィーニア、わたしを見て！　しっかり！　自分を取り戻すんだ！」

「うぅう……ラウ、ディ……様」

　はぁ、とソフィーニアは大きく息を吸った。目を瞬しばたたかせ、自身が抱きしめられていることに気づき顔を上げる。そこにあるのは愛いとしの王子様の顔。

「ラ、ラウディ様！　私……!?」

「よかった、正気に戻ったんだね。……よかった」

　ラウディは一度ソフィーニアを抱きしめると、表情を改めた。

「ソフィーニア、わたしはあなたを愛している」

「ラウディ様……！」

「でも、わたしはあなたと婚約できない」

　ラウディは一度俯うつむくが、すぐに顔を上げた。

「愛しているから、本当のことを言う。わたしが、あなたと結婚できない理由を──」

　ラウディはずっとしまっていた秘密を彼女の耳元に囁ささやいた。男装のお姫様が向けた、大切な友人にのみ聞こえる声で。

「……そん、な……」

　ソフィーニアは驚きよう愕がくしていた。明かされた事実に、動転する。

「ラウディ様が……お──」

　そっとソフィーニアの唇にラウディの人差し指が当てられる。

「それはわたしたちが二人の時に、ね。……ソフィー」

　ラウディがとびっきりの笑みを浮かべた。人を蕩とろかす、甘く、優しいその笑顔。間近でそれを見ることになったソフィーニアはあっという間に赤面して「はい」と小さく頷うなずいた。

「よかった」

　胸のつかえがとれたような、本当の安あん堵どをにじませるラウディ。偽いつわってきたこと、本当のことを言えずにいた苦痛から解放された顔だ。だがその表情もすぐに曇くもった。刺された腹部を押さえ、呼吸が荒くなる。……痛み止めが切れたのかもしれない。

「ラウディ様!?」

「大丈夫、大丈夫だから……」

　ぐらり、とラウディの身体からだから力が抜ける。膝ひざをつく彼女をソフィーニアが支える。

「誰か!?　ラウディ様を──」

　助けを求めるべく顔を上げたソフィーニアだが、そこで周囲の光景が目に入り絶句した。

　砲弾を喰くらったようにいくつもの穴が開いた校舎建物。地面をえぐる穴や溝みぞ。壊こわれた魔法人形イードラト、倒れている騎き士し生せいたち。

「これ、を……私が……」

　薄うすぼんやりと記憶に引っかかる。これをやったのは自分だという確信。何てことをしてしまったのかというショックで心が潰つぶれそうになる。だが傍かたわらで呻うめくラウディの声にソフィーニアは我に返った。

「ラウディ様、お気を確かに！　すぐにお医者様のもとへお連れしますから！」

　う、と近くで人が倒れる音がした。立ち上がろうとした騎士生が、ふらりと地に突っ伏す。

「これは……」と何とか起き上がろうとしていたメイアの声。

「……眠りの匂におい──」

　メイアが倒れた。眠り、と聞いてハッとするソフィーニア。しかしその花の香りを嗅かいでしまう。フッと力が抜けた。ソフィーニアはラウディを支えたまま両膝をつき、その場で動けなくなる。強烈な眠気。身体が脱力し、動く気力さえ根こそぎ奪われていく。

『あぁ、残念。もう少しで、ラウディを殺せたのに、ねぇ……』

　魔ま女じよの声。ソフィーニアは必死に眠気を払おうとするが、瞼まぶたが重く、視界が覆おおわれていく。

『トドメは私が刺しておきます。姫殿下には、しばらく眠ってもらいます』

　だ、だめ──それは声にすらならなかった。──ラウディ様を殺さない、で……。




　　　　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　眠りの魔法が散った場に、闇やみ色いろのローブをまとった人ひと影かげが降り立つ。その右手に現れるは細く長い氷の槍やり。まるで人形のような動作で右手を振るう。氷の槍は風を切り、ソフィーニアともども意識を失っているラウディの、その顔に迫る。

　すっと影がよぎった。氷の槍が吹き飛ぶ。

　立ちふさがったのは黒髪の騎士生。手にした魔法槍クルセツトを構え、騎士生＝ジュダ・シェードは魔女を傲ごう慢まんにも見下す。

　──皆眠らせたと思ったか？　残念だったな、俺に睡眠魔法は効きかない！

　魔女はゆっくりした動作で魔法槍を掲げる。虚こ空くうに氷の槍を六本生成、それらをジュダめがけて投射した。

　ジュダは微動だにしない。だがほんの瞬まばたきの間に、六本の槍は蒸発するかのごとく、大気に霧む散さんした。

「……なっ!?」

　はっ、としたように顔を上げる魔ま女じよ。ジュダの目は闇やみに潜ひそむ魔ま獣じゆうのごとく黄金色の輝きを見せる。それは伝説に聞く、魔力を打ち消す闇の魔獣の瞳ひとみ、スロガーヴの黄金眼。だが、いまはその眼めの力を目まの当あたりにしている者は、一人を除いていない。それ以外の者は皆、眠りに陥おちいっているからだ。

　魔法で生成した氷の槍やりが消滅し、ジュダの黄金眼に睨にらまれた魔女はその場にすくんでしまう。

「ここは……!?」

　魔女が発したその瞬しゆん間かん、その腹部を魔法槍クルセツトの柄つか頭がしらが打つ。……ジュダは魔女のすぐそばに立っていた。

「俺の怒りを買ったお前が悪い……」

　魔女が身体からだをくの字に折り曲げ倒れた。しかしジュダの瞳は元の灰色に戻ってもなお微み塵じんも揺れなかった。力なく倒れ伏す魔女を、まるで道みち端ばたの石ころにように見下ろす。

　──こいつが例の『幽ゆう霊れい』か。

　騎き士し学校を騒さわがせていた幽霊騒そう動どう。この得体の知れないフードの人物が、ソフィーニアを操あやつり、ラウディを殺させようとした……。

　本当なら、問答無用でその首を刎はね飛ばしてやりたかったが、それはありとあらゆることを洗いざらい白状させてからだ。

　ジュダは冷静に、しかし怒りを溜ため込んでいた。この魔女が単独犯なのか、あるいはどこぞの組織に属しているのか、催眠魔法の有無、ソフィーニアを使った理由、ラウディを殺そうとした理由、その他もろもろ思いつく限りすべてを吐かせるつもりだ。そのためには、手段を選ぶつもりはなかった。

　ジュダは膝ひざをつき、その魔女の頭を覆おおうフードに手をかける。露あらわになったのはふわりとした長い髪の侍女。フレーリャ。

「……」

　言葉はなかった。すっと、頭の中にあったそれがすべて合致した気分になる。

　ウェブミルの花を使った睡眠薬。ラウディを刺した短剣の毒もおそらく彼女が作り出したものだろう。ソフィーニア姫の一番近くにいて、操るべく魔法をかけることができる人物。すべてしっくりくる。ただ一点、ソフィーニアを慕したっているように見えたフレーリャがこのような凶行に走った動機だけが理解できないが。……関係ない、締しめ上げて白状させればそれでいい。

　フレーリャの顔を見つめていたジュダは、ふと彼女が最後に口にした言葉を思い出す。

『ここは……』

　どういう意味だろう。ジュダが迫る中、発せられた言葉にしては、ひどく場違いだ。まるで目覚めた直後に、自分が覚えのない場所にいるのに気づいたような……。

　──ひょっとして、そうなのか？

　ソフィーニアは催眠魔ま法ほうで操あやつられていた。この魔女幽霊であるフレーリャに操られて。……本当にそうなのか？　彼女も操られていたのではないか？　フード付きローブを着せられて。

　思えば、動きがどこか緩かん慢まんだった。現れてから、槍やりを投とう擲てきするまでの動作や、ジュダに槍を放った行動も。まるで催眠をかけられている人間のように。そして彼女はスロガーヴの黄金眼に触れて、その催眠魔法が解けてしまったとしたら……。

「……」

　もしこの仮定が合っているなら──ジュダは思わず額ひたいに手を当てた。

　ソフィーニアの催眠魔法も、黄金眼で解けたのではないか？　何故なぜ、この考えにいたらなかったのか。いちおう理由はある。催眠魔法の可能性を疑ったが確証がなかったのが一点。そもそも周囲の視線のある場所で、黄金眼を使う習慣がなかったというのが二点目。それに、今回は通用したが、催眠魔法に対しスロガーヴの黄金眼がどこまで効果があるかわからなかったというのも大きい。催眠魔法対象者を黄金眼で見たことは、今回が初めてなのだから。

　ドクン、と心臓が高鳴った。獣けもの並なみの勘かんが、その『殺気』を感じ取る。

　顔を上げた途と端たん、魔法槍クルセツトが飛来した。グシャリ、とそれはジュダが顔を庇かばうべくとっさに出した右手の肉に刺さり、骨を貫通した。

「ぐっ……」

　ジュダは手よりも先に、『敵』へと視線を向けた。スロガーヴの黄金眼が、建物の陰に潜ひそむ人ひと影かげを捕らえた。こいつが魔法槍を投げてきやがったのだ。怒りが全身を駆かけ巡る。ジュダは左手で右手の槍を摑つかんで引き抜くと──血が飛び散ったが構わなかった──左手でクルセットを握りなおし、投げ返した。

　その人影は慌てて、槍やりを避よけると、その場から逃走した。ジュダは血の滴したたる右手を左手で押さえながら、荒ぶる呼吸を整える。

　追うか。しかしこのまま魔女かもしれないフレーリャや、気を失っているラウディらを放置するわけにもいかない。

「ジュダ兄にい！」

　トニの声がした。義妹であるエクートの少女が駆けてくる。彼女だけでなく、下級クラスの教官や騎き士し生せいたちの姿もある。戦せん闘とう音おんが収まったので様子を見に来たのだろう。彼らは眠っているラウディやソフィーニアのそばに駆け寄り、ついでジャクリーンやリーレたちを介抱しはじめる。とりあえず、彼女たちは任まかせて大丈夫か。

「ジュダ兄!?」

　やってきた褐色肌の亜人少女は、ジュダが出血しているのに気づき、顔を青ざめさせた。ジュダはまだ痺しびれの残る手を庇かばいつつ、小さく笑った。

「心配ない。この程度ならじき治る」

　ジュダは立ち上がった。トニは、傍かたわらで倒れているローブをまとったフレーリャを見下ろす。

「ジュダ兄にい……この人」

「この事件の悪党、かもしれない人物」

　ジュダのもとへも、騎き士し生せいがやってくる。一期下の騎士生だった。

「ジュダさん！」

「重要な証人だ。とりあえず拘束して見張りを立てるよう、教官に言え」

「は、はい！　あ、お怪け我がを──」

「俺の血じゃないよ」

　本当は自分の血だが、もう傷口がふさがったので、手当てをさせなかった。……骨の再生に時間がかかっているが、この再生速度を見てスロガーヴだと怪しまれてはたまらない。

「ジュダ兄！」

　歩き出すジュダに、トニがついてくる。先ほど槍やりを投げてきた影かげが潜ひそんでいた場所へ。壊こわれた校舎の一角に入り込む。砕けた木材や石を踏ふみ、ジュダはそれを見つける。

　投げ返した魔法槍クルセツトが壁かべに突き刺さっていた。イベリエ魔ま法ほう戦士の象徴武器にして、それぞれ持ち主に合わせて作られるという槍。銀の紋様の入った槍……これの持ち主は──

「トニ、こいつでたどれるか？」

　ジュダは深く刺さった魔法槍を力ずくで引き抜きながら告げる。馬亜人エクートの少女は鼻をひくつかせると、力強く頷うなずいた。
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　そこは王都西側にはある屋や敷しきだった。王都内でも富裕層が多く、比較的治安が安定している地区にあるその屋敷は、フィンソルグ男だん爵しやく家けが所有する建物だ。

　白く塗装された壁、三階建て、正面と裏手に庭を持つ。なお、フィンソルグ男爵は、イベリエ出の家系であり、いまも同国からの使者に住居を提供していた。

　その屋敷に夜遅く、一人の女が駆かけ込んできた。青髪の美び貌ぼうの女性騎士──イベリエ魔法国王室親しん衛えい隊たい、ソフィーニア姫付き護ご衛えい隊たい隊長である、ファル・トーレは、イベリエの使者らの滞在する一角へとたどり着くと、そのうちの一人、クナーヴ・タルヴァー卿きようへ報告をあげた。

「閣下、ラウディ王子の暗殺に失敗しました」

「仔し細さいを報告せい」

　白くなった顎あごひげをたっぷりと蓄たくわえた、細身のタルヴァー卿は厳おごそかに告げた。

　イベリエ魔法国の貴族の中で、王族に次ぐ地位にある十二魔法貴族の一つ、タルヴァー家。クナーヴはタルヴァー家の現当主であるが、男性が当主であるのはイベリエでは珍しいことだ。同国のトップが女王であり、また女性の地位が高い同国で、数少ない上位階級の男である。

　護ご衛えい隊たい長ちようは、ソフィーニアを使ってのヴァーレンラント王子暗殺の一部始終を報告した。

　騎き士し生せいらの協力の下、ラウディ王子はソフィーニア姫殿下の催眠を解き、救出。侍女フレーリヤを操あやつり、王子の不意をついたものの、これも騎士生によって阻はばまれてしまった。……応援が駆かけつける前に、目的を阻んだ騎士生、ジュダの抹殺を図るが、これも反はん撃げきを受けて引かざるをえなかったことも、すべて告げる。

　任務失敗の恥ち辱じよくに耐たえるファルから、すべて聞き及んだ後、タルヴァー卿きようは厳きびしい表情のまま、呟つぶやくように言った。

「……仕留めそこなったか」

　卿の傍かたわらにいた側近も眉み間けんにしわを寄せる。

「ソフィーニア姫殿下を使ってラウディ王子を暗殺すれば、戦争になるはずでしたが……」

　それが彼らの目的だった。後継者を失ったヴァーレンラント側は報復に動き、それに対し、イベリエ側も反撃する。

　問題は、ヴァーレンラント王が自身の息子を失ってなお非戦の立場をとった場合だが……。現国王の妻はイベリエ女王の妹であり、両国には血のつながりがあるのだ。

　だが、たとえ外交的決着を望んだとしても、一部の貴族諸侯はそれをよしとせず『戦争』を望むだろう。あわよくば内乱が起き、現国王に代わる新たな王が現れるかもしれない。

　イベリエ女王も、ヴァーレンラント王同様、戦争を避さけようとする可能性がある。しかし国内の強硬派勢力──タルヴァー卿らの属する一派が、現政権を追い落とし、やはり戦争へと導みちびく。……つまりどうあっても一度火がつけば、両国は戦争不ふ可か避ひとなるのだ。そして『計画』では、戦争となった後、両国の指し導どう者しやが変わり、適当なところで休戦する予定である。

　そういう筋書きだった。引きこもりだったソフィーニアをヴァーレンラント王国まで来させただけで、目的の半分は達した。あとは頃合を見て、王子を殺させるだけだったのだが……。

「ファル・トーレ。貴様はどう思う？」

　タルヴァー卿は問うた。

「王子を殺しそこなったが、ヴァーレンラントとイベリエが戦争になる可能性は？」

「現状では限りなく低いと考えます」

　頭をたれたまま、ファルは答えた。

「今回の姫殿下による凶行は、催眠魔ま法ほうによるそれとヴァーレンラント側に察知された模様です。彼らのほうからリアクションを起こさせるのは難むずかしいと思われます」

「つまり……戦争を起こすなら、別の手を考えるしかない、と」

　タルヴァー卿は、ソファーにぐったりと座り込んだ。額ひたいに手を当て、しばし黙だまった後、卿は静かに口を開いた。

「……ソフィーニア姫殿下に生いけ贄にえになってもらうしかない、か」

「!?」

　側近が青ざめ、ファルも顔を上げた。タルヴァー卿きようはソファーの肘ひじ掛かけに肘をついた。

「ヴァーレンラント領内で姫殿下を襲しゆう撃げきし、暗殺する。友好国の姫の帰国時に安全配はい慮りよを怠おこたった責を問い、イベリエ国内から戦争へと仕向けよう」

「しかし閣下、姫殿下を手にかけるなど──」

「どの道、殿下がラウディを暗殺していれば、その身の保証などあるはずもなかっただろう」

　重苦しい空気に包まれる。側近もファルも口を開くことができずにいると、タルヴァー卿は席を立った。

「ファル・トーレ。ヴァーレンラント側に、我らの存在が露ろ見けんする危険性はあるか？」

「いいえ、閣下」

　ファルは再び顔を伏せた。

「催眠魔ま法ほうを使い、姫殿下を操あやつった『魔女』の役割を侍女に当てました。ヴァーレンラント側は侍女を犯人とし尋じん問もんにかけると思われます。仮に、催眠魔法によって操られていたとわかったとしても、侍女は我々のことを知りませんから、情報が漏もれることもありません」

「ならばよい。……我々の策さく謀ぼうに気づかれてしまえば、戦争を起こすどころではないからな」

　それではただの反逆者だ──タルヴァー卿が満足げに頷うなずく一方、ファルは表情こそ崩くずさないものの複雑な心境だった。

　──いい子だったんだけど。フレーリャ……。

　ちょっと迫ってやれば、割と簡かん単たんに心と身体からだを開いた。後はこちらが望む方向に行くように、ソフィーニア姫にいろいろと吹き込ませたり、睡眠薬を用意させたり……。利用するだけ利用して、切り捨てる。可か哀わい想そうだけれど、これもめぐり合わせ──と、ファルがこっそり息をついた、まさにその時だった。

　強い風が部屋に吹き込んだ。唸うなりを上げる風に、家具の上の軽いモノが倒れ落ちた。

「な、なんだ!?」

　部屋の中を小さな嵐あらしが吹き荒れたような状態に、ファルもタルヴァー卿らも動揺する。次に起きたのは、地じ響ひびきのような音。大気が震えていることに気づいたその瞬しゆん間かん、室内の魔石灯がほぼ同時に割れた。

　ふっと、室内は闇やみに包まれる。開かれた窓から見える、周囲の建物の明かりで、かろうじて室内のモノや人のシルエットがわかる。が、その窓からふわりと何かが入り込んだ。

　人ひと影かげ──曲者くせもの！

　護ご衛えい隊たい長ちようとして訓練を積んできたファルは即座に身構えるが、侵入した人影が眼前に立ち、その目を向けられると、心臓を鷲わしづかみにされたような恐怖を感じ、身体が固まってしまった。

　魔ま獣じゆうのような黄金眼だった。振り上げられたその手にあったのは槍やり、クルセット──銀竜の紋様が入ったそれは、ファルが愛用していたもの。

「ぐあっ!?」

　自分のクルセットに右太ももを貫つらぬかれた。穂ほ先さきは床を深々と突き、ファルはその場に縫ぬい付けられたように動けなくなる。

「何者かっ!?」

　タルヴァー卿きようが叫び、側近も声を張り上げた。

「賊の侵入だ！　警けい備び兵へいっ！」

　闇やみに溶け込むような漆しつ黒こくのマント。黄金眼を覗のぞかせるその顔は悪あく魔まじみた鉄の仮面。その戦士は腰に下げていた剣を抜いた。突進。まず側近の身体からだを長剣が貫く。血ち反吐へどを撒まき散らしながら倒れる側近。その身体から抜き、血にまみれた剣をタルヴァー卿へと向け──

　ドン、と扉が荒々しく開かれた。駆かけつけたのは屋や敷しきの警備兵。フィンソルグ男だん爵しやくの屋敷を守る地元兵と、タルヴァー卿の部下たち。

「来たか！　賊をひっ捕らえろ！」

　タルヴァー卿の声に、兵たちは室内に踏ふみ込む。仮面で顔を覆おおった戦士の動きは速かった。

　この闇の中、まるで獣けもののような身のこなしで机や家具をかわし、兵たちをあれよあれよと言う間に斬きり倒していく。金属同士がぶつかる音がした直後に肉の裂ける音と悲ひ鳴めいが連続する。防具が役に立っていないのだ。鎧よろいも盾たても、あるいは防御に構えた剣ですら、戦士の剣がぶつかった途と端たん、力ちから任まかせに切り裂かれ、兵たちの身体が両断されていく。

　鋭するどい声を上げて挑みかかる兵士。だが次の瞬しゆん間かん、突き出した剣をかわされると同時に、振るわれた長剣によって首を刎はね飛ばされる。

「閣下、お下がりください！」

　魔法槍クルセツトを携たずさえた魔法兵が、タルヴァー卿の前に立つ。槍やりの魔石が、魔法発動に輝き出す。

　だが、そこまでだった。仮面をつけた戦士がひと睨にらみした瞬間、発動しかけた魔法はたちまち霧む散さんしてしまう。魔法兵は魔法槍の故障を疑うが、その隙すきを見逃す賊ではない。たちまち血祭りにあげられ、警備の者は全滅した。

　タルヴァー卿は賊から逃げるべく出口へと駆ける。だが仮面の賊が左腕をひっかくように振ると、風がうなり、鞭むちのような衝しよう撃げき波はとなってタルヴァー卿を壁かべへと打ちつけた。

「う、うう……」

　タルヴァー卿は壁に追い詰められ、恐怖に引きつった顔を向ける。

『貴様は、ラウディを殺そうとした』

　くぐもっていたが、その声にファルは聞き覚えがあった。

『ソフィーニアを利用した。彼女も殺そうとした。多くの者が傷ついた。同時に、さらなる流血を呼び込もうとした』

「き、貴様は、いったい……」

　震える声でタルヴァー卿が言えば、漆黒の戦士は血まみれの長剣を構えた。

『……仮面の戦士って知っているか？』

　それが俺の名前だ──タルヴァー卿きようの顔面に鉄てつ拳けんが見み舞まわれる。一いち撃げきのもとに伸のされた男は壁かべを背に動かなくなった。仮面の戦士は剣の血を払うと鞘さやへと戻した。

　ひっ──とファルは思わず自分の右手を嚙かんでいることに気づく。声を出さないように、いつの間にか銜くわえていたらしい。それだけ目の前の光景が信じられず、また戦いなれしたはずの護ご衛えい隊たい長ちようですら恐れおののく化け物っぷりだったのだ。

『ああ、よかった。生きていたんだな、ファル隊長』

　呼ばれた。影かげをまとったようなその男──仮面で顔を隠したジュダ・シェードはファルの眼前まで歩み寄る。その手がゆらりと伸び、ファルの脚と床をつなぎ止める魔法槍クルセツトに触れる。

「うぐっ!?」

　痛みに顔が引きつった。何の加減もない振動に、気が狂いそうな痛みを味わわされる。

　悪魔、あるいは鬼を模したような鉄の仮面。その両りよう眼めは闇やみの獣けものを思わす黄金眼。

『あんたにもお礼参りを、と思っていたんだ……生きて、太陽の光を浴びられると思うなよ』

　衝しよう撃げきと共に、ファルの視界は闇に包まれた。
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　　　　　終章　お姫様と騎き士し




　ソフィーニア姫を操あやつっての騎士学校襲しゆう撃げき事件から、二日後。

　ジュダの姿は、エイレン騎士学校の騎士生校舎、その正面入り口にあった。隣となりを歩くのはストロベリーブロンドの髪をなびかせた、ソフィーニア姫。

「それでは姫殿下。道中、お気をつけて。無事の帰き還かんをお祈りします」

　ジュダが立ち止まり一礼すると、ソフィーニアも優雅に答礼を返した。

「ありがとう、ジュダ。……それと」

　ソフィーニアは人差し指を唇に当てた。

「できれば……名前で呼んでほしいです」

「はい、ソフィーニア」

　ジュダは小さく笑んだ。しかし姫殿下はわずかに眉まゆをひそめて。

「ソフィー……そう呼んでください。ラウディ様には呼び捨てなんでしょう？」

「わかりました。……ソフィー」

「素直でよろしい、ふふ」

　ソフィーニアは機き嫌げんよく頷うなずいた。

「付き合ってくれてありがどうございます、ジュダ。……皆さんも」

　ソフィーニアは一礼する。リーレやサファリナ、トニ。やや離はなれた場所にジャクリーン教官や騎士教官らが数人、イベリエの王女の見送りに来ていた。

　イベリエの姫君は、校舎入り口から学校正門までの広場へ視線を向ける。

　王室用の四頭引きの大型馬車と、イベリエの使節団、さらに護ご衛えいが待機していた。王女と共に王都エイレンを訪れ、王城やその他施設の視察をしていた者たちである。

　ソフィーニアと騎士学校へとやってきた護衛は、二日前の騒さわぎで全員が負傷したが一命は取り留めた。魔ま女じよの格好をして現れたフレーリャも、その後の調べで、ソフィーニア同様、催眠魔法をかけられていたことが明らかになった。……護衛隊長だった、ファル・トーレによって。

　職務態度も真面目まじめで、信頼していた護衛隊長の裏切り。ソフィーニアはショックを受けたが、それ以上にフレーリャにも受け入れがたいほどの動揺を与えた。同性ではあるが、個人的な関係があったらしく、ファルの裏切りを聞いて体調不良で寝込んでしまった。

　また、昨日知らされたが、イベリエからヴァーレンラント王国を訪れ、ソフィーニア滞在のための下準備と交渉などを行っていた、大貴族であるタルヴァー卿きようが今回の事件を計画した者として逮捕されたのだという。身内の、しかも大貴族の中に裏切り者がいたことに、イベリエ本国でも混乱が起きているようだった。

「来る時は、ここに大勢の騎士生が出迎えてくれました」

　悲しみを含んだ声で、ソフィーニアは言った。

「あんなことの後では、さすがに私を見送ろうなんて思わないですよね……」

「操あやつられての結果です」

　ジュダは同じく広場を眺める。

「あなただけのせいではない」

　エイレン騎き士し学校は、亜人解放戦線による襲しゆう撃げきがあった時よりもひどい有あり様さまだった。教官執務室や講堂などがある中央校舎や、騎士生たちの教室がある騎士生校舎にいくつもの大穴が開き、下級騎士生候補である小姓科の校舎が特にひどく破は壊かいされた。……主に警けい備び隊たいが暴走するソフィーニアを中央校舎から引き離はなすために誘ゆう導どうしたがための損害である。

　その学校警備隊の被害も大きかった。応戦した最上級騎士学年の騎士生も重軽傷者が多数。ジャクリーン教官が率ひきいるクラスの騎士生もまた、魔法人形イードラトとの戦せん闘とうによる重傷者が数名が出た。

「操られていたなんて、言い訳にしかなりません」

　ソフィーニアは小さく息を吐いた。

「私が強ければ、こうもならなかった。……ええ、きっとそうなのです」

　固く握られた拳こぶしが震える。

「過ぎてしまったことです」

　ジュダは感情を込めずに言った。

「何もかも過ぎたことです。どうしようもありません。過去に戻れるなら、時間が戻せるなら……現実にそれはない」

「後悔を抱えて生きる。……苦しいですね」

「ええ……そうですね」

「思い出はいつか風化すると聞きますが、きっと私は忘れないでしょう。その時のことを覚えていないのに、犯してしまったという事実を忘れないなんて、矛む盾じゆんもいいところですが」

　ねえ、ジュダ──ソフィーニアは後ろに手を組んで、上うわ目め遣づかい。

「あなたにもありますか？　後悔とか、やり直しができるなら、やり直したいこと」

「悔いならありますよ。いろいろと」

　たとえば、母が処刑されたあの日。母を救えなかった非力な自分。

　たとえば、過ごした亜人集落が全滅したあの日。感情に任まかせた行動をとった軽率な自分。

　救える命を救えなかったことや、剣の師との別れとか、シアラという亜人だった同期生のこととか……ヴァーレンラント王を前にして、復ふく讐しゆうの手を止めてしまったことも。

「ただ、やり直したいとは考えませんね。……やり直せないことばかりですから」

　ジュダは空を見上げる。憎らしいほどの青空が広がっている。

「やり直せたらと思えばいろいろあるんでしょうけど、仮にやり直せたとしたら、今の自分とは違う者になっているんじゃないかと思います。……ラウディや、あなたとも会えなかったかもしれない」

「……そ、それもそうですね。そうかもしれません」

　すっ、とソフィーニアは視線をそらした。心なしか頰ほおが赤い。

　妙な沈ちん黙もく。ジュダは話を変えた。

「ラウディも来られればよかったのですが……」

　肝心のラウディは朝早く学校を後にしていた。呼び出されたのだろうが、王城に戻った理由をジュダは知らない。だが彼女の代わりにソフィーニアの見送りをリードするよう言い渡されていた。……らしくないのだが、代役として指名されたのでは仕方がない。

「ラウディ様にはラウディ様のご都合がありますから」

　ソフィーニアは、さほど気にした様子もなかった。

「昨夜は、たっぷりお相手してくださいましたし、これ以上は贅ぜい沢たくですよね」

　リーレやサファリナら周囲が「え？」と驚おどろいたような顔をした。その言葉の真意を知るジュダと、まったく意味がわかっていないトニだけが余裕の表情である。

　ラウディから性別が『女』であることを明かされたソフィーニアは、当初こそ戸と惑まどいを見せたものの、共に過ごすことで、すっかり打ち解けたようだった。

　そもそも、ラウディの妹のフィーリナ姫とも親しいソフィーニアである。元より好意的だった上に、従姉妹いとこという関係もあって、ソフィーニアはたっぷりとラウディに甘え、ラウディもまた、性別を秘密にしていたしがらみから逃れ、楽しく過ごしたようである。

　何より、ラウディは『友人と同じベッドに寝転がっておしゃべりしたりする』という、いつぞやジュダに語ったささやかな夢も叶かなえたようだった。

　姫殿下、と使節団の長が声をかけてきた。ソフィーニアは頷うなずくと石段を降りたが、ふと足を止めて振り返った。

「ジュダ、イベリエに来ませんか？」

　それは──ジュダは目を瞬しばたたかせる。麗うるわしい姫君は穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「私に仕つかえませんか？　近衛このえ騎き士し、私に用意できるものは極力そろえますが」

「せっかくのお申し出ですが、プリンセス」

　ジュダは胸に手を当て、微笑を浮かべる。

「先約がございますので。お気持ちだけで」

「そうですか。本音を言えば少々残念ですが、それでこそラウディ様の騎士ですね」

　彼女は背を向け、迎えの馬車へ。イベリエ兵が主あるじを馬車へといざない、王女殿下は箱型の客室へと乗り込んだ。近衛が騎乗し、配置につく間、ソフィーニアは窓を開けて。

「機会があったら、ぜひイベリエにお越しください。その時はたっぷり歓迎しますから。もちろん、ラウディ様も一緒に」

　御ぎよ者しやが馬に指示を出し、四頭が引く大型馬車はゆっくりと広場を進む。騎き士し学校を囲う壁かべ、その正門へと向かう。窓から手を振る姫君に苦笑しながら、ジュダも手を振って見送った。

　──機会があったら……機会があったらまた会いましょう。

「……行ってしまわれたな」

　ジャクリーン教官がジュダの隣となりに立った。

「一時はどうなるかと思ったが、こうして無事に騎士学校を発たたれた」

「ラウディが頑張りましたから」

　ジュダは女教官に視線を向けた。

「王子殿下が、愚ぐ直ちよくなまでにソフィーニア姫を助けると言い張り、それを成し遂とげたおかげです。……もしそれがなければ」

「いまこうして笑ってはいられなかった、か？」

　皮肉げにジャクリーンは唇の端はしを吊つり上げた。

「どんな理由があったにせよ、イベリエと戦争を覚悟しなければならなかったかもしれない」

「ええ、姫殿下の命を奪っていれば、ね」

　ジュダは苦笑する。……もし、俺なら姫殿下を殺していただろう。ラウディがあの場で立ち上がらなかったら、あるいはソフィーニアを即座に殺さなければラウディを守れなかったとしたら。ついさっき笑顔で手を振ってくれたお姫様を、手にかけていた……。そのようなことにならなくてよかった。

「お前、ペルパジア殿と話されたのだろう？　今回の件、どこまでわかったんだ？」

「イベリエの大物貴族の中に、ヴァーレンラント王国との戦争を望む者がいた」

　ジュダは、養よう父ふであるペルパジア大臣と交かわした会話を思い出しながら言った。

『正確には、戦争を利用して政権を手にしようとした者たち』

　ペルパジア大臣は淡々と告げたのだった。

『現政権に反旗を翻ひるがえせば内戦となる。たとえ内戦に勝っても、民族内でしこりが残る。だが外国との戦争とあれば、内乱を起こすよりも穏おん便びんに政権を奪取できる──彼らはそう考えたのだろう』

　戦争なら友好国でもなく、他に──たとえば争いの絶えない北方蛮族とでもできただろうに、とジュダが言えば、養父は苦笑してみせた。

『物事というのは、そう簡かん単たんではないのだ。それに皆が同じ方向を見なければ戦争などできない。つまり一致団結させるだけの理由、大義が必要だ』

　それが、ソフィーニア姫殿下。

『女王を支持する多数派を、戦争の道に引き込むのに、うってつけというわけだ。実際、姫殿下を絡めて、開戦をヴァーレンラント側からさせることで、非戦派も戦わざるをえなくさせようとしたのだろう』

　戦争とは相手がいるもの。いかに非戦を叫ぼうとも相手が攻めてくれば意味はない。ラウディを、ソフィーニア姫殿下の手で殺させることで、ヴァーレンラント側にも開戦の口実を与え、戦争不ふ可か避ひへの道をとらせる。

『タルヴァー卿きようの他にも戦争を望む者がいたのは間違いない。しかし──』

　ペルパジア大臣は表情を曇くもらせた。

『本格的な尋じん問もんを前に、拘留先でタルヴァー卿は何者かによって殺害された。こちらの監視の目を潜くぐっての犯行だ』

　口封じ？　ジュダが問えば、おそらく、と大臣は頷うなずいた。

『この件は、まだまだ根が深そうだ。ヴァーレンラント国内にも、この件を利用しようとする者がいたのだろう。協力者、いや、内通者かもしれない。タルヴァー卿が滞在していたフィンソルグ男だん爵しやく家けも主な者は行方ゆくえをくらませた。……何ともきな臭いではないか』

　他に手がかりは？

『君が捕らえた、イベリエの護ご衛えい隊たい長ちようから、何かわかればいいのだが。ただ彼女はタルヴァー卿の配下に過ぎない。より深いところまでは探さぐれないかもしれない』

　ジュダが捕らえたファル・トーレ。彼女は、今回のソフィーニア姫絡みでは実行犯である。

『血筋、一族の関係が勝まさっているということだろう。姫殿下の護衛隊長であるトーレ家は、古くはタルヴァー家からの分家らしい』

　あの武人然とした女性が主あるじを罠わなにかけるという印象がなかったが、なるほど血筋か。血のつながりは時に主従関係を超えるということか。

　だが、ヴァーレンラント側にもラウディの命を狙ねらう者がいる。こちらもまだまだ問題は山積しているようだ。ジュダは、養よう父ふとの会話を振り払うように首を振ると、ジャクリーンを見た。

「現状、これから、といったところですね。今は陰いん謀ぼうが明らかになることを祈るばかりです」

「お国に戻られても姫殿下は大変だろうな。……まあ、お前はよくやったよ」

　ぽんと、ジャクリーン教官はジュダの肩を叩たたくと、踵きびすを返した。

「さて、学校は休みだというのに、後始末が残っている。私は仕事に戻るよ」

「頑張ってください」

「そう思うなら、手伝ってくれてもいいんだぞ、上位騎き士し生せい」

　右手を振りながら、女教官は去った。代わりにリーレとサファリナがやってきた。

「これでお役御免ね。ジュダ、これからどうする？」

「どうしようかな。……学校はしばらく休校だし」

　ジュダは、破は壊かいの跡も生々しい校舎建物を見やる。

　いま騎士学校に残っている騎士生の数は多くなかった。その理由は、やはり休校だ。施設の損壊、負傷者など、授業再開どころではないのだ。負傷者は治ち療りようを受けているが、無事だった者は、それぞれ家や故郷への帰省が許され、騎士学校を旅立っている。

「しばらく寮りようで寝泊まりする」

　故郷はないし──ジュダはその言葉を吞のみ込む。かつて過ごしてた亜人集落はすでにない。

「君は、リーレ？」

「あたしも行く当てないからなぁ」

　赤毛の騎き士し生せいは両手を頭の後ろに当てる。

「ジュダが残るんなら、あたしも寮に残るかな」

「サファリナ、君は？」

　ジュダが問えば、緑髪の貴族生は何故なぜか視線を泳がせた。

「わ、わたくしは、い、家に帰りますわ。今回の騒そう動どうで、おそらく両親やお兄様が心配なさっているでしょうし……」

「両親……」

「お兄様、ねぇ……」

　リーレが意地の悪い顔になった。

「な、何ですの？」

「別にー」

　リーレが視線をそらした。何となく嫌いや味みっぽく見えた。

「もう、なんですの……それはともかく」

　サファリナは咳せき払ばらいした。

「ジュダ君、確かあなたの寮の部屋も被害を受けたって聞きましたけれど」

「え、ほんと!?」

　リーレも驚おどろく。雷らい獣じゆう寮の住人であるリーレは知らなかったが、ソフィーニアが宿泊し、ジュダらが利用していた光鳥寮は、学校にある寮の中で一番被害を受けていた。

「水臭い。言ってくれれば、あたしの部屋、貸したのに」

「貸すって、一人部屋だろう？　君はどうするんだよ？」

「トニちゃんと床で寝るー」

　リーレは、そばで聞き耳を立てていたトニを引っ張ると、その身体からだを抱きしめた。じゃれつく赤毛の少女にトニも笑い声を上げる。

「それは不健全ですわ！」

　サファリナが声を荒らげた。だがすぐにコホンと咳払いして、真面目まじめぶる。

「ジュダ君。寮の部屋が直るまで、よ、よろしければ、わたくしの家にいらっしゃらない？」

「家、君の家にか？」

　ジュダは目を丸くした。まさか彼女から、そのような言葉をかけられる日がこようとは……。

「部屋の心配ならいりませんわ。お屋や敷しきは、騎士学校の寮以上に広くて、内装も豪華。好きな部屋を使わせてあげますわ。もちろん、そちらの義妹いもうとちゃんも、連れてきてもよろしくてよ？」

　その豊かな胸を突き出すように、サファリナは言い放った。王国でも有力な上級貴族であるルーベルケレス侯こう爵しやく家けの屋や敷しき。好意は嬉うれしいのだが、たぶん気質とか含めて合わないんだろうな、と心の中で呟つぶやく。貴族の家なんて堅苦しいと相場が決まっている。

　さてどう断ろうか──ジュダが考えていると、助け船が入った。

「ジュダ様」と、ラウディ付きの侍女メイアがいつものメイド服姿でやってきたのだ。

「お話し中、失礼します。……いまお時間よろしいでしょうか？」

「ええ、授業もないですし」

　ジュダは王族付きメイドに向き直る。

「これからご足労願いたいのですが」

　キリリとした表情のまま、メイアは事務的に告げた。

「フィーリナ・ヴァーレンラント殿下があなたとのご面会を希望しております。ご同行願えませんでしょうか？」
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　フィーリナ・ヴァーレンラント。

　国王の娘。ラウディの妹。王国一の美姫という評判の少女──ジュダが知るのはその程度だ。

　姉であるラウディからその名を何度か耳にしたことはあるが、ジュダは面識はなかった。

　それが突然、会いたいと言ってきた。これはどういうことか。考えても、その答えが見つからない。亜人解放戦線からラウディや王を救ったこと？　いまさらと思わなくもない。では今回のソフィーニア姫との騒そう動どうか。イベリエの姫君とは仲がよいと聞いている。

　──まあ、会ってみればわかることだ。

　ジュダはメイアに連れられ、道中の馬車の中でそう思った。どれくらい進んだのか。王都エイレンの中央にそびえるヴァーレンラント城をも通り過ぎ、北部へとひたすら馬車は進む。やがて林道を抜けると、そこには寂れた教会があった。

　いや、それは廃はい墟きよというべきか。石の壁かべは黒ずみ、年季を感じさせる。教会の周囲に女性の兵士が見張りに立っていた。お姫様がいるのだ。護ご衛えいはついて当然か。

「この中です」

　メイアは朽くちかけた木製の扉を押し開けた。ジュダが入ると、メイアは扉を閉める。……どうやら一人で会いに行けということらしい。一いつ瞬しゆん、手の込んだ罠わなではないかと、嫌いやな予感が脳裏をよぎった。国王と休戦という口約束であるが、所しよ詮せん口約束。いつ裏切るかわかったものではない。……もちろん、それはジュダも同じであり、お互い様ではあるが。

　高さにすると三階建ての建物くらいか。吹き抜けとなっているために、とても広く感じられる。天井には無数の穴が開いていて、そこから太陽の日差しが差し込んでいた。同時に、天井の穴の下の床は変色していて、見るからに腐っているようだった。こんなところで待ち合わせなど、趣味が悪いお姫様である。

　教会の祭さい壇だん前。壁へき面めんには太陽神像があって、そこに長い金色の髪を背中にたらした女性の姿があった。青い色のドレス──創立記念祭でラウディが姫の姿に女装した時のそれを思わせる。ひょっとしたら、あの時のドレスは妹姫からの借り物だったのかもしれない。

　ジュダはゆっくりと祭壇へと歩く。お姫様は背中を向けているのでその顔は見えない。背格好は、ラウディと変わらないように見える。姉妹だから似ていて当然か、とも思う。姉より背の高い妹だってこの世にはいるのだ。

　しかし、ジュダは胸むな騒さわぎを覚える。違和感が拭ぬぐえない。……本当にフィーリナ姫殿下なのか？　妹……どう見ても、ラウディの女装姿にしか見えない。

「ジュダ様……？」

　とても柔らかな声。ラウディのそれによく似ているが、それよりも優しさが増しているというか。……フィーリナ姫は、そういう感じの声なのか。

「いつものように呼び捨てで結構ですよ。……ラウディ」

　ジュダは立ち止まると、意地の悪い笑みを浮かべた。

「それとも、フィーリナ王女殿下、とお呼びしましょうか」

「ラウディでいいわ。ジュダ」

　フィーリナ、いやラウディ・ヴァーレンラントは振り返った。創立記念祭で見せた王女の姿で。煌きらめくような青い瞳ひとみ、美び麗れいな顔だちのお姫様は、小さく眉まゆをひそめた。

「どうしてわかったのかな？」

「わかりますよ。これでもあなたと、ずっと一緒にいましたから」

　実は、土ど壇たん場ばまで自信がなかった。何せ本物のフィーリナ姫に会ったことがないのだ。

「それで、どうしたんです？　こんな寂れた教会に呼び出して。……しかも」

　お姫様の格好をして。ジュダは、神妙な表情のラウディを見やり、どうにも嫌いやな予感を覚える。確信はないが、直感だ。こんな手の込んだことをする意味など考えたくなかった。

　ラウディのお姫様姿は、あまりに美しく、心拍が上がっていくのを感じる。

「ジュダと、大事な話をしたくて」

「……伺うかがいましょう」

　ジュダは無意識のうちに背筋を伸ばした。ラウディ姫は祭壇を降りると、黒髪の騎き士し生せいのもとへと歩み寄る。ドク、ドク、と心臓の音が耳につくような感覚に陥おちいる。麗うるわしいラウディ姫もまた緊きん張ちようしているのか表情が硬い。

　沈ちん黙もく。互いに見つめ合う。ジュダの灰色の瞳、ラウディの青い瞳。視線が重なり、しかし言葉が出ない。彼女の唇がかすかに開く。まるで喘あえぐような切ない吐と息いき、それが聞こえるようだった。ジュダは高まる緊張を押し殺し、静かに息を吐いた。

「その、とても大事な話なんだけど……」

　ラウディが自身の胸の前に手を当てる。まるで心臓の鼓動を抑えるような仕草。

「……おかしいな。ソフィーとは話せたのに。……すごく、緊きん張ちようしちゃって」

「わかります」

　見ていれば。……こちらまで緊張が伝染うつる。

「ジュダ……」

「はい」

「……愛してます」

「!?」

　ジュダは固まった。ラウディは続けた。

「わたしは、ジュダ・シェード、あなたを、愛しています」

　頭の中が真っ白になった。馬ば鹿かな、という思いと、ラウディが向けてきた好意の意味。ジュダは戸と惑まどう。

　──なんだこれ。

　その場に立ち尽くす。答えが浮かばない。いつもの皮肉げな言葉も、何もかも。いま自分はどんな顔をしてラウディと対たい峙じしているのか。それすらもわからなかった。

「最初は友だちだと思ってた」

　ラウディは身体からだの前で自身の指を絡ませながら語る。

「わたしの性別を知っても、あなたは変わらなかった。……この人は、一生の友だちになる人だって思った。仲良くしたいって思った。だからあなたのそばにいた。……でもいつからか。あなたのことが好きになっていた」

　ラウディは頰ほおを染める。

「創立記念祭の前に、休みがあったでしょう？　あの時、わたしは城に帰ったんだけど、妹に、フィーリナに言われたの。『お姉様は、ジュダ様に恋をしているのですか？』って」

　恋。

「その時は否定したけど……。でもこれが恋なんだって意識した。創立記念祭の時に、ドレスをまとい、皆の前で踊ったけれど、それはあなただから受けたのよ？　そうでなければわたし、逃げ出していたわ。他の誰とも踊るつもりはなかったし、あなたがいなければ、そもそもドレスだって着なかった」

　全部あなたのせい──ラウディは俯うつむいた。

「飄ひよう々ひようとしているけれど、強くて、勇敢で、……か、か……かっこい、い……」

　恥ずかしさのあまり、ラウディはもじもじとする。

「でも、意地悪。そう、とても意地悪！」

　ラウディは顔をしかめた。

「あなたの意地悪でどれだけわたしが傷ついたりしてるか、あなた知らないでしょう？」

「……そうなのですか？」

　ようやく言葉が出た。ラウディは首を振った。

「あなたは意地悪で、皮肉屋で、嫌いやなことでも平然と口にするの。……でも」

　ラウディの声のトーンが変わった。

「時々、優しい。あと、素直に笑う顔が好き。とても心が温かくなる……ずっと見ていたいくらい」

　自身の胸に手を当てるお姫様。

「だから……ソフィーが、わたしの気を引くためとはいえ、あなたに身体からだを寄せた時、わたしがどれだけ悲しかったか。まるで胸を引き裂かれるように痛かった。ジュダはわたしの騎き士しなのに……わたしだけの騎士なのに」

　ラウディは小さく首を振ると、すっと顔を上げた。

「だから決めたの。刺されて、危ない目にも遭あったけれど、いえ、遭ったからこそ、素直に気持ちを伝えたい」

　まっすぐに、その青い瞳ひとみをジュダへと向けるラウディ。

「わたしはあなたが好き。大好き。……愛してる。心から」

　優しく微笑ほほえむ彼女。ジュダの心を明るく照らす太陽のような光だった。胸の奥がじんと温かくなる。同時に、とても痛かった。これだけの気持ちを向けられながら、受けられない自分に。

　ジュダは彼女の顔を見ていられなかった。正確には、彼女のまっすぐな瞳を見つめ返すことができなかった。喘あえぐように口が動く。しかし言葉が出ない。

　ラウディ──

「でも」

　ようやく言葉を口にしかけたところで、ラウディの声が重なった。

「わたしは、この国の王子なの」

　くるりと、ラウディは背を向けた。ふわりと揺れる長い金色の髪。

「いずれヴァーレンラント王国の王となる身。……どれだけ殿方に想おもいを寄せようとも、それは叶かなわない身。だから、この気持ちは私の中に隠して生きていく……」

　ラウディ・ヴァーレンラント。男装のお姫様。恋を胸に秘め、王子を演じる──彼女はその役目を粛しゆく々しゆくと受け入れる。

　それがこの国のため。

　いまだ問題を抱える王国の、未来のために。

「勝手ばかり言ってごめんなさい。でも言わずにはいられなかった。あなたには知っていてほしかったから──私の本当の気持ちを」

　彼女は自分の幸せよりも、国を選んだ。どこまでもまっすぐに。

　──俺はそれを見ていることしかできないのか……？

　ジュダの心の底が渦を巻く。彼女の肩が小さく震えていた。未来の王と呼ぶにはあまりにその背中がか細く、小さく見えた。……本当に、それが彼女の望みなのか？

　本当は好きだと告げた相手の胸に飛び込みたいと思っているのではないか。

　抱きしめてほしいと口に出したいのではないか。

　──どうして、あなたは泣いているのですか……？

　ジュダは、その細く、震える肩を抱きしめたい衝しよう動どうにかられた。

　だが、それはできない。

　スロガーヴ。闇やみの魔ま獣じゆうの血は、黄金の力を持つレギメンスの少女の身体からだを抱きしめることができない。

　ぎりり、と奥歯を嚙かみしめる。呪のろわれた魔獣の血が恨めしい……！　黄金の力を忌き避ひする血を本気で呪った。好きな女ひとり抱きしめてやれないなんて！

　背を向けたお姫様。どうして彼女は振り向かないのか。涙を見られるのが嫌いやだから？　それとも──俺が抱きしめるのを待っているのだろうか？

　もし彼女を抱きしめてやれたら、どうなるだろう？　王子を演じ、王となる運命を受け入れているその決意を揺るがしてしまうのだろうか。胸のうちにあるジュダへの想おもいへ、気持ちが傾かたむくのだろうか。……王になる未来を捨てて。

　そう思った時、ジュダはふっと力が抜けた。ラウディが王位を継つがなければ訪れるだろう血みどろの未来が脳裏をよぎったのだ。

　人間と亜人が争い、屍しかばねの積み上がる未来。憎しみの連れん鎖さ。理り不ふ尽じんな死が蔓まん延えんする世界──斬ざん首しゆされた母の姿、殺された亜人集落の仲間たち。

　そんな未来にならないように、ラウディは王位を継ぐ決意を新たに固めたのだ。その思いに水を差すわけにはいかない。

　──俺が代わってやれれば、どれだけ彼女の心労は軽くなるだろう。

　闇の魔王として君くん臨りんしたスロガーヴ、その歴史のままに。人間と亜人が争うことのない未来を自みずからの手で切り開いていくことができるのなら。……いや、それはできない。

　──俺は前に出てはいけない。英雄に、王になどなってはいけないんだ。

　万が一にも、スロガーヴだと正体が露ろ見けんするようなことは避さけなくては。ラウディが愛情を抱いた相手がスロガーヴだったなんて周囲に知られるわけにはいかない。

　ラウディが、ジュダの正体を闇の魔獣と知った途と端たん、剣を向けてくるならまだマシだ。それならジュダが身を引くだけで済む。

　しかし受け入れられたとしても、そこには大きな問題が出てくる。闇の魔獣を受け入れたレギメンスの一族の異端者。彼女の評判は地に落ち、魔獣に手を貸した裏切り者としてスロガーヴの存在を許さない者たちから処刑されるかもしれない。……十年前に断頭台の露つゆと消えた母のように。言えない。絶対に。

　ジュダは一呼吸で、胸のうちを整えた。己おのれが抱えているラウディへの想おもい。彼女が告げてくれた好意。それに対する答えを口にしなくてはならない。

　胸の奥が痛かった。どうしようもないほど。

「ラウディ、あなたのことが好きです」

「!?」

　お姫様は吃驚びつくりして振り返る。

「周囲に優しく、亜人も差別しない。それでいて一度決めたらまっすぐに突き進む……ちょっと危なっかしいですけど、そんなあなたが愛いとおしい」

「ジュダ……」

　口元に手を当て、さらに涙を溜ためるラウディ。

「あなたは責任感が強い人だ。だからあなたを見ていると辛つらくなる。助けたくなる」

　抱きしめてあげられないけれど、それでも気持ちだけは──彼女がそうしたように、言葉だけでも伝える。

　──あなたが愛していると言ってくれたように、俺も、あなたのことを……。

「我が姫君マイ・プリンセス。あなたの望む時、望む場所……どこまでもおそばにおります」

　言葉を切る。次に浮かんだ言葉を出すのを一いつ瞬しゆん躊躇ためらったのだ。ジュダは床に片かた膝ひざをつき、しかし顔を上げ、灰色の瞳ひとみでじっと、愛しい姫を見つめる。

「あなたの……騎士として」

「騎士……」

　ラウディがその言葉を呟つぶやいた。自分の意思を汲くんでくれた言葉だと理解した姫は、すっと背筋を伸ばした。

「約束よ。わたしのそばにいてよね」

　──ずっと。

「わたしの騎士様」

「はい、お姫様」

　ジュダは深く一礼して応こたえた。
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　あとがき




「シアラーっ」と今巻に登場していない人物の名前を叫ぶ、柊ひいらぎ遊ゆう馬まです。『乙女おとめな王子と魔ま獣じゆう騎き士し』第二巻をお手にとっていただき、真まことにありがとうございます。

　まずは裏話。一巻の発売前に、すでにこれとは違う二巻ができていたのですが、没になりました。プロットと一緒に本編を添えたのですが、担当Ｃさん曰いわく「暗いっすね」とのこと。没巻では、凄すご腕うで二刀流と説明文があるのに一巻ではさっぱりだった狐きつねさんの本職が明らかになったり、コントロさんが活かつ躍やくしたりしたのですが、いつか披ひ露ろうできたらと思っております。

　それはともかく、一巻を買って読んでくださった皆様の感想をネットなどで拝見しつつ、この二巻を楽しく執筆していた次第。至らぬ点は多々あれど、続きが読みたいとコメントしてくださった方々には圧倒的感かん謝しやでございます。がんばらねばと身が引き締しまる思いです。

　さて、二巻では、他国のお姫様が登場しております。イベリエ魔法国、統治者は女王であり魔法技術に長たけた国です。ちなみに、素人しろうと時代に書いた設定やキャラを引っ張ってくることがしばしばある柊の作品ですが……実はジャクリーンやリーレ、サファリナも、そうだったりします。で、ソフィーニアさんも魔法国のお姫様という設定で採用したのですが、初めは世の中に拗すねているツン姫だったのが、協議の結果、ややロリ風味のお嬢じよう様さま系、ただしラウディに対して暴走気味というキャラに落ち着きました。

　このお姫様はラウディにゾッコンです。ジュダではなくラウディがモテる──この構図は、わざとやっています。より物語をシンプルにあらわすなら、

『主人公はラウディ。ジュダはヒロイン』

　ジュダは作品的には主人公なんだけど、立ち位置はヒロインという見方をすると、また違った印象で読めるかもしれません。

　そんな一歩引いた立ち位置なジュダですが、戦せん闘とうに関して、彼が独自のルールを持っていることを今回少し書かせていただきました。スロガーヴの『黄金眼』に関して、周囲に人が多い時は使わないというのがそれです。要するにラウディや他の目がある時は、ジュダは本気を出してはいけないという一種の縛しばりです。逆に、そういう制限がない時は、とことん冷淡に敵を滅ぼします（仮面の戦士の時のそれ）。ただ彼は無抵抗な者まで殺すようなタイプではなく、もし彼と出くわすようなことがあったら、決して武器を持たないように（重要）。部屋の隅すみで小さくなりましょう。彼があなたを殺しに来たのでない限り見逃してくれます。まあ、それは置いておいて、ラウディの影えい響きようによるジュダの心境の変化も一つの見所です。ラウディに何かあったら殺す殺す言ってますけど、今のところちゃんと彼女の言うことを聞いてますからね。

　では最後にご挨あい拶さつ。担当様方、イラスト担当の久く杉すぎ様をはじめ、出版に関わったすべての方方に感謝を。そしてこの二巻をお買い上げいただいた皆様、本当にありがとうございます。皆様により楽しんでいただけるよう精進していきますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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柊ひいらぎ 遊ゆう馬ま

岐阜県在住の兼業未確認動物。早く専業になりたいと思う今日この頃。ＵＭＡは未確認動物、ＵＦＯは未確認飛行物体というのは有名な話。ちなみにＵＳＯは未確認潜水物体というらしい。何故か海の底に恐怖を覚えるのは、前世の記憶なのだろうか……
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イラスト／久く杉すぎトク

最近飲食店で迷ったら紅茶を頼むようになりました。

基本はストレートを頼んでます。

紅茶はあの爽やかな飲み心地が良い感じです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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